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阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
さ
い
し
て
、
村
山
富
市
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
対
す
る
厳
し
い
批
判
が
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の

(
1
)
 

事
実
で
あ
る
。

一
九
九
五
年
当
時
、
首
相
は
、
と
っ
た
措
置
に
つ
い
て
新
聞
記
者
た
ち
の
質
問
攻
め
に
あ
っ
た
し
、
国
会
の
本
会
議
や
予

算
委
員
会
な
ど
に
お
い
て
も
、
議
員
の
質
問
に
答
弁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
場
合
、
首
相
は
「
万
全
の
態
勢
を
と
っ
た
」
、
「
被
害
状
況
を
判
断
す
る
正
確
な
情
報
が
官
邸
に
届
い
て
い
な
か
っ

た
」
、
「
災
害
救
助
に
は
地
元
自
治
体
か
ら
の
出
動
要
請
が
第
一
義
的
に
は
必
要
だ
」
な
ど
と
答
え
る
に
と
ど
め
る
こ
と
が
多
く
、
質
問
者

(
2
)
 

は
、
首
相
が
失
敗
を
認
め
よ
う
と
せ
ず
、
行
動
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
感
じ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。

私
は
、
か
ね
て
地
震
危
機
管
理
に
強
い
関
心
を
も
つ
一
人
と
し
て
、
村
山
前
首
相
に
一
度
お
目
に
か
か
っ
て
、
当
時
の
事
情
に
つ
い
て

詳
し
く
う
か
が
う
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
さ
い
わ
い
に
も
、
最
近
に
な
っ
て
こ
の
希
望
が
い
れ
ら
れ
、

一
九
九
七
年

八
月
八
日
、
衆
議
院
第
一
議
員
会
館
に
お
い
て
、
村
山
前
首
相
に
直
接
お
会
い
し
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
当
時
、
首
相
と
し
て
と
っ
た
行

(3) 

動
と
、
そ
の
と
き
の
心
境
な
ど
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
論
文
は
、
そ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
つ
い
て
報
告
す
る
と
と
も
に
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
に
も
と
づ
い
て
首
相
の
行
動
を
分
析
し
、
危

機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
村
山
前
首
相
が
、
貴
重
な
時
間
を
さ
い
て
、
答
え
に
く
い
問
題
に
つ
い
て
の
、
私
の
遠
慮
な
い
質
問
に
率
直
に
答
え

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
有
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
あ
ら
た
め
て
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
陪
席
さ
れ
た
ニ
―
世
紀

政
策
構
想
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
・
安
井
栄
二
氏
に
も
、
感
謝
の
意
を
表
し
て
お
き
た
い
。

ま
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(
1
)

た
と
え
ば
以
下
を
参
照
。
大
下
英
治
「
戦
慄
。
総
理
官
邸
の
一

0
0
時
間
」
（
『
潮
』

管
理
』
の
無
策
を
告
発
す
る
」
（
『
文
芸
春
秋
』
一
九
九
五
年
八
月
号
）
。

(
2
)

た
と
え
ば
『
毎
日
新
聞
』
一
九
九
五
年
五
月
九
日
朝
刊
四
面
の
「
記
者
の
目
」
は
、
「
危
機
状
況
下
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
論
じ
、

「
首
相
に
何
ら
、
決
断
な
し
」
。
「
存
在
感
は
ゼ
ロ
に
等
し
く
、
し
た
り
顔
の
言
い
訳
だ
け
」
と
し
て
い
る
。

(
3
)

こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
は
、
関
西
大
学
重
点
領
域
研
究
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
危
機
管
理
」
(
-
九
九
五
年
度
後
期
ー
一
九
九
六
年
度
前

期
）
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
る
（
研
究
班
代
表
者
は
山
川
雄
巳
）
。
た
だ
し
、
本
研
究
班
は
、
正
式
に
は
一
九
九
六
年
九
月
末
に
期
間
満
了
で

解
散
し
て
お
り
、
以
後
は
旧
研
究
班
員
が
各
自
の
個
人
研
究
の
形
で
研
究
を
継
続
し
て
い
る
。

研
究
班
の
業
績
と
し
て
は
、
山
川
雄
巳
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
地
震
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
1

現
地
調
査
の
概
要
報
告
l

」
(
『
関
西
大
学
法

学
論
集
』
第
四
六
巻
第
四
・
五
・
六
合
併
号
、
一
九
九
七
年
三
月
、
五
六
七
ー
六
0
九
ペ
ー
ジ
）
、
高
木
修
・
玉
木
和
歌
子
「
阪
神
大
震
災
に
お

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
~
害
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
と
そ
の
経
験
の
影
響
|
_
＇
」
（
『
関
西
大
学
社
会
学
部
紀
要
』
第
二
八
巻
第
一
号
、
一
九
九

六
年
―
一
月
、
一
ー
六
ニ
ペ
ー
ジ
）
、
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な
お
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
の
私
の
考
え
に
つ
い
て
は
、
山
川
雄
巳
『
政
策
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
』
（
関
西
大
学
出
版
部
、

年
）
を
参
照
。

当
時
の
村
山
首
相
の
行
動
は
、
当
然
、
首
相
と
し
て
の
地
位
に
も
と
づ
く
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
行
動
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
理

解
す
る
た
め
に
は
、
簡
単
に
で
も
、
羽
田
内
閣
崩
壊
の
あ
と
、
社
会
党
・
自
民
党
・
さ
き
が
け
の
連
携
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
村
山
政
権
の

性
格
や
、
ど
の
よ
う
な
人
々
が
首
相
を
さ
さ
え
て
い
た
か
を
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

五
五
年
体
制
崩
壊
後
成
立
し
た
細
川
内
閣
の
あ
と
、
同
じ
政
党
連
合
を
基
盤
と
す
る
羽
田
内
閣
が
九
四
年
四
月
二
九
日
に
発
足
し
た
が
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

村
山
政
権
I

ー
，
＇
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
直
面
す
る
ま
で

1

（
六
八
九
）

一
九
九
五
年
四
月
号
）
、
佐
々
淳
行
「
村
山
政
府
『
危
機

一
九
九
三



政
治
運
営
で
「
蚊
帳
の
外
に
置
か
れ
る
」
こ
と
が
重
な
っ
た
社
会
党
は
、
こ
れ
に
先
だ
っ
て
、
四
月
二
六
日
、
そ
れ
ま
で
の
反
自
民
・
反

少
数
与
党
化
の
た
め
決
定
的
に
弱
体
化
し
た
羽
田
内
閣
は
、
六
月
二
三
日
に
自
民
党
が
提
出
し
た
内
閣
不
信
任
決
議
案
に
た
え
き
れ
ず
、

二
五
日
に
総
辞
職
を
臨
時
閣
議
で
決
定
し
、
久
保
社
会
党
書
記
長
を
窓
口
に
、
社
会
党
を
あ
ら
た
め
て
与
党
の
一
員
と
し
て
迎
え
入
れ
よ

う
と
す
る
工
作
に
期
待
し
た
が
、
こ
れ
に
も
抵
抗
が
あ
り
、
社
会
党
は
、
結
局
、
六
月
二
六
日
に
、
自
民
党
と
の
政
策
協
議
に
応
じ
る
こ

(
1
)
 

と
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
、
政
権
奪
回
に
燃
え
た
自
民
党
は
、
社
会
党
を
「
丸
ご
と
受
け
入
れ
る
」
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
反
新
生
・
反
公
明
連
合
と
し
て
の
自
民
・
社
会
・
さ
き
が
け
三
党
は
、
村
山
富
市
社
会
党
委
員
長
を
首
相
候
補
者
と
し
て
擁

立
し
、
六
月
二
九
日
夜
の
衆
参
両
院
本
会
議
で
の
首
相
指
名
投
票
に
の
ぞ
ん
だ
。

こ
の
選
挙
で
、
小
沢
一
郎
新
生
党
代
表
幹
事
は
、
対
抗
候
補
と
し
て
海
部
俊
樹
元
首
相
（
自
民
党
離
党
表
明
）
を
立
て
る
と
い
う
奇
手

に
出
た
が
、
決
戦
投
票
の
結
果
、
村
山
社
会
党
委
員
長
は
海
部
元
首
相
を
破
っ
て
第
八
一
代
五
二
人
め
の
首
相
に
当
選
し
た
の
で
あ
る
。

小
沢
新
生
党
代
表
幹
事
が
期
待
し
た
、
海
部
支
持
の
自
民
党
議
員
は
一
九
人
、
社
会
党
議
員
は
八
人
に
と
ど
ま
っ
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
社
会
党
造
反
議
員
八
人
の
う
ち
、
半
数
の
四
人
、
す
な
わ
ち
本
岡
昭
次
参
議
院

議
員
（
社
会
党
兵
庫
県
本
部
長
、
兵
庫
選
挙
区
）
、
土
肥
隆
一
衆
議
院
議
員
（
兵
庫
一
区
）
、
吉
岡
賢
治
衆
議
院
議
員
（
兵
庫
五
区
）
、
左

近
正
男
衆
議
院
議
員
（
大
阪
二
区
）
が
、
兵
庫
・
大
阪
か
ら
選
出
さ
れ
た
議
員
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
党
議
決
定
に
そ
む
い
て
、
党
首

の
村
山
委
員
長
に
投
票
せ
ず
、
海
部
元
首
相
に
票
を
入
れ
た
議
員
た
ち
の
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
さ
い
し
て
の
村
山

首
相
の
心
理
に
多
少
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
首
相
指
名
直
前
の
六
月
二
七
日
に
は
、
奇
怪
な
松
本
サ
リ
ン
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。
や
が
て
村
山
内
閣
は
、
こ
の
事
件

共
産
・
連
立
与
党
体
制
か
ら
離
脱
し
た
。
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

長
官
（
自
民
）
、
小
沢
潔
国
土
庁
長
官
（
自
民
）
。

き
て
い
た
こ
と
に
注
意
を
促
し
て
お
い
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

五

（
六
九
一
）

一
般
に
意
外
な
こ
と
と
受
け
と
ら
れ
、

お
よ
び
オ
ウ
ム
真
理
教
問
題
の
処
理
に
も
深
く
か
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
本
稿
で
は
こ
の
問
題
は
扱
わ
な
い
。
し
か
し
、
村
山
政

権
期
に
お
い
て
、
国
民
が
、
バ
プ
ル
経
済
崩
壊
後
の
経
済
的
不
況
と
政
治
的
不
安
定
の
も
と
で
、
繁
栄
心
理
の
反
動
と
し
て
の
幻
滅
と
荒

廃
、
不
安
と
不
満
を
味
わ
い
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
れ
に
乗
じ
て
一
種
の
ク
ー
デ
タ
を
試
み
よ
う
と
す
る
勢
力
さ
え
生
ま
れ
て

さ
て
、
六
月
三

0
日
に
発
足
し
た
村
山
内
閣
の
顔
ぶ
れ
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
村
山
富
市
首
相
（
社
会
）
、
河
野
洋
平
副
総
理
・
外

務
大
臣
（
自
民
）
、
前
田
勲
男
法
務
大
臣
（
自
民
）
、
武
村
正
義
大
蔵
大
臣
（
さ
き
が
け
）
、
与
謝
野
馨
文
部
大
臣
（
自
民
）
、
井
出
正
一
厚

生
大
臣
（
さ
き
が
け
）
、
大
河
原
太
一
郎
農
水
大
臣
（
自
民
）
、
橋
本
龍
太
郎
通
産
大
臣
（
自
民
）
、
亀
井
静
香
運
輸
大
臣
（
自
民
）
、
大
出

俊
郵
政
大
臣
（
社
会
）
、
浜
本
万
三
労
働
大
臣
（
社
会
）
、
野
坂
浩
賢
建
設
大
臣
（
社
会
）
、
野
中
広
務
自
治
大
臣
・
国
家
公
安
委
員
長

（
自
民
）
、
五
十
嵐
広
三
官
房
長
官
（
社
会
）
、
山
口
鶴
男
総
務
庁
長
官
（
社
会
）
、
小
里
貞
利
北
海
道
・
沖
縄
開
発
庁
長
官
（
自
民
）
、
玉

沢
徳
一
郎
防
衛
庁
長
官
（
自
民
）
、
高
村
正
彦
経
済
企
画
庁
長
官
（
自
民
）
、
田
中
真
紀
子
科
学
技
術
庁
長
官
（
自
民
）
、
桜
井
新
環
境
庁

な
お
、
政
務
担
当
の
内
閣
官
房
副
長
官
に
は
園
田
博
之
氏
（
さ
き
が
け
）
が
任
命
さ
れ
、
事
務
担
当
の
副
長
官
に
は
石
原
信
雄
氏
が
留

任
し
た
。
首
相
の
政
務
担
当
秘
書
官
と
し
て
園
田
原
三
・
社
会
党
本
部
企
画
調
査
局
部
長
が
起
用
さ
れ
、
大
蔵
省
な
ど
か
ら
出
向
し
て
い

る
事
務
担
当
の
四
人
の
秘
書
官
は
留
任
し
た
。

五
五
年
体
制
で
長
く
対
立
し
て
き
た
自
民
党
と
社
会
党
が
連
立
内
閣
を
組
織
し
た
こ
と
は
、

「
野
合
」
と
批
判
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ま
た
社
会
党
の
党
首
が
首
相
に
な
っ
た
こ
と
は
片
山
内
閣
以
来
四
七
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ

り
、
こ
れ
を
「
不
安
」
要
因
と
す
る
見
方
も
あ
っ
た
。
村
山
首
相
自
身
も
こ
れ
を
意
識
し
て
、
七
月
一
日
の
最
初
の
記
者
会
見
で
は
、



九
四
年
七
月
一
八
日

九
四
年
七
月
二

0
日

九
四
年
七
月
ニ
―
―
―
ー
ニ
四
日

九
四
年
八
月
一
四
日

九
四
年
八
月
二
三
ー
三
0
日

九
四
年
八
月
三
一
日

東
南
ア
ジ
ア
歴
訪
。

桜
井
環
境
庁
長
官
を
「
侵
略
戦
争
」
問
題
発
言
で
更
迭
。

戦
後
処
理
問
題
で
談
話
を
発
表
。
来
年
度
か
ら
一

0
年
間
で
一

0
0
0
億
円
の
「
平
和
友
好
交
流
計
画
」
を
実

九
四
年
八
月
六
日
広
島
平
和
記
念
式
典
に
出
席
。

訪
韓
゜

代
表
質
問
に
自
衛
隊
合
憲
を
表
明
。

臨
時
国
会
で
の
所
信
演
説
で
「
強
い
国
よ
り
や
さ
し
い
国
を
め
ざ
す
」
と
表
明
。

九
四
年
七
月
六
ー

l

一
日
ナ
ポ
リ
・
サ
ミ
ッ
ト
。
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
と
会
談
。

そ
の
後
の
村
山
首
相
の
足
跡
を
、
簡
単
に
日
誌
風
に
見
て
お
こ
う
。

政
権
の
足
を
ひ
っ
ぱ
る
恐
れ
が
あ
る
と
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
新
政
権
を
好
感
を
も
っ
て
む
か
え
た
人
々
も
案
外
多
く
、
政
権
基
盤
か
ら
し
て
「
み
ん
な
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
長
続
き
す

る
」
と
み
る
財
界
人
や
、
村
山
首
相
の
「
誠
実
な
人
柄
、
日
本
人
ば
な
れ
し
た
ペ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ま
な
ざ
し
」
に
「
大
化
け
の
可
能

(
2
)
 

性
」
を
見
る
人
も
い
た
。
も
っ
と
も
、
首
相
を
出
し
た
当
の
社
会
党
が
手
続
問
題
な
ど
で
ご
た
ご
た
し
続
け
て
い
て
、
「
一
刻
を
争
う
国

(
3
)
 

家
の
危
機
管
理
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
時
、
官
邸
は
対
応
で
き
る
の
か
」
と
心
配
す
る
声
が
す
で
に
あ
っ
た
。
社
会
党
内
部
の
分
派
活
動
が

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

「
内
外
に
不
安
が
大
き
く
渦
巻
い
て
い
る
と
い
う
気
も
す
る
の
で
、
不
安
を
解
消
し
、
信
頼
さ
れ
安
心
し
て
も
ら
え
る
内
閣
を
作
っ
て
い

関
法
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

九
四
年
九
月
三

0
日

臨
時
国
会
、
開
会
。
「
改
革
」
は
衆
議
院
副
議
長
の
ポ
ス
ト
を
要
求
。
与
党
は
こ
れ
を
拒
否
。
衆
議
院
で
は

「
改
革
」
の
一
八
一
議
員
、
参
議
院
で
は
六
三
議
員
の
欠
席
す
る
な
か
で
村
山
首
相
は
所
信
演
説
。

民
リ
ベ
ラ
ル
の
勢
力
結
集
を
め
ざ
す
活
動
方
針
を
採
択
。

九
四
年
九
月
二
二
日

九
四
年
九
月
一
三
日

九
四
年
九
月
一
八
ー
一
九
日

九
四
年
九
月
二
二
日

九
四
年
九
月
二
七
日

九
四
年
九
月
二
八
日

九
四
年
九
月
二
八
日

九
四
年
九
月
二
八
日

社
会
党
の
中
間
・
右
派
グ
ル
ー
プ
「
新
民
主
連
合
」
（
会
長
山
花
貞
夫
前
委
員
長
）
が
国
会
内
で
初
総
会
。
社

竹
下
登
議
員
、
自
民
党
に
復
帰
。

会
が
発
足
。

野
党
各
派
、
衆
議
院
の
統
一
会
派
「
改
革
」
を
結
成
。
衆
参
両
院
議
員
合
計
で
二
二
五
人
か
ら
な
る
新
党
準
備

用
意
が
あ
る
と
演
説
。

閣
僚
懇
談
会
、
国
連
安
保
理
事
会
常
任
理
事
国
へ
の
立
候
補
表
明
を
了
承
。

臨
時
閣
議
で
税
制
改
革
大
網
を
決
定
。
九
七
年
度
か
ら
消
費
税
を
五
％
に
引
き
上
げ
、
所
得
税
・
住
民
税
減
税

河
野
外
相
、
国
連
総
会
で
、
武
力
不
行
使
の
原
則
を
明
言
し
た
う
え
で
、
常
任
理
事
国
と
し
て
責
任
を
は
た
す

と
一
体
の
法
案
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
に
な
る
。

村
山
内
閣
支
持
率
四

0
%
。
不
支
持
率
三
六
％
（
朝

H
新
聞
調
査
）
。

閣
議
で
ル
ワ
ン
ダ
難
民
救
済
に
自
衛
隊
派
遣
を
決
定
。

め
、
原
子
力
発
電
を
容
認
す
る
な
ど
基
本
政
策
の
転
換
を
は
た
す
。

施
す
る
と
発
表
。

九
四
年
九
月
三
日

七

六
九

社
会
党
、
臨
時
党
大
会
。
自
衛
隊
合
憲
、
日
米
安
保
条
約
堅
持
を
確
認
、
日
の
丸
．
君
が
代
を
国
旗
・
国
歌
と
認



電
機
業
界
の
ポ
ー
ナ
ス
交
渉
は
四
年
ぶ
り
に
増
加
で
決
着
。

円
高
進
み
、
九
六
円
台
に
突
入
。

九
四
年
一

0
月
一
日

九
四
年
一

0
月
二
日

九
四
年
一

0
月
五
日

九
四
年
一

0
月
五
日

九
四
年
一

0
月
七
日

村
山
首
相
・
玉
沢
防
衛
庁
長
官
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
、
宝
珠
山
防
衛
施
設
庁
長
官
の
沖
縄
で
の
発
言
に
つ

閣
議
、
新
し
い
公
共
投
資
基
本
計
画
（
国
・
地
方
・
公
団
な
ど
コ
ミ
）
を
決
定
。

一
九
九
六
年
度
か
ら
一

0
年
間
の
公
共
投
資
を
六
三
0
兆
円
と
す
る

（
一
九
九
二
年
度
単
年
度
の
実
績
は
推
計
で
約
四
三
兆
円
）
。

九
四
年
一

0
月
一
三
日

九
四
年
一

0
月
一
四
日

の
三
議
員
を
決
定
。
首
相
補
佐
は
官
邸
に
常
駐
せ
ず
、
週
一
回
程
度
首
相
と
会
っ
て
政
策
の
調
査
・
立
案
な
ど
に
関
す
る
私
的

な
相
談
相
手
と
な
る
と
い
う
形
で
首
相
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

九
四
年
一

0
月
ニ
―
日

九
四
年
一

0
月
二
八
日

九
四
年
―
一
月
八
日

九
四
年
―
一
月
九
日

第
二
次
地
方
分
権
パ
イ
ロ
ッ
ト
自
治
体
に
奈
良
市
ほ
か
一
五
団
体
を
指
定
。

九
四
年
―
一
月
―
一
日

村
山
首
相
、
予
算
委
員
会
で
原
発
新
設
を
容
認
す
る
姿
勢
を
示
す
。

村
山
首
相
、
「
首
相
補
佐
」
と
し
て
中
川
秀
直
（
自
民
党
）
、
早
川
勝
（
社
会
党
）
、
錦
織
淳
（
さ
き
が
け
）

コ
メ
、
戦
後
五
番
目
の
豊
作
。

緊
急
時
に
在
外
邦
人
を
救
出
す
る
目
的
で
自
衛
隊
機
の
派
遣
を
認
め
る
自
衛
隊
法
の
改
正
が
成
立
。

に四一―

1
0兆
円
と
さ
れ
て
い
る
現
在
の
計
画
を
拡
大
し
、

北
海
道
東
方
沖
地
震
。

い
て
遺
憾
の
意
を
表
明
、
発
言
を
撤
回
さ
せ
る
と
言
明
。

広
島
ア
ジ
ア
大
会
開
会
。
結
局
、
中
国
は
ボ
イ
コ
ッ
ト
せ
ず
。

台
湾
の
徐
行
政
院
副
院
長
、
沖
縄
を
経
て
広
島
入
り
。

関
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

谷
底
に
た
た
き
こ
む
こ
と
に
な
る
。

二
陸
は
る
か
沖
地
震
。

九
四
年
―
一
月
ニ
―
日

九
四
年
―
一
月
二
五
日

九
四
年
―
一
月
二
八
日

九
四
年
―
一
月
二
九
日

九
四
年
―
二
月
九
日

九
四
年
―
二
月
一

0
日

九
四
年
―
二
月
二
五
日

九
四
年
―
二
月
二
八
日

新
進
党
、
横
浜
で
結
成
大
会
を
開
く
。

地
方
分
権
大
網
を
決
定
。

被
燥
者
援
護
法
が
成
立
。

新
し
い
政
府
経
済
計
画
の
策
定
に
着
手
。

き
だ
と
い
う
点
で
意
見
が
一
致
。

税
制
改
革
関
連
法
が
成
立
。

区
割
り
法
案
を
含
む
政
治
改
革
関
連
三
法
案
が
参
議
院
本
会
議
で
可
決
、
成
立
。

九
四
年
―
一
月
一
六
日
新
生
党
が
解
党
を
正
式
決
定
。

席
、
ク
リ
ン
ト
ン
・
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ら
と
会
談
。

九
四
年
―
一
月
一
四
日

九

六
九
五

村
山
首
相
、
A
P
E
C

非
公
式
首
脳
会
議
に
出
席
し
て
、
金
泳
―
―
-
•
韓
国
大
統
領
、
江
沢
民
・
中
国
国
家
主

村
山
首
相
と
久
保
社
会
党
書
記
長
は
、
党
の
分
裂
を
回
避
し
、
大
勢
が
新
党
に
移
行
で
き
る
よ
う
努
め
る
べ

こ
の
よ
う
に
し
て
、
年
末
の
三
陸
は
る
か
沖
地
震
に
驚
か
さ
れ
た
も
の
の
、
村
山
政
権
は
、
ま
ず
は
無
難
に
越
年
し
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
新
年
一
月
一
七
日
の
早
朝
に
、
村
山
内
閣
成
立
後
三
度
目
の
大
地
震
で
あ
る
兵
庫
県
南
部
大
地
震
が
起
こ
り
、
政
権
を
試
練
の

こ
の
都
市
直
下
型
地
震
に
よ
っ
て
、
死
者
六
千
五

0
0
人
以
上
、
負
傷
者
四
万
人
以
上
、
住
宅
の
全
半
壊
約
ニ
―
万
戸
、
避
難
所
収
容



お
茶
を
い
た
だ
い
て
待
っ
う
ち
に
、

あ
っ
た
。

会
館
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
。

私
の
村
山
前
首
相
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
九
七
年
八
月
八
日
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
へ
の
対
応
1

村
山
前
首
相
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
1

(
1
)
 

(2) 

(
3
)
 

被
災
者
約
三
二
万
人
（
ピ
ー
ク
時
）
、
水
道
断
水
約
―
二
＿
―
-
万
戸
、
物
的
損
害
額
約
一

0
兆
円
に
達
す
る
大
災
害
が
生
じ
、
村
山
内
閣
は

で
は
、
村
山
首
相
は
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
か
。
次
節
で
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
突
発
当
時
の
首
相
の
行
動
に
つ
い
て
の
私
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

た
と
え
ば
、
橋
本
龍
太
郎
『
政
権
奪
回
論
』
（
講
談
社
、
一
九
九
四
年
）
を
参
照
。

『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
四
年
七
月
一
日
朝
刊
、
『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
四
年
七
月
四
日
夕
刊
「
経
済
観
測
」
。

『
毎
日
新
聞
』
一
九
九
四
年
七
月
三
日
朝
刊
。

―
二
時
―
―

1
0
分
す
ぎ
か
ら
一
三
時
三

0
分
す
ぎ
ま
で
、
衆
議
院
第
一
議
員

こ
の
日
、
私
は
―
二
時
二

0
分
ご
ろ
前
首
相
の
オ
フ
ィ
ス
に
着
き
、
し
ば
ら
く
待
っ
た
。
部
屋
は
秘
書
室
と
議
員
室
に
分
か
れ
て
い
て
、

間
を
、
模
様
ガ
ラ
ス
の
入
っ
た
が
っ
し
り
し
た
板
壁
が
仕
切
っ
て
い
る
。
板
壁
に
は
村
山
前
首
相
の
写
真
入
り
ポ
ス
タ
ー
が
二
枚
貼
っ
て

一
枚
は
一

0
年
ほ
ど
前
、
国
会
で
質
問
に
立
っ
た
姿
で
、
髪
は
黒
く
精
悸
な
感
じ
だ
っ
た
。
も
う
一
枚
の
写
真
は
最
近
の
も
の

で
、
公
園
で
女
の
子
の
頭
を
撫
で
て
、
に
つ
こ
り
笑
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
撮
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ご
一
時
―
―

1
0
分
す
ぎ
、
「
ど
う
ぞ
」
と
い
う
こ
と
で
、
議
員
室
に
入
る
。

村
山
前
首
相
は
黒
っ
ぽ
い
背
広
を
着
て
、
長
椅
子
の
中
央
に
座
っ
て
お
ら
れ
た
。
有
名
な
「
豪
眉
」
が
す
ぐ
目
に
付
い
た
。
窓
際
に
は

こ
れ
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

関
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

山
川
「
そ
の
人
の
お
名
前
は
？
」

山
川
「
そ
の
前
、
地
震
は
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
か
？
」

た」

初
対
面
の
挨
拶
を
し
、
時
間
を
と
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
へ
の
お
礼
を
述
べ
る
。
気
さ
く
に
応
対
し
て
く
だ
さ
り
、
嬉
し
く
思
っ
た
。

訪
問
の
趣
旨
は
、
も
ち
ろ
ん
阪
神
・
淡
路
大
震
災
当
時
の
首
相
と
し
て
の
行
動
に
つ
い
て
う
か
が
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
こ
と

は
あ
ら
か
じ
め
お
伝
え
し
て
あ
っ
た
の
だ
が
、
し
ば
ら
く
は
、
私
の
関
係
す
る
日
本
公
共
政
策
学
会
の
こ
と
や
、
私
が
同
僚
た
ち
と
実
施

し
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
地
震
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
の
話
な
ど
を
し
、
そ
の
あ
と
質
問
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
な

お
、
質
問
に
さ
い
し
て
私
は
、
当
時
の
新
聞
記
事
な
ど
に
も
と
づ
い
て
作
成
し
た
日
誌
な
ど
を
引
用
し
な
が
ら
話
を
進
め
た
（
本
論
文
末

山
川
「
兵
庫
県
南
部
地
震
の
起
こ
っ
た
一
九
九
五
年
一
月
一
七
日
早
朝
の
こ
と
で
す
が
、
記
録
に
よ
り
ま
す
と
、
先
生
は
朝
六
時
す
ぎ

に
テ
レ
ビ
を
見
て
地
震
の
こ
と
を
知
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
•
…
•
•
」

村
山
「
五
時
半
ご
ろ
目
が
覚
め
て
、

村
山
「
う
］
ん
、
そ
れ
は
、
ち
ょ
っ
と
…
…
」

尾
の
資
料
を
参
照
）
。

た
く
さ
ん
の
鉢
植
え
が
並
ん
で
い
て
、
緑
の
多
い
部
屋
で
あ
っ
た
。

（
六
九
七
）

い
つ
も
の
よ
う
に
六
時
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
を
見
よ
う
と
し
た
ら
、
地
震
の
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
し

村
山
「
全
く
感
じ
な
か
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ス
で
京
都
が
震
度
五
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
知
人
の
こ
と
が
気
に
か
か
り
、
電
話
を
し
ま

し
た
。
『
ひ
ど
く
揺
れ
た
が
被
害
は
大
し
た
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
安
心
し
た
の
で
す
が
…
…
」



村
山
「
…
…
」

り
ま
せ
ん
で
し
た
か
？
」

山
川
「
そ
の
と
き
、
首
相
公
邸
に
は
、
先
生
の
ほ
か
に
、
ど
な
た
が
お
ら
れ
ま
し
た
か
？
」

山
川
「
ど
う
も
失
礼
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
六
時
三

0
分
に
、
政
務
担
当
秘
書
官
に
地
震
情
報
の
収
集
を
指
示
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、

村
山
「
そ
う
」

山
川
「
地
震
の
こ
と
を
知
ら
れ
た
と
き
、
こ
れ
は
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
予
感
は
あ

山
川
「
ど
う
も
、
地
震
に
関
す
る
最
初
期
の
情
報
伝
達
に
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
…
…
」

村
山
「
そ
れ
が
一
番
大
き
な
問
題
で
し
た
ね
。
国
土
庁
に
も
宿
直
体
制
が
と
ら
れ
て
い
ず
、
首
相
で
あ
る
私
に
情
報
が
チ
ャ
ン
と
伝
わ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
反
省
に
も
と
づ
い
て
、
い
ま
は
首
相
官
邸
に
は
二
四
時
間
体
制
で
二
人
が
詰
め
て
、
危
機

村
山
「
五

0
歳
ぐ
ら
い
だ
と
思
い
ま
す
」

山
川
「
園
田
氏
は
何
歳
ぐ
ら
い
の
人
で
す
か
？
」

村
山
「
園
田
原
三
と
い
う
人
で
す
」

山
川
「
そ
の
人
の
お
名
前
は
？
」

指
示
は
電
話
で
さ
れ
た
の
で
す
か
？
」

村
山
「
ず
っ
と
大
分
の
ほ
う
に
い
ま
す
」

山
川
「
奥
様
は
？
」

村
山
「
私
と
娘
夫
妻
し
か
、
い
な
か
っ
た
」

関

法

第

四

七

巻

第

五

号

六
九
八
）



阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
は
伝
わ
ら
な
か
っ
た
…
…
」

以
外
に
、
公
邸
で
の
地
震
に
関
連
す
る
情
報
活
動
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
？
」

…
…
」

六
九
九
）

山
川
「
電
話
で
知
人
に
問
い
合
わ
さ
れ
た
の
と
、
六
時
半
に
政
務
担
当
秘
書
官
に
電
話
で
情
報
収
集
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
と
、
こ
の
二
つ

村
山
「
い
ま
、
時
刻
は
ち
ょ
っ
と
思
い
出
せ
ま
せ
ん
が
、
休
暇
を
と
っ
て
い
た
金
重
・
事
務
担
当
秘
書
官
か
ら
、
『
被
害
状
況
は
正
確

に
は
判
ら
な
い
が
、
か
な
り
大
き
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
』
と
い
う
電
話
連
絡
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
」

金
重
凱
之
・
事
務
担
当
秘
書
官
は
、
警
察
庁
か
ら
の
出
向
者
で
、
こ
の
と
き
九
州
に
い
た
。
同
秘
書
官
か
ら
の
首
相
へ
の
連
絡
は
午
前

山
川
「
五
十
嵐
広
三
官
房
長
官
は
、
七
時
ご
ろ
議
員
会
館
で
テ
レ
ビ
や
秘
書
官
の
連
絡
で
地
震
の
こ
と
を
知
っ
た
、
と
い
わ
れ
ま
す
が

山
川
「
そ
の
こ
ろ
首
相
は
園
田
政
務
担
当
秘
書
官
か
ら
報
告
を
受
け
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、
当
時
す
で
に
、
首
相
官
邸
の
下
の
方
の
組

織
で
は
い
ろ
ん
な
動
き
が
あ
り
、
神
戸
市
や
兵
庫
県
も
本
格
的
に
事
態
に
対
応
し
は
じ
め
て
い
た
わ
け
で
す
ね
。
自
衛
隊
の
動
き

も
あ
り
ま
し
た
。
…
…
徳
島
の
海
自
•
松
茂
基
地
さ
え
八
時
す
ぎ
に
淡
路
へ
偵
察
ヘ
リ
を
飛
ば
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た

動
き
は
ば
ら
ば
ら
で
、
統
制
が
と
れ
て
い
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
拙
い
こ
と
に
、
そ
う
し
た
個
々
の
動
き
に
つ
い
て
の
情
報
が
首
相

村
山
「
い
や
、
そ
れ
は
議
員
宿
舎
で
、
で
し
ょ
う
」

七
時
半
ご
ろ
な
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
（
後
述
参
照
）
。

管
理
情
報
の
処
理
に
当
た
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
…
…
」



山
川
「
予
定
通
り
に
進
め
た
と
い
う
わ
け
で
す
か
？
」

村
山
「
そ
の
通
り
で
す
。
議
題
に
な
ら
な
か
っ
た
」

山
川
「
官
邸
に
出
ら
れ
た
あ
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
定
例
経
済
報
告
関
係
閣
僚
会
議
で
は
地
震
の
こ
と
は
議
題
に
な
ら
な
か
っ
た
よ

う
で
す
ね
」

村
山
「
…
…
」

首
相
が
官
邸
に
出
て
か
ら
定
例
経
済
報
告
関
係
閣
僚
会
議
ま
で
の
約
一
時
間
の
あ
い
だ
、
何
を
し
て
い
た
の
か
、
気
に
か
か
っ
て
い
た

の
だ
が
、
確
認
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
、
秘
書
官
な
ど
の
官
邸
ス
タ
ッ
フ
と
日
程
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
し

た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
た
と
え
ば
内
閣
参
事
官
、
内
政
審
議
室
長
ら
と
震
災
危
機
管
理
に
つ
い
て
会
議
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て

い
る
。
こ
の
種
の
会
議
な
い
し
打
ち
合
わ
せ
は
、
定
例
閣
議
で
の
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
関
す
る
危
機
管
理
体
制
の
確
定
の
た
め
に
も

必
要
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
当
然
、
地
震
危
機
管
理
の
手
続
や
先
例
が
議
論
さ
れ
、
検
討
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

山
川
「
危
機
管
理
活
動
で
首
相
を
さ
さ
え
た
人
々
の
こ
と
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
ー
。
新
聞
に
よ
る
と
、
定
例
経
済
報

村
山
「
誰
も
来
な
か
っ
た
」

村
山
「
そ
う
。
伝
わ
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
」

山
川
「
こ
の
日
は
九
時
二

0
分
か
ら
定
例
経
済
報
告
関
係
閣
僚
会
議
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
先
生
は
八
時
二
六
分
に
官
邸
の
ほ
う
に
出

ら
れ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
に
誰
か
公
邸
の
ほ
う
に
来
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
か
？
」

関

法

第

四

七

巻

第

五

号

一
四

（七
0
0
)



阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

答
え
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
は
ど
う
し
て
で
す
か
？
」

村
山
「
し
っ
か
り
し
た
人
だ
か
ら
、
副
総
理
を
お
願
い
し
て
い
た
」

告
関
係
閣
僚
会
議
の
あ
と
で
し
た
か
、
五
十
嵐
官
房
長
官
が
小
沢
国
土
庁
長
官
に
、
す
ぐ
現
地
視
察
に
出
発
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん

だ
の
に
対
し
て
、
国
土
庁
長
官
は
『
今
日
の
予
定
が
あ
る
か
ら
』
と
送
巡
し
た
よ
う
で
す
が
」

村
山
「
そ
れ
は
記
憶
に
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」

村
山
「
そ
う
で
す
。
あ
れ
で
国
土
庁
に
兵
庫
県
南
部
地
震
非
常
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
さ
ら
に
兵
庫
県
南
部
地
震
対
策
関
係
閣
僚

会
議
も
設
置
し
た
の
で
す
。
そ
の
決
定
を
ち
ゃ
ん
と
や
っ
た
。
動
き
出
す
の
が
遅
か
っ
た
と
非
難
さ
れ
た
が
、
何
分
、
官
邸
に
情

報
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
が
実
状
だ
っ
た
の
で
…
…
」

山
川
「
一

0
時
三
九
分
に
閣
議
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
首
相
は
河
野
外
相
・
副
総
理
、
玉
沢
防
衛
庁
長
官
、
五
十
嵐
官
房
長
官
ら
と
対
策

会
議
を
も
た
れ
た
よ
う
で
す
が
、
河
野
さ
ん
は
し
っ
か
り
し
て
い
ま
し
た
か
？
」

一
五

こ
の
答
え
を
し
た
と
き
、
村
山
前
首
相
は
穏
や
か
な
目
つ
き
で
は
あ
っ
た
が
、
私
を
ち
ょ
っ
と
に
ら
む
よ
う
に
し
た
。
そ
の
し
ぐ
さ
か

ら
、
村
山
前
首
相
は
、
河
野
前
副
総
理
に
強
い
一
種
同
志
的
な
気
持
を
も
っ
て
い
た
の
だ
な
、
と
感
じ
た
。

山
川
「
―
一
時
す
ぎ
、
記
者
団
に
現
地
視
察
の
予
定
を
聞
か
れ
て
、
『
国
土
庁
長
官
を
派
遣
し
、
そ
の
報
告
を
受
け
と
っ
て
か
ら
』
と

村
山
「
混
乱
の
な
か
、
首
相
が
い
き
な
り
現
地
に
行
く
こ
と
に
す
れ
ば
、
各
方
面
に
迷
惑
を
掛
け
る
恐
れ
が
あ
る
と
思
っ
た
の
で
す
。

山
川
「
一

0
時
四
分
か
ら
定
例
閣
議
に
入
っ
た
わ
け
で
す
ね
」

（七
0
I

)

 



山
川
「
翌
日
の
一
月
一
八
日
の
、
ホ
テ
ル
・
オ
ー
ク
ラ
で
の
財
界
人
と
の
朝
食
会
も
、
予
定
通
り
で
し
た
ね
」

村
山
「
あ
れ
は
定
例
の
会
で
す
。
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
つ
も
り
は
な
く
、
予
定
通
り
や
っ
た
。
経
済
人
に
対
す
る
説
明
の
機
会
で
も
あ
っ

た
。
な
す
べ
き
こ
と
を
せ
ず
に
定
例
の
仕
事
に
こ
だ
わ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
な
す
べ
き
こ
と
を
し
て
、
な
お
か
つ
、

考
え
て
い
ま
し
た
」

い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
か
？
」

山
川
「
首
相
は
、

山
川
「
五
十
嵐
官
房
長
官
に
つ
い
て
は
…
…
」

む
し
ろ
、
東
京
に
い
て
、
ま
ず
対
策
の
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
…
…
」

山
川
「
一
七
日
の
各
紙
夕
刊
は
首
相
の
談
話
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
そ
の
扱
い
は
非
常
に
小
さ
く
、
政
府
の
存
在
感
と
い
う
点
か
ら
み

村
山
「
…
…
」

山
川
「
小
沢
国
土
庁
長
官
は
評
判
が
悪
か
っ
た
よ
う
で
す
が
…
…
」

な
っ
た
わ
け
で
す
」

(
1
)
 

村
山
「
い
や
、
よ
く
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
五
十
嵐
さ
ん
は
あ
の
と
き
の
活
動
に
つ
い
て
本
も
書
い
て
い
る
ぐ
ら
い
で
す
」

一
七
日
の
―
一
時
五
分
に
『
ニ
―
世
紀
地
球
環
境
懇
談
会
』
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
ね
。
予
定
を
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
と

村
山
「
考
え
な
か
っ
た
。
首
相
に
は
す
る
べ
き
仕
事
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
地
震
の
こ
と
は
全
力
を
尽
く
し
て
考
え
た
う
え
、
関
係
各
部

署
に
指
示
し
て
お
い
た
の
で
、
そ
れ
は
そ
れ
で
任
せ
、
他
に
も
す
べ
き
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
果
た
す
べ
き
だ
、
と

村
山
「
ま
あ
、
そ
の
た
め
に
二

0
日
に
小
里
さ
ん

て
非
常
に
残
念
に
思
い
ま
し
た
」

関
法
第
四
七
巻
第
五
号

[
小
里
貞
利
・
兵
庫
県
南
部
地
震
対
策
担
当
大
臣
]
と
交
替
し
て
も
ら
う
こ
と
に

一
六

（七
0
二）



阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
態
勢
に
あ
り
、
要
請
を
待
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
）
。
し
か
し
、

(
2
)
 

定
例
の
こ
と
を
こ
な
そ
う
と
し
た
の
で
す
」

こ
の
辺
で
、
何
と
な
く
、
初
動
期
の
村
山
首
相
の
考
え
が
分
っ
た
、
と
い
う
感
じ
が
し
て
き
た
。

山
川
「
初
動
期
の
活
動
と
の
関
連
で
、
情
報
の
問
題
の
ほ
か
に
、
と
く
に
問
題
だ
と
思
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
か
？
」

村
山
「
深
刻
な
交
通
渋
滞
が
生
じ
て
、
救
援
部
隊
が
現
地
に
な
か
な
か
到
達
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
、
そ
の
―
つ
で
す
…
…
」

一
月
一
七
日
九
時
四

0
分
、
笹
山
神
戸
市
長
は
貝
原
兵
庫
県
知
事
に
自
衛
隊
派
遣
を
検
討
す
る
よ
う
電
話
で
要
請
し
、

兵
庫
県
知
事
は
、
神
戸
市
を
担
当
す
る
姫
路
駐
屯
の
陸
自
第
三
特
科
連
隊
に
派
遣
を
要
請
、
自
治
省
・
消
防
庁
に
対
し
て
も
応
援
を
要
請

し
た
。
第
三
特
科
連
隊
は
、
こ
の
要
請
を
受
け
て
、
ニ
―
五
人
の
隊
員
を
た
だ
ち
に
出
動
さ
せ
た

導
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
五

0
キ
ロ
の
距
離
を
行
く
の
に
三
時
間
か
か
り
、

一七

1
0
時
に
出
発
し
た
部
隊
は
、
交
通
渋
滞
の
た
め
、
パ
ト
カ
ー
の
先

(
3
)
 

二
二
時
に
神
戸
市
に
到
着
し
た
の
で
あ
っ
た
。

山
川
「
と
こ
ろ
で
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
経
過
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ノ
ー
ス
リ
ッ
ジ
地
震
の
場
合
と
比
較
し
て
も
、

関
係
各
方
面
の
非
常
な
努
力
で
、
ま
ず
は
順
調
だ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
…
…
」

村
山
「
い
や
、
ま
だ
ま
だ
の
と
こ
ろ
が
す
く
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
神
戸
港
の
こ
と
な
ど
も
そ
う
で
す
」

山
川
「
で
も
一
応
、
こ
の
六
月
に
は
神
戸
港
の
復
興
宣
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
ね
。
復
興
委
員
会
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
い
か
が
で
し
ょ

（七
0
三）

（
八
時
三

0
分
当
時
す
で
に
出
動
可
能

1
0
時
に
貝
原



村
山
「
あ
れ
を
設
置
し
た
こ
と
は
成
功
で
し
た
。
ま
た
よ
く
働
い
て
く
れ
ま
し
た
」

山
川
「
委
員
会
が
、
提
言
で
、
中
国
と
の
協
力
に
よ
る
復
興
を
掲
げ
た
点
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
」

山
川
「
反
省
に
も
と
づ
い
て
災
害
危
機
管
理
の
た
め
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
と
い
う
お
話
で
し
た
が
、
官
邸
の
危
機

管
理
機
能
は
組
織
的
に
多
少
強
化
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
も
化
粧
直
し
程
度
で
、
た
と
え
ば
、
官
邸
の
建
て
直
し
に
よ
る
根

村
山
「
そ
の
通
り
で
す
。
財
政
再
建
と
の
か
ら
み
で
…
…
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
あ
た
り
で
は
、
ご
承
知
の
よ
う
に
地
震
発
生
の
情
報
シ

ス
テ
ム
が
官
庁
な
ど
に
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
は
ま
だ
で
す
」

山
川
「
キ
ュ
ー
プ
・
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
ね
」

村
山
「
そ
う
。
そ
う
い
う
も
の
が
ま
だ
日
本
で
は
政
府
組
織
の
な
か
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
私
も
認
め
ま
す
。
し
か
し
、
漸

山
川
「
予
知
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ど
う
お
考
え
で
す
か
？
」

村
山
「
あ
る
時
、
中
国
か
ら
予
知
情
報
が
入
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
を
結
局
利
用
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
が
…
…
」

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
あ
と
、
五
月
二
八
日
に
ロ
シ
ア
・
サ
ハ
リ
ン
州
北
部
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
•
五
の
直
下
型
地
震
が
起
っ
た
が
、

こ
れ
に
先
立
つ
中
間
期
に
，
中
国
か
ら
近
く
日
本
•
関
東
地
方
に
大
地
震
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
情
報
が
入
っ
た
。
前
首
相

次
、
改
善
し
て
い
く
よ
り
な
い
」

本
的
な
情
報
能
力
の
強
化
は
先
送
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」

村
山
「
あ
の
点
は
こ
れ
か
ら
で
し
ょ
う
」

う
か
？
」

関
法
第
四
七
巻
第
五
号

一
八

（七
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四）



阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
言
葉
は
こ
れ
に
言
及
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
九

山
川
「
中
国
は
予
知
研
究
は
さ
か
ん
で
、
予
知
が
可
能
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
は
懐
疑
的
で
す
。
日
本
は

中
国
と
ア
メ
リ
カ
の
中
間
の
よ
う
で
す
が
、
最
近
、
御
承
知
の
よ
う
に
測
地
学
審
議
会
の
報
告
書
が
出
た
り
し
て
、
予
知
研
究
に

対
す
る
学
者
の
態
度
も
大
分
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
で
す
ね
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
予
防
的
措
置
と
し
て
は
、
地
震
予
知
よ
り
も
、
建

山
川
「
と
こ
ろ
で
、
危
機
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関
係
す
る
こ
と
で
、

先
生
が
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
直
面
し
て
首
相
と
し
て
実
行
さ
れ
た
危
機
管
理
は
非
常
に
難
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
学
者
の
ア
リ
ソ
ン
と
い
う
人
は
、
キ
ュ
ー
バ
危
機
の
と
き
の
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
行
動
の
こ
と
を
研
究
し
て
、

―
つ
は
合
理
的
行
為
者
モ
デ
ル
ま
た
は
推
測
航
法
モ
デ
ル
と
い
い
ま
し
て
、
こ
う
な
れ
ば
こ
う
い
く
と
い
う
よ
う
に
、
将
棋
の

指
し
手
の
よ
う
に
危
機
状
況
の
こ
と
を
頭
で
よ
く
考
え
て
手
を
う
っ
て
い
く
と
い
う
や
り
方
。
も
う
―
つ
は
、
組
織
的
に
こ
う
い

う
こ
と
は
こ
う
す
る
と
決
ま
っ
て
い
る
や
り
方
な
い
し
標
準
的
作
業
手
続
に
し
た
が
っ
て
整
然
と
や
っ
て
い
く
。
も
う
―
つ
は
、

政
府
に
関
係
す
る
政
治
家
や
官
僚
な
ど
、
比
較
的
少
数
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
が
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
交
渉
し
て
方
向
を
決
め
て
い
く
。

ト
ッ
プ
・
エ
リ
ー
ト
は
そ
れ
を
い
わ
ば
混
ぜ
た
り
調
整
し
た
り
す
る
役
割
を
は
た
す
。
政
府
内
政
治
モ
デ
ル
と
い
わ
れ
ま
す
。

こ
う
い
う
三
つ
の
タ
イ
プ
の
や
り
方
が
あ
る
と
し
ま
す
と
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
村
山
先
生
ご
自
身
の
行
動
に
一
番
近
い
と
感
じ

・

(5)

ら
れ
る
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
？
」

危
機
管
理
に
三
つ
の
行
動
様
式
が
あ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

物
を
強
化
し
て
お
く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
」

（七
0
五）

―
つ
お
う
か
が
い
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。



村
山
「
第
一
の
合
理
的
行
為
者
モ
デ
ル
と
い
う
の
は
違
う
。
そ
れ
ほ
ど
頭
が
よ
く
な
い
…
…
」

誰
の
こ
と
で
す
か
？
…
…
先
生
ご
自
身
の
こ
と
で
す
か
？
」

村
山
「
そ
う
。
…
…
そ
れ
か
ら
第
二
の
も
違
う
と
い
う
感
じ
が
す
る
。
結
局
、
残
っ
た
も
の
か
な
」

山
川
「
と
い
う
と
、
パ
イ
を
混
ぜ
る
よ
う
に
政
府
内
の
関
係
者
た
ち
を
混
ぜ
て
や
ら
せ
る
と
い
う
…
…
」

山
川
「
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
も
う
時
間
が
あ
ま
り
な
い
の
で
恐
縮
な
の
で
す
が
、
気
に
掛
か
っ
て
い
る
こ
と
が
―
つ
あ
り

そ
れ
は
選
挙
と
の
か
ら
み
の
こ
と
で
す
。
ど
う
も
先
生
は
、
震
災
に
さ
い
し
て
、
首
相
と
し
て
の
責
務
を
キ
チ
ン
と
果
た
す
こ

と
を
第
一
に
と
心
が
け
ら
れ
た
よ
う
で
、
そ
れ
は
そ
れ
で
よ
く
分
か
る
の
で
す
が
、
政
治
家
と
し
て
、
選
挙
の
こ
と
は
意
識
さ
れ

た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ
の
市
会
議
員
や
神
戸
市
の
市
会
議
員
の
場
合
、
私
た
ち
の
調
査
に
よ
る
と
、
か

れ
ら
が
選
挙
の
こ
と
を
か
な
り
強
く
意
識
し
て
行
動
し
た
こ
と
が
明
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
政
治
家
と
し
て
は
当
然
だ
と

言
え
よ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
先
生
の
場
合
は
、
い
か
が
で
し
た
か
？
」

村
山
「
私
は
選
挙
の
こ
と
を
全
く
考
え
な
か
っ
た
。
ま
た
考
え
る
べ
き
で
な
い
と
考
え
て
い
た
。
首
相
と
し
て
の
仕
事
に
全
力
を
投
入

す
ぺ
き
だ
と
信
じ
て
行
動
し
ま
し
た
」

山
川
「
先
生
の
誠
実
さ
は
よ
く
分
か
る
の
で
す
。
た
し
か
に
危
機
管
理
の
目
的
は
、
第
一
義
的
に
は
、
た
し
か
に
住
民
・
市
民
を
救
済

す
る
こ
と
で
、
政
治
的
な
目
的
と
は
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
言
葉
は
熟
し
ま
せ
ん
が
、
シ
ン
ボ

リ
ッ
ッ
ク
・
ユ
ー
ス
・
オ
プ
・
パ
ワ
ー
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
つ
ま
り
、
首
相
の
よ
う
な
、

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

ま
す
。
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

村
山
「
そ
う
。
そ
の
三
番
目
の
に
近
い
と
思
い
ま
す
」

山
川
「
え
？

関
法
第
四
七
巻
第
五
号

二
0

(
七
〇
六
）



(
1
)
 

(
2
)
 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

さ
っ
た
。

一
九
九
五
年
九
月
一
六
日
タ

一
四
時
に
は
議
員

権
力
を
も
っ
た
高
い
地
位
の
人
の
行
動
が
、
国
民
に
印
象
深
い
、
象
徴
的
で
暗
示
的
な
作
用
を
お
よ
ぼ
す
と
い
う
こ
と
。
そ
の
行

動
か
ら
、
被
災
者
の
こ
と
を
親
身
に
心
配
し
て
く
れ
て
い
る
の
だ
な
、
と
国
民
が
直
感
的
に
理
解
す
る
よ
う
な
行
動
。
そ
こ
か
ら

生
ま
れ
る
首
相
と
政
府
へ
の
信
頼
感
。
そ
の
信
頼
感
が
首
相
を
さ
さ
え
る
与
党
の
選
挙
に
お
け
る
支
持
に
つ
な
が
り
、
得
票
数
を

増
や
す
、
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
構
わ
な
い
、
と
思
う
の
で
す
が
…
…
」

村
山
「
ま
あ
、
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
…
…
。
被
災
地
で
の
両
陛
下
の
お
見
舞
い
の
態
度
の
ご
立
派
な
こ
と
に
本

当
に
感
服
し
ま
し
た
が
、
私
の
場
合
は
、
現
地
に
行
っ
て
被
災
者
を
お
見
舞
い
し
た
と
き
、
ど
う
も
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
た
ち
の
雰

囲
気
が
よ
く
な
く
て
、
な
ん
だ
か
苛
々
し
た
感
じ
を
味
わ
っ
た
こ
と
を
想
い
出
し
ま
す
…
…
。
訪
れ
た
避
難
所
が
板
敷
き
で
、
被

災
者
の
皆
さ
ん
が
椅
子
に
腰
を
か
け
て
お
ら
れ
た
の
で
、
中
腰
で
お
見
舞
い
の
言
葉
を
か
け
た
と
こ
ろ
が
、
新
聞
な
ど
で
『
高
い

姿
勢
だ
っ
た
」
と
報
道
さ
れ
た
り
し
て
、
難
し
い
も
の
だ
と
感
じ
た
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
…
…
」

こ
こ
ま
で
き
た
と
き
、
予
定
の
時
間
を
す
ぎ
て
い
た
の
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
打
ち
切
る
こ
と
に
し
た
。
前
首
相
は
、

会
館
を
出
発
し
て
北
海
道
に
出
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
別
れ
す
る
と
き
、
「
こ
れ
か
ら
も
地
震
危
機
管
理
の
こ
と
を
勉
強
し
て
、
す
こ
し
で
も
世
の
中
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
申
し
上
げ
る
と
、
微
笑
し
て
「
う
ん
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
議
員
室
の
ド
ア
の
と
こ
ろ
に
立
っ
て
見
送
っ
て
く
だ

五
十
嵐
広
三
『
官
邸
の
螺
旋
階
段
』
（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
七
年
）
の
こ
と
を
さ
す
。

村
山
首
相
の
財
界
人
と
の
ホ
テ
ル
・
オ
ー
ク
ラ
で
の
月
例
の
会
合
に
つ
い
て
の
紹
介
と
し
て
は
、
『
産
経
新
聞
』

（七
0
七）



3
.
1
 

コ
メ
ン
ト
を
加
え
る
。

村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

（七
0
八）

刊
を
参
照
。

(
3
)

地
震
災
害
状
況
に
お
け
る
マ
ン
パ
ワ
ー
動
員
や
物
資
移
動
の
困
難
、
組
織
の
機
動
性
喪
失
は
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
い
う
軍
事
行
動
に
お
け

る
〈
摩
擦
〉
の
概
念
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
村
山
前
首
相
は
、
こ
の
〈
摩
擦
〉
の
存
在
を
認
識
し
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
摩
擦
の
概
念

に
つ
い
て
は
、
山
川
雄
巳
「
戦
略
的
均
衡
と
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
」
（
『
関
西
大
学
法
学
論
集
』
第
三
九
巻
第
四
五
号
、
一
九
九
0
年
二
月
）
六
〇

六
ペ
ー
ジ
、
を
参
照
。

(
4
)
「
キ
ュ
ー
プ
・
シ
ス
テ
ム
」

(
C
U
B
E
S
y
s
t
e
m
 :
 Ca
l
t
e
c
h
 U
S
G
S
 B
r
o
a
d
c
a
s
t
 of E
a
r
t
h
q
u
a
k
e
s
 S
y
s
t
e
m
)

と
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
工
科

大
学
地
震
研
究
所
の
金
森
博
雄
博
士
が
開
発
し
運
営
し
て
い
る
地
震
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
を
中
心
に
ア

メ
リ
カ
各
地
に
設
置
さ
れ
た
地
震
計
と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
工
科
大
学
の
セ
ン
タ
ー
と
を
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
そ
の
情

報
を
処
理
し
て
、
地
震
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
表
示
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
山
川
雄
巳
•
前
掲
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の

地
震
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
参
照
。

(
5
)
 
G
r
a
h
a
m
 Allison, 
Essence o
f
 Decision: 
E
x
p
l
a
i
n
i
n
g
 the C
u
b
a
n
 Missile Crisis, B
o
s
t
o
n
 "
 Little, Brown• 

1971. 
グ
レ
ア
ム
・
ア

リ
ソ
ン
『
決
定
の
本
質
I

キ
ュ
ー
バ
・
ミ
サ
イ
ル
危
機
の
分
析
ー
‘
_
』
（
宮
里
政
玄
訳
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
七
年
）
、
第
一
章
「
第
一
モ
デ

ル
ー
合
理
的
行
為
者
」
、
第
三
章
「
第
ニ
モ
デ
ル
1

組
織
過
程
」
、
第
五
章
「
第
三
モ
デ
ル
ー
政
府
内
政
治
」
。

本
節
で
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
デ
ー
タ
お
よ
び
そ
の
他
の
資
料
を
も
と
に
、
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
分
析
し
、

危
機
と
危
機
管
理
の
諸
段
階

ま
ず
、
危
機
と
危
機
管
理
の
性
質
に
つ
い
て
の
私
の
考
え
を
簡
単
に
説
明
し
て
お
く
こ
と
に
し
ょ
う
。
以
下
の
分
析
の
理
論
的
枠
組
と

関
法
第
四
七
巻
第
五
号



阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

危
機
は
、
孫
子
の
言
葉
を
か
り
る
な
ら
ば
、
「
国
の
大
事
に
し
て
、
死
生
の
地
、
存
亡
の
道
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
々
の
生
死
が
分

か
れ
る
よ
う
な
危
険
性
を
お
び
た
非
常
事
態
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
適
切
に
対
処
し
、
危
機
を
切
り
抜
け
、
被
害
を
で
き
る
だ
け
軽
減

し
よ
う
と
す
る
の
が
危
機
管
理
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
危
機
管
理
は
、
安
全
保
障
の
た
め
の
軍
事
行
動
や
、
生
命
を
守
る
た
め
の
医
学
的

平
素
大
切
な
の
は
、
予
防
医
学
的
な
健
康
管
理
で
あ
る
。
危
機
に
直
面
す
る
よ
り
、
危
機
を
予
防
し
回
避
す
る
ほ
う
が
よ
い
。
し
か
し
、

不
幸
に
し
て
事
故
に
あ
う
と
か
、
急
病
に
か
か
っ
た
と
い
う
と
き
は
、
臨
床
医
学
の
世
話
に
な
る
。
救
急
車
で
病
院
に
運
ば
れ
、
ま
ず
集

中
看
護
を
受
け
る
。
重
篤
状
態
を
脱
し
た
な
ら
ば
、
通
常
の
加
療
を
受
け
、
つ
い
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
過
程
に
入
り
、
経
過
が
順
調

で
あ
れ
ば
退
院
し
、
あ
と
は
時
々
通
院
す
る
な
ど
、
気
長
に
手
当
を
し
て
健
康
状
態
に
か
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

地
震
災
害
と
そ
の
危
機
管
理
の
場
合
に
も
、
い
く
つ
か
の
段
階
が
あ
る
。
ま
ず
、
住
民
自
身
が
普
段
か
ら
建
物
の
耐
震
性
を
高
め
た
り

（
レ
ト
ロ
フ
ィ
ッ
ト
）
、

一
定
の
物
資
を
備
蓄
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
地
方
政
府
も
普
段
か
ら
防
災
啓
蒙
活
動
を
し
、
建
築
物
の

耐
震
性
を
高
め
る
た
め
の
指
導
援
助
を
し
、
活
断
層
を
避
け
て
建
物
を
建
て
る
よ
う
助
言
す
る
。
避
難
所
・
防
火
施
設
を
整
備
し
、
都
市

の
防
災
化
を
は
か
り
、
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
の
た
め
に
物
資
を
備
蓄
し
て
お
く
、
な
ど
。

あ
る
地
域
で
大
地
震
が
発
生
す
る
だ
ろ
う
と
高
い
確
度
で
予
測
さ
れ
る
場
合
は
、
行
政
当
局
は
警
報
を
発
し
、
住
民
を
誘
導
し
て
避
難

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
適
当
な
避
難
所
が
あ
れ
ば
、
避
難
は
犠
牲
者
を
減
ら
す
た
め
に
最
も
効
果
的
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
予

知
・
警
報
・
誘
導
・
避
難
の
シ
ス
テ
ム
を
実
用
化
す
る
こ
と
は
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。

も
し
、
図
1
の
時
刻
t
で
激
震
が
発
生
し
た
と
き
、
震
源
地
を
中
心
に
地
盤
破
壊
が
拡
が
り
、
建
物
や
道
路
・
橋
梁
・
上
下
水
道
な
ど

処
置
と
似
て
い
る
。
そ
こ
で
、
後
者
と
の
類
比
を
試
み
て
み
る
。

(
1
)
 

な
る
か
ら
で
あ
る
。

（七
0
九）



図 l 危機と危機管理の諸段階
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さ
れ
、
倒
壊
等
に
よ
っ
て
死
傷
者
が
出
る
。
火
災
も
発
生
す
る
だ

ろ
う
。
社
会
は
時
刻

t
ま
で
に
急
激
に
平
常
状
態
か
ら
非
常
事
態

こ
の
カ
オ
ス
状
態
で
、
政
府
等
の
諸
組
織
は
、
即
応
的
に
救
急

い
現
状
で
は
、
危
機
管
理
は
、
多
く
の
場
合
、
事
態
が
こ
の
状
態

に
達
し
た
時
刻
t
か
ら
始
ま
る
。
つ
ま
り
一
挙
に
建
物
が
倒
壊
し
、

犠
牲
者
の
救
急
処
置
、
消
火
活
動
な
ど
の
適
切
さ
や
速
さ
に
応
じ

て
、
社
会
は
こ
の
レ
ベ
ル

1
の
状
態
か
ら
脱
し
て
、
時
刻
t
に
レ

（
社
会
生
活
基
盤
施
設
）
が
破
壊

ニ
四



表 1 震災の因果連鎖と危機管理

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

時点 t。 t 1-t 3 t 3-t 5 t 5-t 7 t 7-

---------------響 一----------------------------------・—-------------------------------疇----・ー・・・----------------

平常一異常 異常レベル1 異常レベル2 異常レペル3携平常・平常状態

地震学的現象地震津波・余震 余震 余震
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------
建築学的現象 建造物破壊・火災応急措置・復旧 復興・建設 防災推進

--------------------------------—幽 ---・・ー・---------------・-----------------------------------------------------
社会学的現象 死傷・行方不明混乱・後始末 生活再建 人心安定
-----------------------------------------------------------------------------------------------ー・・・------------
危機管理活動 救助・罹災者対策 復 旧 復興 システム改善

ワ
ー
が
動
員
さ
れ
る
。

二
五

ま
た
レ
ベ
ル

2
は
、
主
震
が
過
ぎ
去
り
火
災
は
鎮
火
し
た
状
態
で
あ
る
が
、
余
震
も
続
き
、
安
心

で
き
る
状
態
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
多
数
の
人
々
が
家
を
失
っ
た
状
態
に
放
り
出
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
中
央
・
地
方
の
政
府
は
、
か
れ
ら
に
食
糧
・
飲
料
水
な
ど
を
補
給
し
、
避
難
所
を
提
供
し
、

仮
設
住
宅
を
建
設
し
て
、
か
れ
ら
を
収
容
す
る
。
ま
た
、
破
壊
さ
れ
た
家
を
自
力
で
修
築
し
よ
う
と

し
て
い
る
人
々
を
援
助
す
る
な
ど
の
措
置
を
と
る
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
復
旧
す
る
。
こ
れ
が
時
刻
t

か
ら
t
に
い
た
る
復
旧
段
階
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
復
旧
の
た
め
の
大
量
の
資
材
・
マ
ン
パ

復
旧
再
建
が
進
め
ば
、
や
が
て
時
刻
t
に
レ
ベ
ル

3
に
移
る
。
本
格
的
復
興
を
め
ざ
す
活
気
も
生

ま
れ
て
、
準
平
常
状
態
を
経
て
、
時
刻
t
に
、
生
活
力
を
完
全
に
取
り
戻
し
た
平
常
状
態
に
復
帰
す

る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
復
興
過
程
で
あ
る
。
復
旧
・
復
興
段
階
で
は
、
巨
額
の
資
金
が
必
要
と
な

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
政
府
の
危
機
管
理
活
動
と
し
て
は
、
と
く
に
金
融
•
財
政
措
置
が
重
要
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
危
機
管
理
活
動
を
、
予
防
段
階
、
即
応
救
急
段
階
、
復
旧
段
階
、
そ
し
て
復
興
段

階
と
い
う
四
段
階
の
活
動
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
が
特
徴
的
な

性
質
を
も
っ
て
お
り
、
政
府
の
実
施
す
る
公
的
危
機
管
理
活
動
も
、
段
階
に
よ
っ
て
内
容
を
変
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
政
府
の
危

機
管
理
活
動
に
つ
い
て
の
評
価
も
、
初
動
段
階
だ
け
で
な
く
復
旧
・
復
興
段
階
を
含
め
て
、
全
体
と

し
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
七
―
-
）



か
っ
た
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

3
.
2

初
動
段
階
に
お
け
る
情
報
空
白
の
問
題

表
1
は
、
地
震
に
よ
っ
て
生
ず
る
震
災
現
象
の
因
果
連
鎖
と
危
機
管
理
活
動
と
の
関
係
を
図
式
化
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
問
題
は
こ
の
表
1
の
「
建
築
学
的
現
象
」
の
な
か
に
含
め
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

（七――-）

地
震
危
機
管
理
の
主
体
は
国
だ
け
で
は
な
い
。
都
道
府
県
、
市
町
村
、
自
治
会
、
政
党
、
企
業
、
赤
十
字
、
大
学
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

外
国
の
政
府
そ
の
他
の
団
体
な
ど
、
そ
し
て
、
誰
よ
り
も
先
に
市
民
自
身
が
危
機
管
理
活
動
に
従
事
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
諸
主
体

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
が
交
錯
す
る
の
が
危
機
管
理
の
実
態
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は
、
そ
の
交
錯
の
な
か
で
、
現
在
の
日
本
の
危
機
管
理
体
制

に
お
い
て
枢
要
な
位
置
を
し
め
る
国
レ
ベ
ル
の
危
機
管
理
活
動
、
そ
れ
も
、
と
く
に
首
相
の
そ
れ
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
わ
け
で
あ
る
。

さ
て
、
イ
ン
タ
ピ
ュ
ー
・
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
村
山
首
相
は
、
九
五
年
一
月
一
七
日
の
朝
、
公
邸
寝
室
で
五
時
半
ご
ろ
目
覚
め
、
六
時

(
1
)
 

か
ら
の

N
H
K
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
地
震
の
発
生
を
知
っ
た
。

当
時
の
新
聞
記
事
に
よ
る
と
、
気
象
庁
は
オ
ン
ラ
イ
ン
回
線
で

N
H
K
な
ど
に
地
震
発
生
を
知
ら
せ
た
の
ち
、

六
分
に
、
各
地
の
震
度
を
、
国
土
庁
な
ど
に
連
絡
し
た
。
し
か
し
、

N
T
T
回
線
故
障
な
ど
の
た
め
、
神
戸
・
洲
本
の
震
度
情
報
は
入
手

で
き
な
い
ま
ま
、
「
最
大
震
度
は
京
都
、
彦
根
の
震
度
5
」
と
通
報
し
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。
神
戸
・
淡
路
の
震
度
情
報
が
速
報
で
き
な

前
首
相
が
語
っ
た
よ
う
に
、
当
時
、
国
土
庁
に
は
宿
直
制
度
が
な
く
（
首
相
官
邸
も
同
様
で
あ
っ
た
）
、
警
備
会
社
の
派
遣
職
員
が
一

斉
呼
出
装
置
を
使
っ
て
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
と
電
話
で
担
当
職
員
全
員
に
連
絡
し
た
。
こ
の
連
絡
を
受
け
た
首
席
参
事
官
、
国
土
庁
長
官
秘
書

官
は
、
そ
れ
ぞ
れ
首
相
と
長
官
に
伝
え
た
と
い
う
。
時
刻
は
わ
か
ら
な
い
。
連
絡
は
多
分
電
話
に
よ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
私
の
イ

関
法
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四
七
巻
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五
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二
六

フ
ァ
ッ
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ス
で
、
六
時



二
七

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
首
席
参
事
官
の
首
相
へ
の
連
絡
の
こ
と
は
出
て
こ
な
か
っ
た
。
テ
レ
ビ
で
地
震
発
生
を
知
っ
た
記
憶
と
重
な
っ
て
、
村

「
最
大
震
度
が
京
都
の
震
度
5
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
首
相
は
、
京
都
が
地
震
の
中
心
地
だ
と
思
い
、
京
都
の
知
人
の
こ
と

を
心
配
し
て
安
否
確
認
の
電
話
を
し
た
が
、
返
事
を
聞
い
て
一
安
心
し
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
気
に
か
か
る
ま
ま
に
、
首
相
は
、
六

時――

1
0分
ご
ろ
園
田
原
三
政
務
担
当
秘
書
官
に
電
話
し
て
地
震
情
報
収
集
を
命
じ
、
秘
書
官
か
ら
の
報
告
を
七
時
に
公
邸
で
、
お
そ
ら
く

電
話
で
受
け
と
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
園
田
秘
書
官
の
報
告
は
、
八
時
ご
ろ
か
ら
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
各
社
が
ヘ
リ
を
飛
ぱ
せ
て
の
現
地
報

道
に
先
立
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
確
認
し
な
か
っ
た
が
、
報
告
ま
で
の
時
間
が
三
0
分
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
み
て
、
詳
細
調
査
の
ゆ
と
り
は
な
く
、
国
土
庁
情
報
を
基
本
と
す
る
大
ま
か
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
月
二

0
日
の
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
、
二
階
俊
博
議
員
の
質
問
に
答
え
て
次
の
よ
う

「
午
前
七
時
三
0
分
ご
ろ
に
は
第
一
回
目
の
報
告
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
甚
大
な
被
害
に
大
き
く
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
承
り
ま
し
た
。
こ
の
報
告
を
受
け
ま
し
て
、
何
よ
り
も
人
命
救
助
を
最
優
先
に
取
り
組
ん
で
く
れ
、
同
時
に
、
火
災
も
起
こ
っ

て
お
り
ま
す
か
ら
、
消
火
に
全
力
を
尽
く
せ
と
い
う
こ
と
も
指
示
い
た
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
」
（
衆
議
院
会
議
録
）
。

こ
の
「
第
一
回
目
の
報
告
」
と
い
う
の
は
、
園
田
秘
書
官
の
報
告
で
は
な
く
、
「
甚
大
な
被
害
に
大
き
く
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る
」

と
い
う
表
現
か
ら
見
て
、
お
そ
ら
く
私
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
出
て
き
た
金
重
秘
書
官
か
ら
の
報
告
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
で
は
、
首
相
の
行
動
に
は
、
と
く
に
手
落
ち
は
な
い
と
言
え
よ
う
。

阪
神
・
淡
路
大
簾
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
答
え
て
い
る
。

こ
の
あ
た
り
の
こ
と
に
つ
い
て
、
首
相
は
、

山
前
首
相
の
印
象
に
あ
ま
り
残
ら
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（七―――-）



（
七
一
四
）

た
だ
、
気
に
か
か
る
の
は
、
朝
六
時
す
ぎ
に
ニ
ュ
ー
ス
番
組
を
見
た
あ
と
、
八
時
二
六
分
に
官
邸
に
出
る
ま
で
の
二
時
間
あ
ま
り
、
首

席
参
事
官
、
金
重
事
務
担
当
秘
書
官
、
園
田
政
務
担
当
秘
書
官
の
電
話
連
絡
以
外
、
誰
か
ら
も
首
相
へ
の
連
絡
が
な
か
っ
た
こ
と
、
社
会

党
関
係
の
側
近
も
誰
一
人
と
し
て
公
邸
を
訪
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
首
相
は
孤
立
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

首
相
公
邸
で
の
生
活
が
き
わ
め
て
特
異
な
、
孤
立
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
羽
田
元
首
相
夫
人
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
公
邸
に
は
お
手
伝
い
さ
ん
や
コ
ッ
ク
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
公
邸
付
き
の
ス
タ
ッ
フ
は
一
人
も
お
り
ま
せ
ん
。
…
…
官
邸
に
は
一
〇

[
内
政
審
議
室
だ
け
で
約
五

0
人
]
‘
公
邸
に
は
一
人
も
お
ら
ず
、
特
に
夜
は
家
族
だ
け
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
…
…
公
邸
・
官
邸
合
わ
せ
ま
し
て
も
、
夜
は
敷
地
内
に
首
相
一
家
と

S
P
さ
ん
と
し
か
お
り
ま
せ
ん
。

S
P

さ
ん
は
あ
く
ま
で
首
相
の
身
の
安
全
を
守
る
た
め
に
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ
以
外
は
関
知
で
き
な
い
の
で
す
。
こ
れ
で
は
も
し

緊
急
事
態
が
お
き
た
と
し
ま
し
て
も
、
対
応
が
お
く
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
後
、
起
こ
っ
た
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
と
き
、
官
邸
に
夜
勤
の
方
が
誰
一
人
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
指
揮
命
令
が
大
幅
に
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ

れ
だ
け
の
被
害
が
出
た
災
害
に
つ
い
て
、
首
相
が
「
テ
レ
ピ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
初
め
て
知
っ
た
』
な
ど
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と

思
い
ま
す
。
…
…
首
相
公
邸
に
つ
い
て
は
『
住
む
場
所
は
与
え
る
け
れ
ど
、
後
は
勝
手
に
し
て
く
だ
さ
い
』
と
い
わ
ん
ば
か
り
の
こ

(
3
)
 

の
有
り
様
は
あ
ま
り
に
無
茶
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」
。

そ
れ
に
し
て
も
、
八
時
す
ぎ
ま
で
公
邸
に
「
誰
も
来
な
か
っ
た
」
し
、
上
記
の
連
絡
以
外
に
誰
か
ら
の
連
絡
も
な
か
っ
た
と
い
う
の
は

意
外
で
不
思
議
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
発
生
に
よ
っ
て
、
首
相
の
ま
わ
り
で
は
猛
烈
な
出
来
事
の
渦
が
起
っ
て
い
る

と
い
う
の
に
、
国
土
庁
長
官
か
ら
も
、
防
衛
庁
長
官
か
ら
も
、
自
治
大
臣
か
ら
も
、
官
房
長
官
か
ら
も
、
官
房
副
長
官
か
ら
も
、
首
相
補

0
人
近
く
も
ス
タ
ッ
フ
が
い
ま
す
が

関
法
第
四
七
巻
第
五
号
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

こ
の
報
道
が
事
実
だ
と
す
れ
ば
、
国
土
庁
防
災
企
画
課
の
行
動
は
、
か
な
り
問
題
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
課
レ
ベ
ル
の
判
断

で
国
の
危
機
管
理
活
動
の
開
始
時
期
に
つ
い
て
の
実
質
的
な
決
定
が
行
な
わ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
国
と
し
て
の
組
織
的
危
機
管
理
行
動
が

遅
ら
せ
ら
れ
、
ひ
い
て
は
犠
牲
者
を
増
や
す
結
果
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

0
時
か
ら
の
定
例
閣
議
で
提
案
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
。

受
け
取
っ
て
い
る
。

二
九

佐
か
ら
も
連
絡
が
無
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
首
相
公
邸
は
あ
た
か
も
台
風
の
目
の
よ
う
な
情
報
空
白
地
帯
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

記
録
に
よ
る
と
、
陸
自
中
部
方
面
総
監
部
（
在
伊
丹
市
）
は
、
六
時
三

0
分
、
災
害
派
遣
出
動
準
備
（
第
三
種
非
常
勤
務
態
勢
）
を
発

令
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
六
時
三

0
分
に
、
警
察
庁
は
、
警
備
課
長
を
長
と
す
る
地
震
災
害
警
備
対
策
室
を
設
置
し
た
。
六
時
四
五
分

に
、
兵
庫
県
警
は
、
他
府
県
警
に
機
動
隊
派
遣
を
要
請
し
た
。
七
時
ご
ろ
、
野
中
自
治
相
•
国
家
公
安
委
員
長
は
、
警
察
庁
か
ら
報
告
を

し
か
し
、
前
首
相
の
証
言
か
ら
す
る
と
、
自
衛
隊
や
警
察
の
こ
う
し
た
動
き
に
つ
い
て
の
両
閣
僚
か
ら
首
相
へ
の
連
絡
は
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
小
沢
国
土
庁
長
官
か
ら
の
連
絡
も
な
か
っ
た
（
非
常
災
害
対
策
本
部
の
本
部
長
に
は
国
土
庁
長
官
が
就
任
す
る
の
が

通
例
。
設
置
は
「
内
閣
総
理
大
臣
が
閣
議
に
か
け
て
決
定
す
る
」
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
災
害
対
策
基
本
法
、
第
二
四
条
第
一
項
、
第
二

項
、
第
三
項
）
。
官
僚
制
構
造
に
お
け
る
、
要
素
領
域
的
・
単
線
的
内
部
連
絡
手
続
は
守
ら
れ
て
い
た
が
、
関
係
閣
僚
は
、
内
部
情
報
を

す
ぐ
首
相
に
伝
達
せ
ず
、
閣
議
に
お
い
て
報
告
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
。

と
こ
ろ
で
、
『
東
京
読
売
』
九
五
年
一
月
二
二
日
朝
刊
に
よ
る
と
、

一
月
一
七
日
六
時
二
三
分
、
気
象
庁
か
ら
国
土
庁
に
「
神
戸
で
震

度
6
」
と
フ
ァ
ッ
ク
ス
連
絡
が
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
、
国
土
庁
防
災
企
画
課
は
、
「
非
常
災
害
対
策
本
部
の
設
置
を
閣
議
に
は
か
る
こ

と
」
を
決
め
た
が
、
「
す
で
に
各
官
庁
が
対
策
に
乗
り
出
し
て
お
り
、
急
い
で
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
」
と
い
う
判
断
を
し
て
、

（
七
一
五
）



3
.
3

初
動
段
階
の
組
織
過
程
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
ル
ー
チ
ン
行
動

程
度
変
わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

閣
議
」
説
に
そ
っ
た
連
絡
の
仕
方
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
多
く
の
疑
問
が
浮
か
ぶ
が
、
と
く
に
問
題
な
の
は
、
国
土
庁
長
官
へ
の
連
絡
は
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
行
な
わ

れ
た
の
か
、
そ
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
で
あ
る
。
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
長
官
へ
の
地
震
に
つ
い
て
の
連
絡
は
七
時
に

な
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
「
震
度
6
」
の
こ
と
を
防
災
課
が
知
っ
て
か
ら
す
で
に
三

0
分
経
っ
て
い
る
。
小
沢
長
官
は
閣
議
の
あ
る
日

は
国
立
市
の
自
宅
を
七
時
に
出
発
す
る
慣
例
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
連
絡
し
た
フ
シ
が
あ
る
。
防
災
企
画
課
の
「
定
例

か
り
に
、
六
時
半
に
国
土
庁
長
官
が
報
告
を
受
け
て
お
り
、
す
ぐ
首
相
に
、
「
震
度
6
は
容
易
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
り
、
閣
議
で
早
急
に

非
常
災
害
対
策
本
部
の
設
置
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
い
っ
た
連
絡
を
入
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
村
山
首
相
の
行
動
は
、
あ
る

し
か
し
、
「
誰
も
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
」
し
、
「
誰
か
ら
の
連
絡
も
な
か
っ
た
」
に
せ
よ
、
テ
レ
ビ
各
社
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
の
震
災

報
道
は
八
時
ご
ろ
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
た
。
風
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
が
、
火
災
が
ど
ん
ど
ん
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

提
起
し
た
―
つ
の
問
題
は
、
現
代
化
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
消
防
シ
ス
テ
ム
が
う
ま
く
機
能
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
）
。
イ
ン
タ
ピ
ュ
ー

で
は
確
認
し
な
か
っ
た
が
、
首
相
が
、
大
震
災
の
光
景
を
、
公
邸
の
テ
レ
ビ
で
見
て
い
た
可
能
性
は
高
い
と
私
は
考
え
て
い
る
。
他
の
閣

僚
に
し
て
も
同
様
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
証
言
に
よ
れ
ば
、
首
相
の
と
こ
ろ
に
、
誰
か
ら
も
連
絡
が
な
い
ま
ま
、
村
山
首
相
は

八
時
二
六
分
に
官
邸
に
出
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
大
地
震
が
起
こ
っ
て
か
ら
す
で
に
二
時
間
四
0
分
が
経
過
し
て
い
た
。

首
相
が
官
邸
に
出
た
の
は
八
時
二
六
分
で
あ
る
が
、
官
邸
に
は
す
で
に
内
政
審
議
室
等
の
ス
タ
ッ
フ
も
ほ
ぼ
揃
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

関
法
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四
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

話
会
談
。

時
三
三
分
、
報
道
各
社
の
論
説
委
員
と
懇
談
。

ご
一
時
三
三
分
か
ら
は
震
災
対
策
に
関
す
る
三
党
首
会
談
。

一
七
時
、
金
泳
三
韓
国
大
統
領
と
電
話
会
談
。

こ
の
よ
う
な
一
七
・
一
八
日
の
村
山
首
相
の
行
動
、
と
く
に
一
七
日
の
行
動
に
は
、
首
相
の
日
程
、
行
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
あ
ら

か
じ
め
決
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
固
執
す
る
態
度
が
は
っ
き
り
と
現
わ
れ
て
い
た
。
当
時
す
で
に
、
こ
の
こ
と
は
新
聞
記
者
な
ど
に
よ
っ
て

「
非
常
事
態
の
は
ず
な
の
に
不
思
議
だ
」
と
さ
さ
や
か
れ
て
お
り
、
国
会
で
の
質
問
で
も
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
首
相
は
、

「
地
震
へ
の
対
応
の
合
間
を
縫
い
、
月
例
経
済
報
告
関
係
閣
僚
会
議
、
二
十
一
世
紀
地
球
環
境
懇
談
会
に
出
席
す
る
な
ど
、
国
政
上
必
要

な
日
程
を
こ
な
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
答
え
る
に
と
ど
ま
っ
た
（
衆
議
院
本
会
議
、

議
。
以
上
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
。

官
・
野
中
自
治
相
・
玉
沢
防
衛
庁
長
官
か
ら
視
察
報
告
を
聞
い
た
。

一
月
二
三
日
）
。

（
七
一
七
）

一
八
時
三
一
分
か
ら
は
官
邸
で
兵
庫
県
南
部
地
震
対
策
関
係
閣
僚
会

一
七
時
―
二
分
か
ら
、
小
沢
国
土
庁
長

―
一
時
五
三
分
に
、
「
世
界
青
年
の
船
」
乗
船
者
と
会
い
、

一
四

翌
日
の
一
八
日
は
、
朝
八
時
か
ら
財
界
人
と
の
会
合
。

党
首
脳
連
絡
会
議
が
開
か
れ
た
。
午
後
、
首
相
は
、

一
六
時
に
記
者
会
見
で
政
府
の
方
針
を
表
明
し
た
の
ち
、

一
七
時
す
ぎ
に
約
束
し
て

首
相
は
、
か
れ
ら
と
日
程
に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
だ
け
で
な
く
、
地
震
危
機
管
理
の
方
針
に
関
す
る
官
邸
ス
タ
ッ
フ
と
の
会
議
も

も
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

し
か
し
、
首
相
は
特
別
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
そ
う
と
し
な
い
ま
ま
、
五

0
分
後
、
九
時
二

0
分
に
定
例
経
済
報
告
関
係
閣
僚
会
議
に

臨
ん
だ
。
さ
ら
に
四
0
分
後
の
一

0
時
二
分
か
ら
は
定
例
閣
議
が
開
か
れ
た
。
こ
の
閣
議
で
、
非
常
災
害
対
策
本
部
を
国
土
庁
に
設
置
す

る
こ
と
、
兵
庫
県
南
部
地
震
関
係
閣
僚
会
議
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
危
機
管
理
の
体
制
を
整
え
た
。
そ
し
て
、
正
午
か
ら
政
府
与

い
た
学
者
・
評
論
家
と
一
五
分
ほ
ど
会
談
し
た
。
そ
し
て
一
九
時
―
―

1
0
分
す
ぎ
、
官
邸
執
務
室
か
ら
公
邸
に
引
き
揚
げ
た
の
で
あ
る
。

1
0時
前
か
ら
臨
時
閣
議
。
の
ち
―
一
時
四
0
分
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
と
電



し
て
い
る
よ
う
な
姿
を
見
せ
て
ほ
し
く
な
い
の
で
あ
る
。

私
も
、
か
ね
て
こ
の
首
相
の
「
予
定
へ
の
こ
だ
わ
り
」
に
疑
問
を
も
っ
て
お
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
、
日
程
の
問
題
に
か
な
り
時
間

を
さ
い
た
の
だ
が
、
私
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
さ
き
だ
っ
て
―
つ
の
仮
説
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
首
相
は
、
内
心
の
動
揺
を
抑
え
、
意

識
し
て
ク
ー
ル
で
冷
静
な
態
度
を
示
す
こ
と
に
努
め
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。
危
機
に
お
け
る
最
高
指
導
者
の
態
度
が
、

一
般
に
、
国
民
お
よ
び
世
界
の
人
々
の
注
目
を
あ
び
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
首
相
が
地
震
危
機
管
理
以
外
の
平
常
的
日
程
を
こ

な
し
て
い
る
姿
は
、
危
機
に
直
面
し
て
い
て
も
首
相
に
は
余
裕
と
平
静
さ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
国
民
な
い
し
世
界
に
知
ら
せ
る
サ
イ

ン
の
意
味
を
も
ち
う
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
国
を
代
表
す
る
首
相
に
は
危
機
に
直
面
し
て
周
章
狼
狽

（
七
一
八
）

村
山
前
首
相
は
、
私
の
質
問
に
対
し
て
、
「
首
相
に
は
す
る
べ
き
仕
事
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
地
震
の
こ
と
は
全
力
を
尽
く
し
て
考
え
、

関
係
各
部
署
に
指
示
し
て
お
い
た
の
で
、
そ
れ
は
そ
れ
で
任
せ
、
他
に
も
す
べ
き
こ
と
が
あ
れ
ぱ
き
ち
ん
と
果
た
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い

た
」
。
こ
の
た
め
「
予
定
を
守
る
こ
と
を
重
視
し
た
」
と
答
え
た
。

し
て
み
る
と
、
平
静
さ
を
よ
そ
お
う
た
め
と
い
う
よ
り
、
首
相
と
し
て
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
務
を
す
べ
て
こ
な
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
義
務
感
が
理
由
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
義
務
感
な
り
信
念
と
、
平
静
さ
の
ポ
ー
ズ
の
意
識
と
は
相
反
的
な
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
首
相
が
ど
こ
か
で
平

静
さ
の
ポ
ー
ズ
の
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
よ
い
。

キ
ュ
ー
バ
危
機
を
知
ら
さ
れ
た
と
き
、
ケ
ネ
デ
ィ
は
テ
キ
サ
ス
に
い
た
が
、
風
邪
を
ひ
い
た
と
称
し
て
旅
程
を
切
り
上
げ
て
ワ
シ
ン
ト

ン
に
帰
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
訪
れ
た
日
本
政
府
高
官
と
会
見
も
し
た
が
、
ケ
ネ
デ
ィ
は
危
機
の
こ
と
を
気
取

ら
れ
な
い
よ
う
に
平
然
と
日
常
性
の
ポ
ー
ズ
を
と
っ
た
。
こ
の
た
め
そ
の
日
本
政
府
高
官
は
、
そ
の
と
き
キ
ュ
ー
バ
で
大
変
な
危
機
が
生

関

法
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
対
す
る
批
判
で
よ
く
聞
か
れ
た
の
は
、
た
と
え
ば
、
防
衛
庁
長
官
を
さ
し
お
い
て
も
、
自
衛
隊

の
最
高
指
揮
官
と
し
て
の
権
限
を
行
使
で
き
た
は
ず
だ
と
い
う
よ
う
な
議
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
内
閣
法
第
六
条
は
「
内
閣
総
理
大
臣
は
、

せ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

官
の
現
地
派
遣
な
ど
が
定
例
閣
議
で
決
定
さ
れ
た
。

ケ
ネ
デ
ィ
の
場
合
は
平
常
性
の
ポ
ー
ズ
で
危
機
の
存
在
を
隠
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
村
山
首
相
の
場
合
は
そ
ん
な
必
要
は

な
か
っ
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
す
で
に
テ
レ
ビ
報
道
等
に
よ
っ
て
誰
の
眼
に
も
明
ら
か
な
「
い
ま
、
こ
こ
に
あ
る
」
危
機
で
あ
っ
た
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
平
然
と
、
予
定
の
日
程
に
乗
っ
て
、
人
々
と
会
っ
て
い
る
首
相
の
態
度
は
、
む
し
ろ
不
思
議
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
七
日
は
地
震
が
起
こ
っ
た
日
で
あ
る
。
当
然
、
前
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
平
常
的
日
程
が
入
っ
て
い
た
。
首
相
は
義
務
感
か
ら
そ
れ

を
こ
な
そ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
分
か
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
姿
が
、
初
動
の
危
機
管
理
に
全
力
を
投
入
し
て
い
る
と
い
う
サ
イ
ン
を
国
民

に
送
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
平
常
的
日
程
を
こ
な
そ
う
と
し
た
こ
と
は
、

常
的
予
定
が
多
か
っ
た
た
め
に
、
結
果
的
に
は
平
常
的
な
も
の
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
首
相
の
そ
う
し
た
、
優
先
順
位
に
つ
い

て
の
無
差
別
性
が
、
当
時
一
番
非
難
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
現
在
で
も
前
首
相
は
—
|
内
心
は
ど
う
か
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
だ

が
ー
、
そ
の
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

前
首
相
が
強
調
し
た
よ
う
に
、
た
し
か
に
一
七
日
一

0
時
す
ぎ
に
は
非
常
災
害
対
策
本
部
設
置
や
関
係
閣
僚
会
議
の
設
置
、
国
土
庁
長

し
か
し
、
そ
れ
に
先
立
つ
定
例
経
済
報
告
関
係
閣
僚
会
議
が
予
定
通
り
開
催
さ
れ
て
い
た
あ
い
だ
に
も
、
倒
壊
家
屋
の
下
で
人
々
は

次
々
と
圧
死
し
て
い
っ
た
し
、
火
災
は
ひ
ろ
が
る
一
方
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
被
害
軽
減
の
た
め
の
緊
急
措
置
を
と
る
こ
と
を
優
先
さ

(
4
)
 

じ
て
い
る
こ
と
を
察
知
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。

（
七
一
九
）

一
七
日
に
は
平



前
九
時
ご
ろ
に
で
も
臨
時
閣
議
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

非
常
災
害
対
策
本
部
の
設
置
に
し
て
も
、
そ
の
組
織
が
始
動
す
る
ま
で
に
か
な
り
の
時
間
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
で

き
る
だ
け
は
や
く
閣
議
を
開
く
べ
き
で
あ
っ
た
。
東
京
は
ま
さ
に
平
常
で
あ
り
、
し
よ
う
と
思
え
ば
、
閣
僚
に
臨
時
閣
議
開
催
の
連
絡
を

す
る
こ
と
は
容
易
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
首
相
は
そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
ら
な
か
っ
た
。
首
相
が
思
い
つ
か
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

官
房
長
官
や
官
房
副
長
官
は
、
な
ぜ
そ
れ
を
進
言
し
な
か
っ
た
の
か
。
官
邸
関
係
者
の
多
数
が
、
国
土
庁
災
害
企
画
課
と
同
様
に
、
「
ど

う
せ
一

0
時
か
ら
定
例
閣
議
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
し
、
は
や
く
開
い
て
も
大
し
た
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
」
と
考
え
て
い

た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
東
京
と
神
戸
は
あ
ま
り
に
も
遠
か
っ
た
、
と
い
う
よ
り
な
い
。
な
る
ほ
ど
テ
レ
ビ
は
被
災
地
の
悲
惨
な
現
実
を

伝
え
て
い
た
が
、
囲
み
込
ま
れ
た
隔
絶
し
た
世
界
の
出
来
事
の
よ
う
に
東
京
で
は
感
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど

湾
岸
戦
争
の
テ
レ
ピ
報
道
を
見
て
い
た
日
本
人
の
心
理
状
況
と
似
て
い
る
の
で
あ
る
。

村
山
内
閣
の
臨
機
応
変
性
の
な
さ
の
も
う
―
つ
の
証
拠
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
さ
い
し
て
政
府
の
方
針
を
説
明
す
る
記
者
会
見
が

一
七
日
の
午
後
四
時
に
な
っ
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
信
じ
ら
れ
な
い
ぐ
ら
い
遅
か
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

非
常
事
態
が
勃
発
し
た
と
き
、
こ
れ
に
対
す
る
政
府
の
見
解
や
立
場
を
で
き
る
だ
け
は
や
く
国
民
に
説
明
し
て
、
不
安
を
軽
減
す
る
こ

0
時
前
か
ら
臨
時
閣
議
を
開
い
て
お
り
、

し
か
し
、
そ
れ
な
ら
ば
、
な
ぜ
緊
急
に
臨
時
閣
議
を
招
集
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
か
。
こ
れ
が
問
題
で
あ
る
。

1
0
時
よ
り
前
の
八
時
に
財
界
人
と
の
会
合
を
も
っ
て
い
る
。
ど
う
し
て
前
日
の
一
七
日
の
午

き
な
い
。
首
相
権
限
は
、
実
際
に
は
、

一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
の
で
あ
る
。

閣
議
に
か
け
て
決
定
し
た
方
針
に
基
づ
い
て
、
行
政
各
部
を
指
揮
監
督
す
る
」
と
規
定
し
て
お
り
、
首
相
が
防
衛
庁
長
官
を
さ
し
お
い
て

行
動
す
る
こ
と
は
事
実
上
で
き
な
い
。
同
様
に
国
土
庁
長
官
を
さ
し
お
い
て
非
常
災
害
対
策
本
部
の
設
置
を
閣
議
に
提
案
す
る
こ
と
も
で

関
法
第
四
七
巻
第
五
号
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
は
、
危
機
管
理
に
お
け
る
き
わ
め
て
重
要
な
活
動
で
あ
る
。
し
か
し
、
首
相
お
よ
び
官
邸
ス
タ
ッ
フ
は
、
国
民
へ
の
説
明
と
い
う
、
こ

の
重
要
な
危
機
管
理
行
動
の
こ
と
を
、
当
日
午
後
四
時
ま
で
実
行
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

五

常
識
的
に
み
れ
ば
、
す
く
な
く
と
も
対
策
本
部
の
設
置
を
決
定
し
た
閣
議
1

そ
れ
も
定
例
閣
議
で
あ
っ
た
の
だ
が
ー
の
す
ぐ
あ
と

に
記
者
会
見
を
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
見
る
に
見
か
ね
た
二
、
三
の
閣
僚
の
進
言
が
あ
っ
て
、
よ
う
や
く
首
相
は
記
者
会
見
を

こ
う
し
た
初
動
期
に
お
け
る
、
機
動
性
の
な
さ
、
日
程
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ヘ
の
執
着
、
内
閣
と
い
う
組
織
の
標
準
作
業
手
続
、
す
な
わ

ち
「
ル
ー
チ
ン
」
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
行
動
に
お
け
る
優
先
順
位
の
無
差
別
性
が
、
村
山
首
相
お
よ
び
村
山
内
閣
の
イ
メ
ー
ジ
を

(
5
)
 

致
命
的
に
損
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。

「
ル
ー
チ
ン
」
に
は
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
内
閣
総
理
大
臣
の
行
動
に
関
す
る
先
例
も
含
ま
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
雲
仙
普
賢
岳
の

火
山
爆
発
災
害
、
奥
尻
島
沖
地
震
に
よ
る
地
震
・
津
波
災
害
な
ど
に
さ
い
し
て
、
歴
代
首
相
が
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
か
の
先
例
が
そ
れ

で
あ
る
。
自
然
災
害
危
機
管
理
に
関
し
て
は
、
対
策
は
首
相
み
ず
か
ら
で
な
く
国
土
庁
長
官
に
任
せ
ら
れ
る
と
い
う
慣
例
に
し
て
も
、
重

要
な
ル
ー
チ
ン
で
あ
っ
た
。

村
山
首
相
は
、
義
務
感
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
手
続
や
先
例
に
し
た
が
お
う
と
し
た
。
首
相
の
ル
ー
チ
ン
行
動
に
は
、
内
閣
の
も
と
に

あ
る
多
元
的
な
下
部
諸
組
織
に
具
体
的
な
政
策
と
そ
の
実
行
を
任
せ
る
と
い
う
こ
と
も
含
ま
れ
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
す
る
と
、
村
山
首
相
が
ル
ー
チ
ン
的
行
動
を
と
っ
た
前
提
に
は
、
内
閣
の
下
部
諸
組
織
に
よ
る
危
機
管
理
活
動
へ

の
信
頼
感
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
首
相
は
「
国
の
組
織
も
地
方
自
治
体
の
組
織
も
、
多
分
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
く
れ
て
い
る
だ
ろ
う
」

と
い
っ
た
期
待
を
も
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
手
続
・
手
順
や
先
例
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
期
待
の
構
造
も
、
ル
ー
チ
ン
を

設
定
し
た
と
い
わ
れ
る
。

（
七
ニ
―
)



前
首
相
は
、
首
相
当
時
の
行
動
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
、
ア
リ
ソ
ン
の
三
つ
の
モ
デ
ル
の
う
ち
政
府
内
政
治
モ
デ
ル
に
近
い
と
答
え
て
く

れ
た
が
、
形
式
的
に
は
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
ル
ー
チ
ン
に
よ
っ
て
強
く
規
定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
実
質
的
に
は
組

(5) 

織
過
程
モ
デ
ル
に
よ
り
近
い
と
思
わ
れ
る
。

詳
し
い
情
報
が
入
る
よ
う
に
な
っ
て
被
害
の
甚
大
さ
に
驚
愕
し
た
こ
と
、
二
つ
に
は
、
外
国
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
相
次
い
で
日
本
国
お

よ
び
日
本
政
府
の
面
子
が
国
際
的
に
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
た
こ
と
、
三
つ
に
は
、
既
存
諸
組
織
の
危
機
管
理
能
力
に
対
す

で
は
、
首
相
自
身
は
、
み
ず
か
ら
の
初
動
措
置
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

議
に
お
け
る
二
階
俊
博
議
員
の
質
問
に
対
し
て
、
首
相
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
七
二
二
）

一
月
二

0
日
の
衆
議
院
本
会

「
…
…
ま
た
、
災
害
対
策
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
ま
し
て
も
必
要
な
指
示
や
要
請
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ

し
か
し
、
今
か
ら
振
り
返
っ
て
考
え
て
み
ま
す
る
と
、
何
分
初
め
て
の
経
験
で
も
ご
ざ
い
ま
す
し
、
早
朝
の
出
来
事
で
も
ご
ざ
い

ま
す
か
ら
、
幾
多
の
混
乱
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
る
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
防
災
上
の
危
機
管
理
体
制
の
充
実
は

極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
お
り
ま
し
て
、
今
回
の
経
験
に
か
ん
が
み
な
が
ら
、
今
後
見
直
す
べ
き
点
は
見
直
す
こ

と
と
し
て
、
危
機
管
理
体
制
の
強
化
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
」
（
衆
議
院
会
議
録
）

で
ご
ざ
い
ま
す
。

る
首
相
の
信
頼
感
が
破
壊
さ
れ
失
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
首
相
の
ル
ー
チ
ン
的
行
動
パ
タ
ー
ン
は
、

構
成
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

関
法
第
四
七
巻
第
五
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一
月
一
八
日
の
午
後
以
降
、
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
。
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に
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現
地
か
ら
の



阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

で
も
そ
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
た
。

一七

一
四
日

こ
の
答
弁
は
、
首
相
が
み
ず
か
ら
の
行
動
を
含
め
て
政
府
の
危
機
管
理
活
動
に
混
乱
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
た
も
の
と
み
ら
れ
、
新
聞

し
か
し
、
そ
の
後
、
こ
の
首
相
見
解
が
問
題
と
さ
れ
、
二
月
一
四
日
に
山
崎
広
太
郎
議
員
が
真
意
を
た
だ
し
た
が
、
首
相
は
「
被
災
地

の
状
況
の
こ
と
を
さ
し
て
い
る
」
と
答
弁
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
二
月
一
七
日
、

の
首
相
答
弁
が
「
言
い
わ
け
に
す
ぎ
る
」
と
批
判
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
首
相
は
、

「
私
が
本
会
議
で
、
初
め
て
の
経
験
で
も
あ
り
早
朝
の
こ
と
で
若
干
の
混
乱
が
あ
っ
た
と
申
し
上
げ
た
の
は
、
被
災
地
の
そ
の
当
時

の
状
況
を
申
し
上
げ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
ご
指
摘
の
よ
う
な
趣
旨
の
異
な
る
答
弁
を
行
っ
た
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、

こ
の
際
、
誤
解
を
解
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
（
衆
議
院
会
議
録
）

と
答
え
た
の
で
あ
っ
た
。

二
階
議
員
が
衆
議
院
本
会
議
で
の
質
問
で
、

一
月
二

0
日
の
答
弁
は
、
前
の
文
脈
と
の
関
係
か
ら
言
え
ば
、
二
月
一
七
日
の
首
相
答
弁
の
よ
う
に
も
と
れ
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
素

直
に
見
れ
ば
、
危
機
管
理
活
動
に
混
乱
が
あ
っ
た
こ
と
を
反
省
し
て
い
る
、
と
と
れ
る
。
ま
た
実
際
に
政
府
諸
機
関
の
行
動
は
混
乱
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
月
一
七
日
の
首
相
の
説
明
答
弁
は
、
か
な
り
強
引
で
あ
っ
た
と
い
う
感
じ
が
す
る
。
二
階
議
員
は
野

党
の
新
進
党
を
代
表
し
て
首
相
の
進
退
問
題
に
も
言
及
し
て
い
た
。
首
相
が
こ
の
よ
う
な
強
引
な
答
弁
を
し
た
の
は
、
政
府
諸
機
関
を
か

ば
う
だ
け
で
な
く
自
己
防
衛
の
た
め
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、

ル
ー
チ
ン
に
し
た
が
っ
て
整
然
と
や
っ
て
き
た
つ
も
り
の
首
相

に
し
て
み
れ
ば
、
他
は
知
ら
ず
、
首
相
自
身
に
は
全
く
混
乱
な
ど
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
問
題
は
む
し

ろ
首
相
の
行
動
に
主
観
的
な
混
乱
が
な
さ
す
ぎ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（七ニ――-）
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対
外
的
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

（
七
二
四
）

首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
こ
と
を
考
え
よ
う
と
す
る
と
き
、
案
外
忘
れ
ら
れ
が
ち
な
の
は
対
外
関
係
の
処
理
に
お
け
る

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
大
震
災
に
お
け
る
首
相
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
対
外
関
係
行
動
に
つ
い
て
手
短
か
に
検
討
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
、
九
五
年
一
月
一
七
日
の
午
前
、
イ
ギ
リ
ス
の
民
間
団
体
「
国
際
救
助
隊

(
I
R
C
)
」
が
外
務
省
に
対
し
て
救
助
隊
員
の
派
遣

を
打
診
し
て
き
た
。
日
本
政
府
は
こ
れ
を
い
っ
た
ん
謝
絶
し
た
が
、
の
ち
ニ
―
日
に
、
あ
ら
た
め
て
派
遣
を
要
請
し
た
。

一
月
一
七
日
一
三
時
一
五
分
、
モ
ン
デ
ー
ル
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
が
、
河
野
洋
平
外
相
に
震
災
救
援
に
つ
い
て
電
話
で
非
公
式
に
打
診

し
て
き
た
。

一
月
一
七
日
一
四
時
三

0
分
、
在
日
ス
イ
ス
大
使
館
が
、
外
務
省
に
対
し
て
捜
索
犬
を
使
用
す
る
救
助
隊
の
派
遣
に
つ
い
て
打
診
し
て

き
た
。
外
務
省
は
国
土
庁
に
連
絡
し
た
が
、
国
土
庁
は
「
い
ま
は
海
外
か
ら
の
支
援
を
受
け
入
れ
る
態
勢
に
な
っ
て
い
な
い
」
と
回
答
し

一
月
一
七
日
一
六
時
三

0
分
、
シ
ャ
リ
カ
シ
ュ
ピ
リ
・
ア
メ
リ
カ
統
合
参
謀
本
部
議
長
と
モ
ン
デ
ー
ル
大
使
が
、
村
山
首
相
を
訪
問
し
、

会
談
し
た
。

一
月
一
七
日
一
七
時
、

フ
ラ
ン
ス
内
務
省
の
災
害
救
助
隊
が
、
日
本
へ
の
出
発
準
備
を
完
了
し
た
と
い
う
連
絡
が
あ
っ
た
が
、
日
本
政

府
か
ら
の
派
遣
要
請
が
あ
っ
た
の
は
二

0
日
。
到
着
は
ニ
―
日
に
な
っ
た
。

一
月
一
八
日
一

0
時
一
五
分
、
在
日
米
軍
が
、
食
糧
・
毛
布
の
贈
与
、
医
療
支
援
、
輸
送
手
段
の
提
供
な
ど
を
提
案
し
、
ま
た
、
と
く

に
ベ
ッ
ド
一

0
0
0
を
も
つ
空
母
の
派
遣
を
も
打
診
し
て
き
た
が
、
日
本
政
府
は
即
答
を
避
け
、
検
討
す
る
と
答
え
る
に
と
ど
め
た
。

一
月
一
八
日
―
一
時
四
0
分
、
村
山
首
相
は
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
と
電
話
で
会
談
し
た
。
大
統
領
は
支
援
を
申
し
出
た
が
、
村
山
首
相

3
.
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

用
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
の
申
し
出
で
あ
っ
た
。

外
国
か
ら
の
援
助
の
申
し
出
の
窓
口
は
、
当
然
、
河
野
外
相
が
率
い
る
外
務
省
が
つ
と
め
た
が
、
外
国
の
災
害
救
助
隊
の
受
け
入
れ
が

遅
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
国
民
の
不
評
を
買
っ
た
。
関
係
官
庁
も
、
で
き
る
だ
け
日
本
の
自
力
で
や
り
た
い
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
は
当
然
で
あ
る
が
、
救
助
の
方
法
や
手
段
に
つ
い
て
、
外
国
に
劣
ら
な
い
シ
ス
テ
ム
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
も
な
か
っ
た
の
は

残
念
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
政
府
と
し
て
、
と
く
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
扱
い
を
要
し
た
の
は
、
災
害
救
助
に
在
日
米
軍
の
輸
送
力
や
第
七
艦
隊
の
空
母
を
利

こ
れ
に
つ
い
て
は
国
民
は
あ
ま
り
問
題
に
し
な
か
っ
た
が
、
評
論
家
の
長
谷
川
慶
太
郎
氏
は
、
空
母
の
利
用
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
災
害

救
助
に
い
か
に
有
効
で
あ
る
か
を
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
末
期
の
「
サ
イ
ゴ
ン
脱
出
」
の
こ
と
を
例
と
し
て
あ
げ
、
村
山
内
閣
が
ア
メ
リ
カ
の
提

(
7
)
 

案
を
拒
否
し
た
こ
と
を
非
難
し
て
い
る
。

し
か
し
、

ア
メ
リ
カ
の
空
母
は
、
日
米
の
権
力
関
係
に
お
い
て
大
き
な
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
た
と
え
ば

J

と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
確
度
は
高
い
と
思
う
。

は
「
必
要
が
あ
れ
ば
お
願
い
し
た
い
」
と
答
え
た
。
の
ち
政
府
は
一
九
日
朝
ま
で
に
、
毛
布
三
万
七

0
0
0枚
を
横
田
基
地
か
ら
輸
送
す

る
こ
と
を
ア
メ
リ
カ
に
要
請
し
た
が
、
人
的
支
援
は
要
請
し
な
い
こ
と
に
決
定
し
た
。

＿九

以
上
の
よ
う
な
経
過
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
外
国
の
政
府
・
諸
団
体
は
、
非
常
に
早
く
兵
庫
・
神
戸
の
惨
状
を
正
確
に
つ
か
ん
で
い

た
。
神
戸
は
多
数
の
外
国
人
が
居
留
し
、
領
事
館
も
あ
っ
て
、
地
震
災
害
情
報
の
発
信
・
受
信
が
活
発
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
大
使

館
・
領
事
館
に
地
震
計
を
設
置
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
私
が
九
六
年
九
月
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
役
所
の
緊
急
事
態

作
戦
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
た
と
き
、
日
本
の
地
震
情
報
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
表
示
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の

（
七
二
五
）
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空
母
ミ
ッ
ド
ウ
エ
イ
の
佐
世
保
寄
港
が
し
ば
し
ば
問
題
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
よ
う
。
ミ
ッ
ド
ウ
エ
イ
海
戦
の
こ
と
を
知

ら
な
い
世
代
に
は
分
か
り
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
は
空
母
ミ
ッ
ド
ウ
エ
イ
を
戦
勝
の
象
徴
的
な
意
味
を
も
つ
も
の
と
し
て

極
東
で
運
用
し
て
き
た
。
最
近
で
は
「
ミ
ッ
ド
ウ
エ
イ
」
に
「
ニ
ミ
ッ
ツ
」
が
代
わ
っ
た
が
ー
~
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
は
、
ド
ー
リ
ッ
ト
ル

の
東
京
初
空
襲
の
記
念
日
に
、
空
母
を
使
っ
て
対
日
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
こ
と
も
あ
る
。

も
し
国
際
貿
易
港
で
あ
る
神
戸
港
に
、
救
難
の
た
め
と
は
い
え
、
ア
メ
リ
カ
の
空
母
が
停
泊
す
る
こ
と
を
認
め
た
と
す
れ
ば
、
長
谷
川

氏
の
あ
げ
た
前
例
か
ら
み
て
も
、
神
戸
お
よ
び
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
質
を
結
果
す
る
可
能
性
は
高
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

応
援
の
申
し
出
に
は
感
謝
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の

空
母
出
動
支
援
を
謝
絶
し
た
村
山
首
相
と
河
野
外
相
の
判
断
は
適
切
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
日
本
側
は
現
に
「
サ
ウ
ン
ズ
・
オ
プ
・
セ

ト
」
、
「
フ
ェ
リ
ー
す
ず
ら
ん
」
な
ど
の
日
本
客
船
を
被
災
者
の
宿
泊
施
設
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う
措
置
を
と
り
え
た
の
で
あ
っ
た
。

緊
急
的
組
織
改
革
の
た
め
の
政
府
内
政
治
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

次
に
、
首
相
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
変
化
に
強
い
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
と
み
ら
れ
る
一
九
日
の
現
地
視
察
の
こ
と
で
あ
る
が
、
首
相
は

現
地
視
察
に
さ
き
だ
っ
て
、
現
地
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
を
ど
の
程
度
と
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

資
料
に
よ
る
と
、
神
戸
市
長
が
、
首
相
を
補
佐
す
る
五
十
嵐
官
房
長
官
と
電
話
で
話
し
た
の
は
、

一
七
日
の
午
後
七
時
ご
ろ
で
あ
っ
た

と
さ
れ
る
。
そ
れ
も
、
神
戸
市
災
害
対
策
本
部
を
訪
れ
た
高
見
潤
一
衆
議
院
議
員
が
提
案
し
て
、
か
れ
の
携
帯
電
話
機
を
使
っ
て
神
戸
市

(
8
)
 

長
が
五
十
嵐
官
房
長
官
に
電
話
を
通
し
て
話
し
か
け
た
の
で
あ
っ
た
。
官
邸
か
ら
神
戸
市
長
に
電
話
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
地
震
発

生
か
ら
一
三
時
間
が
経
過
し
て
い
た
。
神
戸
市
か
ら
官
邸
へ
の
直
通
回
路
が
な
か
っ
た
し
、
官
邸
か
ら
現
地
へ
の
直
通
回
路
も
な
か
っ
た

関

法

第

四

七

巻

第

五
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

首
相
は
、

―
一
時
五

0
分
に
政
府
専
用
ヘ
リ
で
被
災
地
を
上
空
か
ら
視
察
し
た
の
ち
、

は
二
‘
-
―

1
0
分
間
で
あ
っ
た
。

首
相
は
、

四

―
二
時
五
九
分
に
神
戸
市
・
王
子
陸
上
競
技
場

一
般
回
線
を
通
し
て
で
あ
れ
ば
直
接
連
絡
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
が
、
す
べ
て

、
、
、
、

「
担
当
部
局
」
、
「
主
務
官
庁
」
を
通
し
て
し
か
官
邸
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
ら
な
い
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

多
く
の
人
々
が
、
日
本
の
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
は
欠
陥
が
多
い
こ
と
を
痛
感
し
た
の
で
あ
る
が
、
欠
陥
が
多
い
と
い
う
よ
り
、
実
用

的
・
実
際
的
な
危
機
管
理
の
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
言
っ
た
ほ
う
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
非
常
事
態
が
起
こ
っ
た
と
き
も
、
平
常

の
シ
ス
テ
ム
で
、
た
だ
し
で
き
る
だ
け
迅
速
に
事
を
処
理
し
よ
う
と
い
う
の
が
日
本
の
危
機
管
理
方
式
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
平
常
シ
ス

テ
ム
か
ら
切
り
換
え
ら
れ
る
ぺ
き
非
常
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
確
か
め
る
時
間
が
な
か
っ
た
が
、
官
邸
と
神
戸
市
と
の
連
絡
が
、
こ
う
し
た
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
推
定
し
て
、

村
山
首
相
が
直
接
、
神
戸
市
や
兵
庫
県
の
責
任
者
と
話
し
た
の
は
一
九
日
の
現
地
視
察
に
お
い
て
が
初
め
て
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。

一
九
日
一

0
時
五
七
分
に
、
土
井
衆
議
院
議
長
ら
と
と
も
に
、
羽
田
空
港
か
ら
自
衛
隊
機
で
被
災
地
へ
向
っ
た
の
だ
が
、
首

相
の
視
察
を
控
え
て
、

一
九
日
当
日
に
な
っ
て
、
貝
原
兵
庫
県
知
事
と
笹
山
神
戸
市
長
は
、
知
事
の
要
請
で
震
災
後
初
め
て
会
談
し
た
。

お
そ
ら
く
意
思
の
疎
通
を
欠
い
て
い
た
状
態
を
是
正
し
、
首
相
を
迎
え
る
準
備
を
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
場
所
は
県
庁
会
議
室
。

時
刻
は
―
二
時
ご
ろ
で
あ
っ
た
。
県
警
本
部
長
も
交
え
て
避
難
所
・
医
療
対
策
．
が
れ
き
処
理
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
た
。
時
間

に
到
着
、
「
想
像
を
絶
す
る
」
と
感
想
を
述
ぺ
た
。
の
ち
神
戸
市
立
西
市
民
病
院
、
神
戸
市
立
蓮
池
小
学
校
、
神
戸
市
役
所
を
歴
訪
し
て

被
災
者
を
見
舞
っ
た
。
私
の
イ
ン
タ
ピ
ュ
ー
で
述
べ
た
視
察
の
感
想
は
、
こ
の
日
の
蓮
池
小
学
校
で
の
経
験
を
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。

の
ち
一
五
時
に
兵
庫
県
公
館
を
訪
れ
、
貝
原
兵
庫
県
知
事
・
笹
山
神
戸
市
長
と
会
談
し
た
。
こ
の
と
き
貝
原
知
事
は
首
相
に
復
旧
支
援

の
で
あ
る
。
右
の
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

（
七
二
七
）



策
本
部
」
の
早
期
設
置
を
示
唆
し
た
。
こ
れ
は
、

そ
し
て
、
二

0
時
二
分
、
首
相
は
、
地
震
対
策
関
係
閣
僚
会
議
を
招
集
し
て
、
こ
れ
を
も
と
と
し
た
「
兵
庫
県
南
部
地
震
緊
急
対
策
本

本
部
（
本
部
長
は
久
野
・
国
士
庁
政
務
次
官
）
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
現
地
訪
問
に
よ
る
正
式
コ
ン
タ
ク
ト
の
あ
と
、
首
相
は
積
極
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
破
綻
を
示
し
た
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
を
緊
急
に
改
革
し
、
建
て
直
す
た
め
の
、
中
央
・
現
地
を
通
し
て
の
統
合
調
整
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
で
あ
り
、
実
質
的
な
意
味
で
の
政
府
内
政
治
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

翌
二

0
日
、
首
相
は
、
小
里
貞
利
北
海
道
・
沖
縄
開
発
庁
長
官
を
震
災
担
当
相
に
任
命
し
、
小
沢
潔
国
土
庁
長
官
を
震
災
担
当
か
ら
外

し
て
北
海
道
・
沖
縄
開
発
庁
長
官
を
兼
務
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
小
里
震
災
担
当
相
は
非
常
災
害
対
策
本
部
長
お
よ
び
緊
急
対
策
本
部
副

本
部
長
に
就
任
し
た
。
村
山
首
相
が
、
こ
う
し
た
更
迭
人
事
を
あ
え
て
や
っ
た
と
こ
ろ
に
、
そ
の
意
地
と
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
。
小

里
長
官
は
、
震
災
担
当
相
を
引
き
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
、
「
泣
こ
か
い
、
翔
ぼ
か
い
、
泣
く
よ
り
、
ひ
っ
翔
べ
！
」
と
い
う
郷
里
の
言

(
9
)
 

葉
が
浮
か
ん
だ
と
い
う
。
使
命
の
困
難
と
重
責
を
痛
感
し
た
の
で
あ
る
。

同
じ
二

0
日
午
前
、
村
山
首
相
は
、
衆
議
院
本
会
議
で
、
災
害
対
策
基
本
法
第
八
章
「
災
害
緊
急
事
態
」
に
も
と
づ
く
「
緊
急
災
害
対

一
九
日
に
設
置
を
決
定
し
た
「
緊
急
対
策
本
部
」
の
法
的
根
拠
が
閣
内
等
で
あ
ら
た
め

て
問
題
と
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
首
相
は
、
同
日
午
後
の
参
議
院
本
会
議
で
さ
き
の
示
唆
を
否
定
し
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、

部
」
を
設
置
し
、
首
相
み
ず
か
ら
が
そ
の
本
部
長
と
な
る
こ
と

て、

一
八
時
三

0
分
に
羽
田
空
港
に
帰
着
し
た
。

討
と
補
正
予
算
案
編
成
の
意
向
を
示
し
た
。
以
上
で
予
定
の
す
べ
て
を
終
え
た
首
相
は
、
陸
自
第
一
二
師
団
指
揮
所
と
大
阪
空
港
を
経
由
し

の
緊
急
要
望
書
を
手
渡
し
た
。
会
談
の
あ
と
、

関

法

第

四
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一
五
時
四
0
分
に
、
首
相
は
兵
庫
県
庁
で
記
者
会
見
し
、
復
興
の
た
め
の
新
規
立
法
の
検

（
事
務
局
は
内
閣
内
政
審
議
室
）
、
さ
ら
に
兵
庫
県
に
政
府
の
現
地
対
策

四



阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

緊
急
災
害
対
策
本
部
を
設
置
す
る
た
め
に
は
、
「
災
害
緊
急
事
態
」
の
布
告
を
必
要
と
す
る
が
、
こ
れ
は
「
国
家
非
常
事
態
」
を
宣
言

す
る
に
近
い
意
味
を
も
つ
。
さ
ら
に
こ
れ
に
応
じ
て
内
閣
は
物
資
流
通
・
役
務
の
統
制
、
金
融
統
制
の
た
め
に
罰
則
規
定
を
と
も
な
う
緊

急
政
令
を
発
す
る
権
力
を
あ
た
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
、
内
閣
が
国
会
に
代
わ
っ
て
行
な
う
非
常
立
法
措
置
は
、
戦
前
・
戦

思
っ
て
い
る
わ
け
で
す
」
（
予
算
委
員
会
会
議
録
）
。

四

一
月
二
六
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
二
階
俊
博
委
員
か
ら
質
問
が
あ
っ
た
が
、
村
山
首
相
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

「
災
害
対
策
基
本
法
で
は
、
非
常
災
害
が
発
生
し
、
対
策
を
推
進
す
る
た
め
特
別
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
、
内
閣
総
理
大

臣
が
閣
議
に
か
け
て
災
害
緊
急
事
態
の
布
告
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
と
す
る

「
緊
急
災
害
対
策
本
部
」
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
災
害
緊
急
事
態
の
布
告
を
発
す
る

か
ど
う
か
を
決
め
る
に
当
た
っ
て
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
申
し
上
げ
ま
す
と
、
災
害
対
策
基
本
法
第
百
九
条
に
基

づ
く
緊
急
措
置
が
果
た
し
て
必
要
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
緊
急
措
置
と
申
し
上
げ
ま
す
の
は
、
災
害
緊
急
事
態

の
布
告
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
国
会
閉
会
中
ま
た
は
衆
議
院
が
解
散
中
で
あ
る
な
ど
の
場
合
に
、
国
会
の
議
決
を
経
ず
し
て
、
内
閣

の
権
限
と
判
断
に
お
い
て
、
物
資
の
統
制
、
物
価
統
制
、
金
銭
債
務
の
支
払
い
等
に
つ
い
て
国
民
の
私
権
の
制
限
を
含
む
非
常
時
立

法
を
行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
し
か
も
こ
の
非
常
立
法
に
当
た
っ
て
は
、
刑
事
罰
の
威
嚇
を
も
っ
て
国
民

の
私
権
を
制
限
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う
い
う
非
常
事
態
を
想
定
し
て
考
え
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま

す
か
ら
、
私
は
や
は
り
そ
こ
ま
で
す
る
の
は
行
き
過
ぎ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
か
ら
、
今
申
し
上
げ
た
よ
う
な
体
制
で
当
面
は
十

分
に
対
応
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
か
ら
、
そ
こ
ま
で
踏
み
込
む
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に

（
七
二
九
）



（七一―
10)

後
の
緊
急
勅
令
な
い
し
ポ
ッ
ダ
ム
政
令
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
村
山
首
相
と
し
て
は
、
こ
れ
を
忌
避
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら

に
、
ま
た
私
権
制
限
の
政
府
行
為
に
よ
る
人
心
動
揺
と
不
安
の
拡
大
な
ど
の
副
作
用
が
あ
る
こ
と
を
恐
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

二
階
議
員
は
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
緊
急
対
策
本
部
は
法
的
根
拠
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
首
相
は

正
面
か
ら
は
答
え
ず
、
小
里
震
災
担
当
相
が
補
足
的
に
説
明
答
弁
し
た
。

緊
急
対
策
本
部
お
よ
び
同
現
地
本
部
は
、
復
興
段
階
へ
の
移
行
が
明
確
に
な
る
と
と
も
に
、
四
月
二
八
日
に
廃
止
さ
れ
た
。
政
治
的
判

断
に
も
と
づ
く
緊
急
避
難
的
な
も
の
で
あ
り
、
あ
ま
り
長
く
存
続
さ
せ
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
と
い
う
判
断
が
作
用
し
た
と
み
ら
れ
る
。

―
二
月
八
日
に
公
布
さ
れ
た
「
災
害
対
策
基
本
法
及
び
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改

ま
た
二
月
に
は
、
村
山
内
閣
は
特
別
立
法
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
の
基
本
方
針
及
び
組
織
に
関
す
る
法
律
案
」
を
国
会
に
提
出
し

て
、
こ
れ
を
成
立
さ
せ
、
同
法
に
も
と
づ
い
て
総
理
府
に
首
相
を
本
部
長
と
す
る
「
阪
神
・
淡
路
復
興
対
策
本
部
」
を
設
置
し
た
（
副
本

部
長
は
小
里
震
災
担
当
相
と
五
十
嵐
官
房
長
官
）
。
こ
れ
は
、
復
興
に
関
す
る
諸
決
定
が
、
法
的
紛
争
の
対
象
に
な
る
の
を
回
避
す
る
た

め
の
措
置
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

緊
急
災
害
対
策
本
部
を
設
置
す
る
か
。
ま
た
は
、
法
的
に
あ
い
ま
い
な
性
格
の
緊
急
対
策
本
部
を
設
置
す
る
か
。
結
局
、
村
山
首
相
は
、

政
治
的
判
断
に
も
と
づ
い
て
後
者
を
緊
急
避
難
的
措
置
と
し
て
選
択
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ト
ッ
プ
・
リ
ー
ダ
ー
ら
し
い
決
断
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
閣
僚
た
ち
も
、
全
員
一
致
で
こ
れ
を
支
持
し
た
わ
け
で
あ
る
。

一
八
日
午
後
か
ら
二

0
日
に
か
け
て
の
、
対
外
関
係
に
関
す
る
決
定
を
含
む
、
こ
う
し
た
一
連
の
決
定
こ
そ
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に

さ
い
し
て
の
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
核
心
を
な
す
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

正
す
る
法
律
」
に
よ
っ
て
治
癒
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
残
さ
れ
た
法
的
問
題
は
、

関
法
第
四
七
巻
第
五
号
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四



一
八
日
午
後
か
ら
二

0
日
に
か
け
て
、
村
山
首
相
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
を
立
て
直
し
、
こ
れ
が
復

旧
・
復
興
段
階
で
有
効
に
作
用
し
た
と
い
っ
て
よ
い
が
、
国
民
に
と
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
村
山
首
相
の
行
動
は
、
印
象
に
の
こ
ら
ず
、

初
動
段
階
に
お
け
る
政
府
の
組
織
的
対
応
の
乱
れ
と
政
府
の
統
括
者
と
し
て
の
村
山
首
相
の
ル
ー
チ
ン
的
な
組
織
過
程
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

だ
け
が
印
象
に
残
り
、
こ
れ
が
、
国
民
の
頭
に
い
わ
ば
刷
り
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
現
在
で
も
、
初
動
期
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
だ
け
が
問
題
に
さ
れ
、
し
か
も
救
助
活
動
の
遅
れ
が
す
べ
て
村
山
首
相
の
責
任
で
あ

る
か
の
ご
と
く
論
ぜ
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
は
公
平
で
な
い
で
あ
ろ
う
。
関
係
閣
僚
の
責
任
が
大
い
に
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
、
地
震
危
機
管
理
の
場
合
、
初
動
期
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
、
復
旧
・
復
興
段
階
に
つ
い
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
も
問
題
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
村
山
首
相
が
国
の
危
機
管
理
体
制
を
建
て
直
す
た
め
の
政
府
内
政
治

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
こ
れ
が
と
く
に
復
旧
・
復
興
段
階
で
効
果
を
発
揮
し
た
と
い
う
こ
と
が
、
も
っ
と
正
当
に
評
価
さ
れ
な
け

し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
首
相
自
身
が
、
も
っ
と
は
や
く
初
動
期
に
、
臨
機
応
変
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
れ
ば
、
あ
れ

ほ
ど
非
難
の
標
的
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
、
と
い
う
憾
み
は
残
る
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
私
は
、
選
挙
の
こ
と
に
ふ
れ
た
が
、
村
山
前
首
相
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
へ
の
対
応
の
さ
い
に
選
挙
の
こ
と
な

ど
全
く
考
え
な
か
っ
た
と
答
え
た
。
「
震
災
を
選
挙
運
動
の
種
に
す
る
な
ど
、
も
っ
て
の
ほ
か
の
こ
と
だ
」
と
思
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

前
首
相
の
考
え
は
、
た
し
か
に
―
つ
の
見
識
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
四
月
九
日
の
東
京
都
知
事
選
挙
で
、
村
山
首
相
ら
の
推

し
た
石
原
・
前
官
房
副
長
官
は
青
島
幸
男
元
参
議
院
議
員
に
敗
れ
た
。
七
月
二
三
日
の
参
議
院
選
挙
も
、
与
党
、
と
く
に
社
会
党
に
と
っ

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

れ
ば
な
ら
な
い
。

3
.
6

危
機
管
理
に
お
け
る
セ
ン
シ
テ
ィ
プ
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

四
五
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同
情
心
の
豊
か
な
人
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
第
一
の
原
因
は
、
情
報
の
空
白
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
詳
論
し
た
が
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
基
本
は
感
知
す
る

こ
と
で
あ
り
、
情
報
が
な
け
れ
ば
事
態
を
感
知
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
情
報
を
受
信
し
て
も
、
他
人
へ
の
同
情
心
の
な
い
人
は
、

セ
ン
シ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
欠
け
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
社
会
主
義
運
動
に
長
年
た
ず
さ
わ
っ
て
き
た
村
山
首
相
は
、
む
し
ろ
人
一
倍

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

で
は
、
な
ぜ
、

こ
の
質
問
へ
の
リ
ス
ポ
ン
ス
の
良
さ
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
当
然
な
が
ら
、
村
山
前
首
相
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
十
分
に
心
得
た

政
治
家
で
あ
る
。

一
七
日
段
階
で
は
、
村
山
首
相
は
、
事
態
へ
の
鋭
い
セ
ン
シ
テ
ィ
ピ
テ
ィ

か
も
し
れ
な
い
、
と
答
え
た
の
で
あ
っ
た
。

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（
感
受
性
）
を
示
す
よ
う
な
即
応
的
リ
ー

（
七
三
二
）

て
厳
し
い
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
が
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
さ
い
し
て
の
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
在
り
方
と
全
く
無
関

(10) 

係
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
私
は
、
現
代
の
民
主
主
義
体
制
の
も
と
で
、
為
政
者
が
災
害
危
機
管
理
活
動
を
す
る
さ
い

に
、
選
挙
で
の
有
権
者
の
反
応
の
こ
と
ま
で
考
え
る
の
は
、
む
し
ろ
当
然
で
あ
り
、
ま
た
、
民
衆
の
利
益
と
民
主
主
義
の
本
旨
に
か
な
っ

た
こ
と
だ
と
思
う
。
「
人
民
の
、
人
民
に
よ
る
、
人
民
の
た
め
の
政
治
」
の
原
理
は
、
危
機
と
危
機
管
理
に
お
い
て
も
貫
徹
さ
れ
な
け
れ

私
は
最
後
の
質
問
で
、
す
こ
し
角
度
を
変
え
て
、
「
シ
ン
ポ
リ
ッ
ク
・
ユ
ー
ス
・
オ
プ
・
パ
ワ
ー
」
と
人
心
と
の
関
係
を
と
り
あ
げ
た

が
、
そ
れ
は
、
高
い
地
位
に
あ
っ
て
権
力
や
権
威
を
行
使
す
る
人
の
行
動
の
仕
方
が
、
人
心
に
象
徴
的
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
、
そ
れ
が
選

挙
結
果
に
響
く
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
質
問
に
対
し
て
、
村
山
前
首
相
は
、
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る

関

法
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

鈍
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。

角
度
か
ら
見
た
首
相
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

四
七

し
か
し
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ピ
テ
ィ
は
も
っ
と
特
定
的
な
問
題
意
識
で
も
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
地
震
災
害
に
つ
い
て
の
問
題
意
識
と
い
う

村
山
内
閣
が
発
足
し
て
か
ら
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
発
生
ま
で
に
、
二
回
の
大
地
震
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
九
四
年
一

0
月
五
日
の

北
海
道
東
方
沖
地
震
と
、
九
四
年
―
二
月
二
八
日
の
三
陸
は
る
か
沖
地
震
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
地
震
危
機
管
理
の
重
要
性
に
つ
い
て
首
相

に
警
告
を
あ
た
え
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
国
土
庁
長
官
に
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
の
点
検
・
整
備
を
依
頼
し
、
地
震
危
機
管
理
に
つ
い
て
の

閣
僚
勉
強
会
も
開
い
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
非
常
災
害
事
態
に
お
け
る
も
っ
と
も
重
要
な
手
足
と
な
る
自
衛
隊
の
出

動
手
続
に
つ
い
て
防
衛
庁
長
官
と
確
認
し
、
打
ち
合
わ
せ
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
た
あ

一
月
一
七
日
の
朝
七
時
半
ご
ろ
の
金
重
秘
書
官
か
ら
の
連
絡
を
受
け
た
と
き
、
関
東
大
震
災
の
こ
と
を
連
想
す
る
ぐ

ら
い
の
こ
と
は
、
で
き
た
は
ず
だ
と
思
う
が
、
「
予
感
」
に
つ
い
て
の
私
の
質
問
に
答
え
て
く
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
み
て
も
、
そ
う

い
っ
た
連
想
や
想
像
力
は
働
か
な
か
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
当
日
は
、
社
会
党
内
の
新
民
主
連
合
が
会
派
離
脱
届
を
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
気
を
と
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
政
権
の
不
安
定
さ
が
、
首
相
の
思
考
の
幅
や
方
向
に
影
響
し

て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
残
念
な
が
ら
、
自
民
党
系
の
閣
僚
に
し
て
も
、
九
三
年
以
降
、
し
ば
ら
く
政
権
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
に
カ
ン
が

次
に
、
こ
れ
も
主
体
的
な
意
識
要
因
で
あ
る
が
、
首
相
の
ル
ー
チ
ン
的
行
動
に
は
〈
遠
慮
〉
の
意
識
も
影
響
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
村
山
首
相
は
、
よ
く
番
記
者
な
ど
に
「
な
り
た
く
て
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
い
つ
で
も
首
相
を
や
め
る
」
と
語
っ
て
い
た
。

こ
の
言
葉
を
「
無
責
任
な
」
と
受
け
取
っ
た
向
き
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
む
し
ろ
首
相
就
任
の
事
情
が
村
山
首
相
を
遠
慮
が
ち
な
存
在
に

そ
れ
に
し
て
も
、

と
が
認
め
ら
れ
な
い
。

（七―――――-）



し
か
し
、

ま
れ
る
。

（
七
三
四
）

し
て
お
り
、
行
動
に
種
々
の
制
約
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
屈
折
し
た
自
己
嫌
悪
の
表
明
で
あ
っ
た
と
推
察
す
る
。

こ
う
し
た
中
軸
少
数
政
党
の
地
位
を
意
識
す
る
こ
と
に
よ
る
遠
慮
か
ら
、
か
え
っ
て
、
前
首
相
が
語
っ
た
よ
う
な
「
首
相
の
職
務
を
は

た
す
こ
と
に
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
べ
き
だ
」
と
い
う
気
持
も
生
ま
れ
る
。
昔
の
家
で
、
舅
・
姑
・
小
姑
に
取
り
囲
ま
れ
た
嫁
が
、
嫁
と
し
て

の
務
め
に
は
げ
も
う
と
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
首
相
は
、
自
分
を
取
り
巻
く
諸
機
関
の
立
場
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
他

面
で
は
、
首
相
み
ず
か
ら
の
行
動
に
お
い
て
、
首
相
と
い
う
地
位
に
強
く
タ
テ
マ
エ
論
的
に
拘
泥
す
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
結

果
生
ま
れ
る
の
が
、
機
動
性
の
な
い
、
ル
ー
チ
ン
的
行
動
パ
タ
ー
ン
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
れ
と
関
連
し
て
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
首
相
の
信
頼
感
が
強
か
っ
た
こ
と
も
ル
ー
チ
ン
的
行
動
に
結
び
つ
い
た
と
思

わ
れ
る
。
村
山
首
相
は
社
会
党
の
出
身
で
あ
る
が
、
長
い
国
政
の
経
験
か
ら
、
官
僚
の
優
秀
性
や
、
自
民
党
政
治
家
の
行
動
能
力
に
つ
い

て
は
よ
く
知
っ
て
お
り
、
「
い
ざ
と
い
う
と
き
、
か
れ
ら
は
そ
の
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
、
ど
ん
な
問
題
で
も
適
切
に
解
決
し
て
く
れ

る
だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
強
い
期
待
を
も
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
既
存
の
組
織
な
い
し
専
門
家
に
任
せ
よ
う
と
す
る
態
度
が
生

し
か
し
、
そ
の
信
頼
と
期
待
の
構
造
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
さ
い
し
て
脆
く
も
崩
れ
、
首
相
は
、
み
ず
か
ら
の
統
括
の
も
と
に
あ

る
政
府
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
信
頼
の
危
機
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
月
一
七
日
の
段
階
で
は
、
ま
だ
、
こ
の
信
頼
と
期
待
の
構
造
は
崩
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
こ
の
段
階
で

は
、
み
ず
か
ら
積
極
的
に
動
く
の
を
控
え
て
、
組
織
任
せ
・
人
任
せ
に
す
る
結
果
に
な
っ
た
、
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(
1
)

山
川
雄
巳
「
危
機
管
理
研
究
班
の
研
究
計
画
に
つ
い
て
」
（
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
危
機
管
理
」
研
究
班
・
配
布
資
料
、
一
九
九
五
年
一

0
月

二
―
日
）
に
よ
る
。
山
川
・
前
掲
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
地
震
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
」
、
五
九
五
ペ
ー
ジ
以
下
を
も
参
照
。

関
法
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

四
九

(
2
)
長
谷
川
慶
太
郎
『
危
機
管
理
の
鉄
則
』

(
P
H
P
研
究
所
、
一
九
九
五
年
）
の
巻
末
の
「
阪
神
大
震
災
・
全
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」
は
、
一
七
日
の

「
六
時
す
ぎ
村
山
首
相
が
首
相
公
邸
で
起
床
、
テ
レ
ビ
で
地
震
派
生
を
知
る
」
と
し
た
あ
と
、
括
弧
書
き
で
、
「
睡
眠
薬
を
飲
ん
で
就
寝
し
て

い
た
首
相
が
果
た
し
て
こ
の
時
間
に
起
き
た
か
ど
う
か
疑
問
。
取
り
繕
い
の
た
め
の
虚
言
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
」
と
し
て
い
る

(
i
ペ
ー
ジ
）
。

な
お
、
同
書
本
文
二
0
ペ
ー
ジ
を
も
参
照
。

し
か
し
、
私
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
村
山
前
首
相
は
、
「
五
時
半
ご
ろ
起
き
、
い
つ
も
の
よ
う
に
六
時
の
テ
レ
ビ
・
ニ
ュ
ー
ス
を
見
よ
う
と
し

た
。
テ
レ
ビ
で
地
震
の
こ
と
を
知
っ
た
の
で
、
京
都
の
知
人
に
電
話
を
し
、
そ
の
あ
と
園
田
・
政
務
担
当
秘
書
官
へ
の
指
示
を
し
た
」
と
述
べ
て

い
る
。
長
谷
川
氏
は
、
こ
う
し
た
経
過
に
は
全
く
ふ
れ
て
い
な
い
。
首
相
が
六
時
す
ぎ
に
地
震
の
こ
と
を
知
っ
た
、
と
い
う
の
は
真
実
で
あ
る
と

私
は
判
断
す
る
。

(
3
)

羽
田
緩
子
『
首
相
公
邸
ー
ハ
タ
キ
た
た
い
て
六
四
日
ー
|
'
』
（
東
京
新
聞
出
版
局
、
一
九
九
六
年
）
、
一
七
0
|
―
七
ニ
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
首

相
公
邸
で
の
生
活
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
寛
子
『
佐
藤
寛
子
の
宰
相
夫
人
秘
録
」
（
朝
日
文
庫
、
一
九
八
五
年
）
を
も
参
照
。

危
機
管
理
と
い
う
と
官
邸
の
危
機
管
理
機
能
の
強
化
の
こ
と
だ
け
が
考
え
ら
れ
や
す
い
が
、
公
邸
と
連
携
し
た
官
邸
の
危
機
管
理
機
能
が
問
題

に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
出
発
点
は
官
邸
・
公
邸
の
耐
震
性
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。
財
政
的
理
由
で
し
ば
ら
く
建
て
替
え

な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
現
在
の
建
物
の
耐
震
性
を
高
め
る
た
め
に
、
す
み
や
か
に
鉄
骨
を
入
れ
る
な
ど
の
レ
ト
ロ
フ
ィ
ッ
ト
措
置
を
と
る
べ

き
で
あ
る
。

ま
た
、
首
相
が
公
邸
で
生
活
す
る
だ
け
で
な
く
、
静
養
に
出
か
け
た
り
、
外
国
に
出
張
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
首

相
が
い
つ
ど
こ
で
で
も
危
機
管
理
行
動
を
と
れ
る
よ
う
に
、
首
相
用
の
ポ
ー
タ
プ
ル
な
指
揮
・
統
制
・
通
信
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
こ
れ
を
首
相

自
身
ま
た
は
秘
書
官
に
常
時
携
行
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
首
相
お
よ
び
閣
僚
に
事
故
が
あ
っ
た
場
合
の
代
位
順
位
制
度
を
整
備
す
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

(
4
)
N
H
K
取
材
班
『
そ
の
時
、
世
界
は
…
…
』
（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
七
九
年
）
、
第
三
巻
、
「
キ
ュ
ー
バ
危
機
」
、
を
参
照
。

(
5
)

ル
ー
チ
ン
と
組
織
行
動
、
そ
し
て
政
策
思
考
と
の
密
接
な
関
係
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
は
や
く
ホ
ワ
ィ
ト
ヘ
ッ
ド
が
洞
察
し
て
い
た
。
ホ
ワ
ィ

ト
ヘ
ッ
ド
「
予
見
に
つ
い
て
」
お
よ
び
「
過
去
の
研
究
」
（
市
井
三
郎
訳
、
河
出
版
•
世
界
大
思
想
全
集
、
哲
学
・
文
芸17、
一
九
九
五
年
、
所

収
）
を
参
照
。

な
お
、
危
機
管
理
に
お
け
る
ル
ー
チ
ン
行
動
に
つ
い
て
、

P
e
t
e
r
E. H
o
d
g
k
i
n
s
o
n
 a
n
d
 M
i
c
h
a
e
l
 Stewart, 
C
o
p
i
n
g
 w
i
t
h
 Catastrophe, 

（
七
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五
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れ
は
一
部
正
し
く
、

一
部
正
し
く
な
い
、
と
私
は
思
う
。

が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

四

結

論

N
e
w
 Y
o
r
k
 :
 Routledge, 1
9
9
1
,
 
を
も
参
照
。

(
6
)
私
は
、
政
府
内
政
治
モ
デ
ル
を
、
形
式
的
政
府
内
政
治
モ
デ
ル
と
実
質
的
政
府
内
政
治
モ
デ
ル
と
に
分
け
た
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
る
が
、
ア
リ

ソ
ン
自
身
は
そ
う
し
た
区
分
を
し
て
い
な
い
。
ア
リ
ソ
ン
『
決
定
の
本
質
』
（
宮
里
政
玄
訳
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
七
年
）
第
三
章
「
第
ニ
モ

デ
ル
ー
—
ー
組
織
過
程
」
（
八
一
ー
―
―
六
ペ
ー
ジ
）
、
第
五
章
「
第
三
モ
デ
ル
ー
政
府
内
政
治
」
(
-
六
七
ー
ー
ニ
ニ
ペ
ー
ジ
）
。
第
一
章
「
第
一

モ
デ
ル
|
|
ム
ロ
理
的
行
為
者
」
(
-
三
ー
四
六
ペ
ー
ジ
）
、
を
も
参
照
。

(
7
)

長
谷
川
慶
太
郎
『
危
機
管
理
の
鉄
則
」
、
九
八
-
1
0
0
ペ
ー
ジ
。

(
8
)

高
見
潤
一
『
官
邸
応
答
せ
よ
』
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
）
‘
―
二
五
ー
―
二
六
ペ
ー
ジ
。

(
9
)
小
里
貞
利
『
震
災
大
臣
特
命
室
』
（
読
売
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
）
、
一
五
ペ
ー
ジ
。

(10)

あ
の
老
練
な
政
治
家
チ
ャ
ー
チ
ル
に
し
て
も
、
戦
争
指
導
に
没
入
し
て
い
た
た
め
、
国
民
心
理
の
変
化
へ
の
配
慮
を
忘
れ
、
戦
後
す
ぐ
の
総
選

挙
で
大
敗
を
喫
す
る
と
い
う
失
敗
を
し
て
い
る
。
モ
ー
ラ
ン
『
チ
ャ
ー
チ
ル
』
（
新
庄
哲
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
六
七
年
）
を
参
照
。

私
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
と
そ
の
デ
ー
タ
の
分
析
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
さ
い
し
て
の
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
ど
の
程
度
明
ら
か
に
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
と
り
あ
え
ず
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
よ
う
。

第
一
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
起
こ
っ
た
九
五
年
一
月
一
七
日
早
朝
の
村
山
首
相
の
公
邸
に
お
け
る
行
動
に
つ
い
て
、

一
部
で
言
わ

れ
て
き
た
こ
と
が
事
実
で
な
い
こ
と
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
私
は
、
現
在
の
首
相
公
邸
体
制
が
危
機
管
理
の
観
点
か
ら
み
て
問
題

第
二
に
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
々
が
、
村
山
首
相
は
適
切
な
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
ら
な
か
っ
た
、
と
考
え
て
き
た
が
、
こ

関
法
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と
い
う
の
は
、
こ
う
し
た
理
解
は
、
初
動
段
階
|
ー
LJ
く
に
一
七
日
午
前
ー
ー
＇
に
お
け
る
首
相
お
よ
び
政
府
の
行
動
に
つ
い
て
の
印
象

に
も
と
づ
い
て
お
り
、
そ
の
後
の
行
動
、
と
く
に
復
旧
・
復
興
段
階
で
の
首
相
お
よ
び
政
府
の
行
動
と
貢
献
の
こ
と
を
無
視
し
て
い
る
と

た
し
か
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
突
発
直
後
の
初
動
段
階
で
、
村
山
内
閣
は
、
迅
速
に
組
織
的
な
即
応
救
助
措
置
を
と
る
こ
と
に
失
敗
し

た
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
前
首
相
が
い
う
よ
う
に
、
国
土
庁
お
よ
び
官
邸
の
危
機
管
理
体
制
の
欠
陥
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ミ
ッ

ク
・
フ
ァ
ク
タ
ー
が
大
き
い
。
官
僚
制
構
造
を
と
お
し
た
情
報
処
理
の
迂
遠
性
、
意
見
の
内
部
衝
突
や
活
動
の
空
回
り
の
頻
発
な
ど
も
そ

う
で
あ
る
。
わ
が
国
の
地
震
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、
都
市
直
下
型
の
大
地
震
に
直
面
し
た
と
き
、
統
合
さ
れ
た
組
織
力
を
発
揮
す
る
た

め
に
は
、
あ
ま
に
も
平
常
シ
ス
テ
ム
に
依
存
し
て
お
り
、
非
常
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
欠
陥
だ
ら
け
で
実
用
的
で
な
い
こ
と
を
暴
露
し
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
自
衛
隊
や
消
防
組
織
以
外
の
、
危
機
に
柔
較
か
つ
効
果
的
に
対
応
す
る
た
め
の
専
問
的
な
危
機
管
理
組
織
を
つ
く

る
こ
と
を
含
め
て
、
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
を
根
本
的
に
再
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
失
敗
に
は
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
フ
ァ
ク
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ァ
ク
タ
ー
も
作
用
し
た
。
閣
僚

に
も
不
手
際
が
あ
っ
た
が
、
政
府
の
統
括
者
と
し
て
の
村
山
首
相
自
身
に
も
問
題
が
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

二
度
に
わ
た
る
先
行
地
震
か
ら
の
警
告
を
無
視
し
た
こ
と
、
初
動
期
の
危
機
へ
の
対
応
は
一
刻
を
争
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ル
ー
チ
ン

を
尊
重
す
る
あ
ま
り
、
か
え
っ
て
非
常
事
態
的
要
務
よ
り
平
常
事
態
的
日
程
を
こ
な
す
こ
と
の
ほ
う
を
重
視
す
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
、

自
ら
先
頭
に
立
つ
と
い
う
姿
勢
で
は
な
く
て
、
危
機
管
理
を
組
織
任
せ
・
人
任
せ
に
す
る
結
果
に
な
っ
た
こ
と
は
、
残
念
な
こ
と
で
あ
っ

た
。
緊
急
閣
議
を
開
こ
う
と
し
な
か
っ
た
こ
と
、
遅
す
ぎ
た
記
者
会
見
な
ど
は
、
都
市
直
下
型
大
地
震
の
も
た
ら
す
激
甚
な
災
害
に
つ
い

て
の
首
相
の
認
識
不
足
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
七
三
七
）



（
七
三
八
）

一
八
日
の
午
後
以
降
変
わ
っ
た
。
と
く
に
一
九
日
の
現
地
視
察
の
あ
と
、
主
体
性
の
強
い
積
極
的
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
転
じ
た
の
で
あ
る
。
帰
京
し
た
一
九
日
の
夜
み
ず
か
ら
が
長
と
な
る
緊
急
対
策
本
部
を
設
置
し
て
、
危
機
管
理
体
制
を
首

相
陣
頭
指
揮
型
に
立
て
直
し
た
こ
と
、
二

0
日
に
国
土
庁
長
官
を
震
災
担
当
か
ら
は
ず
し
て
実
質
的
に
更
迭
し
、
特
命
の
震
災
担
当
大
臣

を
選
任
し
た
こ
と
、
二
月
一

0
日
に
阪
神
・
淡
路
復
興
委
員
会
の
設
置
を
閣
議
決
定
し
た
こ
と
、
二
月
一
四
日
に
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災

復
興
の
基
本
方
針
及
び
組
織
に
関
す
る
法
律
」
を
成
立
さ
せ
、
復
興
施
策
の
総
合
調
整
機
関
で
あ
る
阪
神
・
淡
路
復
興
対
策
本
部
を
設
置

し
た
こ
と
な
ど
に
、
そ
れ
は
現
わ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
危
機
管
理
体
制
改
善
の
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
と
く
に
復
旧
・
復
興
段

興
支
援
の
た
め
の
適
切
な
組
織
的
措
置
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
後
者
の
事
実
は
世
間
で
は
あ
ま
り
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
事
実

は
事
実
で
あ
る
。
村
山
首
相
は
「
適
切
な
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
ら
な
か
っ
た
」
と
言
い
切
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
そ
う
言
い
切
る
こ
と
は
公
平
で
も
な
い
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て
は
、
首
相
は
そ
の
職
責
を
十
分
は
た

そ
れ
ゆ
え
、
失
敗
も
あ
っ
た
に
せ
よ
、
全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
際
し
て
の
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
は
、
ど
う
に
か
合
格
点
を
あ
た
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
う
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
政
府
に
対
す
る
国
民
の
信

頼
の
危
機
で
も
あ
っ
た
が
、
復
旧
・
復
興
段
階
に
お
い
て
、
首
相
は
、
か
ろ
う
じ
て
政
府
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
つ
な
ぎ
と
め
た
と
い

え
よ
う
。

第
三
に
、
し
か
し
、
初
動
期
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、
あ
ら
た
め
て
強
調
し
て
お
い
て
よ
い
。
そ
れ
は
、

し
た
と
言
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。

J

の
よ
う
に
、
村
山
首
相
は
、

階
で
効
果
的
に
作
用
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
村
山
首
相
は
、

関
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い
う
ま
で
も
な
く
、
初
動
活
動
に
お
け
る
人
命
救
助
や
財
産
保
全
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
成
否
は
政
治
的
に
も
重
大

な
結
果
を
も
た
ら
す
。

私
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
、
こ
の
点
を
重
視
す
る
立
場
で
質
問
し
た
。
と
く
に
日
本
で
は
、
ト
ッ
プ
・
リ
ー
ダ
ー
の
初
動
危
機
管
理
行

動
は
、
物
理
的
効
果
の
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
大
き
な
心
理
的
・
象
徴
的
な
影
響
力
を
も
つ
。

初
動
危
機
管
理
活
動
へ
の
反
作
用
と
し
て
形
成
さ
れ
る
第
一
印
象
を
核
と
す
る
政
治
的
態
度
の
巨
大
な
波
の
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と

は
、
地
震
国
日
本
の
、
し
か
も
中
央
集
権
的
な
行
政
組
織
の
頂
点
に
た
つ
首
相
の
宿
命
だ
と
思
わ
れ
る
。

ノ
ー
ス
リ
ッ
ジ
地
震
(
-
九
九
四
年
）
と
兵
庫
県
南
部
地
震
(
-
九
九
五
年
）
は
、
同
じ
一
月
一
七
日
に
起
こ
っ
た
。
ク
リ
ン
ト
ン
大

統
領
は
一
九
日
に
現
地
を
見
舞
っ
た
。
村
山
首
相
も
ま
た
同
じ
一
九
日
に
現
地
を
訪
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
危
機
管
理
に
お
い
て
も

地
方
分
権
の
シ
ス
テ
ム
が
と
ら
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
と
、
中
央
集
権
的
な
日
本
と
で
は
、
民
衆
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
非
常
に
違
っ
た
反

応
が
見
ら
れ
た
。
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
の
場
合
と
違
っ
て
、
村
山
首
相
の
現
地
訪
問
は
、
と
げ
と
げ
し
い
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
、
「
遅
い
、

そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
中
央
集
権
的
体
制
か
ら
す
れ
ば
、
む
し
ろ
当
然
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
し
か
し
、
日
本
は
、
危
機
管
理
に
お
い

て
中
央
に
依
存
し
す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
情
報
化
さ
れ
た
現
代
社
会
に
お
い
て
も
、
危
機
発

生
の
最
初
期
に
お
い
て
は
中
央
の
動
き
は
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
り
、
現
地
と
比
べ
て
遅
れ
が
ち
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
初
動
段
階

で
は
、
や
は
り
多
く
の
こ
と
を
現
地
の
自
主
的
判
断
や
対
応
に
任
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
初
動
活
動
を
効
果
的
に
す
る
た
め
に
も
、

危
機
管
理
に
お
け
る
地
方
分
権
化
が
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
に
、
前
首
相
が
述
べ
た
こ
と
だ
が
、
危
機
管
理
体
制
の
改
善
の
た
め
の
基
本
は
、
統
合
さ
れ
た
危
機
管
理
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築

阪
神
・
淡
路
大
霙
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

遅
す
ぎ
る
」
と
い
う
非
難
の
大
合
唱
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
七
三
九
）



思
う
。

程
モ
デ
ル
に
き
わ
め
て
近
か
っ
た
、
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

知
の
問
題
も
、
こ
れ
と
関
連
し
て
い
る
。

で
あ
る
と
私
も
思
う
。
官
邸
・
公
邸
の
危
機
管
理
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
思
い
切
っ
て
現
代
化
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
首
相
用
の
ポ
ー
タ
ブ

ル
な
指
揮
・
統
制
・
通
信
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
運
用
す
る
こ
と
、
キ
ュ
ー
プ
・
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
地
震
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
シ
ス
テ

ム
を
、

で
き
る
だ
け
早
く
官
邸
を
は
じ
め
政
府
諸
機
関
、
さ
ら
に
企
業
に
導
入
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
七
四

0
)

こ
れ
と
関
連
す
る
こ
と
だ
が
、
断
片
的
な
微
弱
な
情
報
が
ば
ら
ば
ら
に
入
っ
て
く
る
状
態
に
お
い
て
、
そ
う
し
た
情
報
を
放
射
し
つ
つ

あ
る
対
象
の
全
体
像
を
あ
る
程
度
正
確
に
推
定
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
認
識
装
置
（
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
と
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
）
を
開

発
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
装
置
は
、
あ
る
程
度
、
想
像
力
不
足
を
補
っ
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
前
兆
の
解
釈
や
予

第
五
に
、
す
こ
し
理
論
的
な
こ
と
に
な
る
が
、
私
は
、
大
震
災
に
直
面
し
た
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
二
つ
の
段
階

に
分
か
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
初
動
期
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、

分
析
し
た
。

ア
リ
ソ
ン
の
モ
デ
ル
で
い
う
と
、
組
織
過
程
モ

デ
ル
に
近
い
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
続
く
緊
急
的
組
織
改
革
の
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
政
府
内
政
治
モ
デ
ル
に
近
い
も
の
で
あ
る
と

前
首
相
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
政
府
内
政
治
モ
デ
ル
が
当
時
の
首
相
自
身
の
行
動
に
も
っ
と
も
近
い
と
し
、
ル
ー
チ
ン
的
な
組
織
過

程
モ
デ
ル
を
し
り
ぞ
け
た
。
前
首
相
は
、
自
身
が
一
貫
し
て
政
府
内
政
治
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
た
よ
う
に
思
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

だ
が
、
初
動
段
階
の
行
動
は
、
い
わ
ば
形
式
的
な
政
府
内
政
治
の
パ
タ
ー
ン
を
示
し
て
お
り
、
客
観
的
に
み
れ
ば
、
実
質
的
に
は
組
織
過

こ
の
よ
う
な
、
村
山
首
相
の
行
動
に
関
す
る
知
見
を
理
論
的
に
一
般
化
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と

関
法
第
四
七
巻
第
五
号
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

模
災
害
の
発
生
と
い
う
条
件
の
も
と
に
で
は
あ
る
が
、

五
五

一
種
の
集
団
的
な
立
憲
独
裁
へ
の
可
能
性
ー
そ
れ
は
ご
く
小
さ
な
可
能
性
だ
と

―
つ
は
独
裁
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

が
失
わ
れ
、
と
る
措
置
も
効
果
的
で
な
く
な
る
。

初
動
の
危
機
へ
の
即
応
段
階
で
は
、
危
機
管
理
は
、
ま
ず
政
府
の
標
準
作
業
手
続
に
し
た
が
っ
た
組
織
過
程
モ
デ
ル
的
な
リ
ー
ダ
ー

(
1
)
 

シ
ッ
プ
と
し
て
出
発
し
や
す
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
平
常
性
の
慣
性
が
作
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
有
効
性
の
程
度
の
差
は
あ
れ
、
国

や
地
方
で
危
機
管
理
の
シ
ス
テ
ム
が
制
度
化
さ
れ
て
ル
ー
チ
ン
を
形
成
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
、
危
機
が
こ
れ
ま
で
の
想
定
の
枠

の
中
に
収
ま
る
場
合
は
、
そ
れ
で
対
処
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
問
題
は
、
事
態
が
そ
の
枠
に
収
ま
ら
な
い
よ
う
な
異
常
さ
を
も
っ
て

い
る
と
き
で
あ
る
。
そ
の
と
き
は
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
の
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
が
生
じ
、
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
自
体
が
危
機
に
お
ち
い
る
。

危
機
は
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
人
々
の
思
考
を
狭
窄
化
し
、
行
動
の
自
由
を
奪
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
状
況
へ
の
適
応
性

そ
う
し
た
場
合
、
ト
ッ
プ
は
、
組
織
活
動
の
有
効
性
を
高
め
る
た
め
の
緊
急
の
組
織
改
革
を
す
る
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
、
で
き

る
だ
け
迅
速
に
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
は
二
つ
の
可
能
性
が
あ
る
。

プ
で
あ
る
。
わ
が
国
で
も
、
災
害
対
策
基
本
法
の
規
定
す
る
、
災
害
緊
急
事
態
の
も
と
で
の
緊
急
災
害
対
策
本
部
体
制
は
、
激
甚
な
大
規

思
わ
れ
る
が
|
ー
を
開
い
て
い
る
と
み
ら
れ
な
い
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
も
し
災
害
が
超
大
規
模
で
危
機
管
理
が
長
期
に
わ
た
ら
ざ
る
を

え
な
い
よ
う
な
場
合
は
、
集
団
的
独
裁
の
可
能
性
は
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

い
ま
―
つ
は
実
質
的
な
政
府
内
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
の
、
既
成
ル
ー
チ
ン
の
破
壊
を
と
も
な
う
緊
急
的
組
織
改
革
で
あ

る
。
通
常
は
、
後
者
の
形
を
と
る
こ
と
が
多
い
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
の
方
が
望
ま
し
い
。
実
質
的
政
府
内
政
治
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
本

質
は
、
シ
ス
テ
ム
を
緊
急
に
建
て
直
す
た
め
の
適
応
的
調
整
で
あ
る
が
、
緊
急
に
つ
く
ら
れ
た
組
織
は
、
ま
さ
に
緊
急
避
難
的
性
質
を
も

ち
、
法
的
問
題
性
を
と
も
な
う
こ
と
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
事
後
的
な
立
法
措
置
に
よ
っ
て
治
癒
さ
れ
、
制
度
的
正
当
性
を
あ
た
え

（
七
四
一
）



資

料

（
七
四
二
）

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
新
し
い
組
織
を
次
々
と
つ
く
り
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
な
が
ら
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
を
統

合
的
に
高
度
化
す
る
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
、
と
く
に
復
旧
・
復
興
段
階
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
深
刻
な
危
機
に
さ
い
し
て
は
、
し
ば
し
ば
政
府
内
政
治
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
だ
け
で
は
不
十
分
に
な
る
こ
と
が
多
い
で
あ
ろ
う
。

国
民
・
市
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
も
広
く
ァ
ピ
ー
ル
す
る
よ
う
な
、

調
整
で
き
る
よ
う
な
、

つ
ま
り
政
府
の
力
だ
け
で
な
く
国
民
的
な
力
を
結
集
・
接
合
・

ア
リ
ソ
ン
の
三
つ
の
モ
デ
ル
を
超
え
る
セ
ン
シ
テ
ィ
プ
な
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
政
府
内
政
治
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
よ
り
は
る
か
に
巨
大
な
救
済
力
を
生
み
出
す
か
ら
で
あ
る
。

(
1
)

た
だ
し
、
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
は
組
織
過
程
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
先
立
っ
て
、
合
理
的
行
動
者
モ
デ
ル
に
近
い
思
考
過
程
を
発
動
す
る
も
の
と
み

る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。
私
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
け
る
村
山
前
首
相
の
「
地
震
の
こ
と
は
全
力
を
尽
く
し
て
考
え
た
う
え
、
関
係
各
部
署
に
指
示
し

て
お
い
た
」
と
い
う
言
葉
は
、
こ
れ
を
示
唆
し
て
い
る
。

次
ペ
ー
ジ
以
下
の
資
料
1
お
よ
び
資
料
2
は
、
村
山
前
首
相
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
さ
い
し
て
私
が
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

資
料
1
の
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
関
係
日
誌
」
は
、
以
下
に
も
と
づ
い
て
作
成
し
た
。
『
朝
日
新
聞
』
、
『
毎
日
新
聞
』
、
「
読
売
新
聞
』
、
『
日
本
経
済
新

聞
』
の
報
道
・
解
説
記
事
、
『
朝
日
新
聞
』
「
週
間
報
告
」
、
『
毎
日
新
聞
』
「
日
誌
」
、
『
日
本
経
済
新
聞
』
の
「
週
録
」
。
『
朝
日
新
聞
』
「
首
相
動
静
」
。
『
新

聞
記
事
デ
ー
タ
ペ
ー
ス
・
阪
神
大
震
災
1
9
9
5
.
1. 
1
7
.
I
 

(
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
九
五
年
）
、

E
L

NET
『
阪
神
大
震
災
・
地
震
・
防
災
J

(
C
D
 ,
 R
O
M
 

デ
ー
タ
ペ
ー
ス
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
。

資
料
2
の
「
政
府
対
応
組
織
と
立
法
措
置
」
は
、
国
土
庁
資
料
に
に
よ
る
。

関
法
第
四
七
巻
第
五
号

五
六



資料 1 阪神・淡路大震災関係日誌

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

五
七

（
七
四
三
）

1995年 1月

95/01/17 05 : 46 淡路島付近，深さ20キロを震源とするマグニチュード7.2(推

定）の激震が発生。震度 7の地帯は，淡路北部，神戸市須磨区から西宮市にか

けて長さ約20キロ，幅約 1キロで帯状にひろがっていたことがのちに判明。

95/01/17 05 : 48 各地の地震計情報が，大阪管区気象台を経てオンラインで東京・

大手町の気象庁に入る。気象庁とオンラインで結ばれていたNHK,民放各社の

放送には通報後ただちに地震発生のテロップが流れた。神戸の情報は伝わらず。

95/01/17 05 : 55 陸自八尾駐屯地の中部方面航空隊，格納庫からヘリを出す作業

を開始。 5分後に情報所を開設。

95/01/17 06 : 00 警察庁，兵庫県警からの連絡を受け，各都道府県警に警察無線

で機動隊の待機命令を発す。

95/01/17 06 : 00 海自・阪神基地隊，掃海艇に待機を指示。

95/01/17 06 : 00 東海道・山陽新幹線は始発から運転停止。 JR西日本も関西全

域で始発から運転停止。関西の高速道路は全線通行止め。

95/01/17 06 : 00頃 村山富市首相は公邸のテレビで，石原信雄官房副長官は自宅

のテレビで地震のことを知る（記者会見のときの説明による）。

95/01/17 06 : 06 気象庁，ファックスで各地の震度を，国土庁，建設省，警察庁，

消防庁， NTTなどに連絡。神戸，洲本の震度はNTT回線故障のため入手で

きず。「最大震度は京都，彦根の震度 5」と通報。

国土庁には宿直制度がなく，警備会社の派遣職員が一斉呼出装置を使ってポ

ケットベルと電話で担当職員全員に連絡。このとき同時に連絡を受けた首相官

邸の首席参事官，国土庁長官秘書官が，それぞれ首相と長官に伝えたという。

95/01/17 06 : 10 空自，名古屋などの基地に被災報告を指示。

95/01/17 06 : 23 気象庁から「神戸で擬度 6」と国土庁にファックス連絡。これ

を受けて，国土庁防災企画課は，「非常災害対策本部」の設置を閣議にはかる

ことを決めたが，「すでに各官庁が対策に乗り出しており，急いでも大きなメ

リットはない」という判断をして， 10時からの定例閣議で提案することになっ

たという（『東京読売』 95/01/22朝刊）

95/01/17 06 : 30 首相，政務担当秘書官に情報収集を指示。

95/01/17 06 : 30 気象庁，二宮気象庁長官に電話連絡。

95/01/17 06 : 30 陸自中部方面総監部（在伊丹市），災害派遣出動準備（第 3種

非常勤務態勢）を発令。

95/01/17 06 : 30 警察庁，警備課長を長とする地震災害警備対策室を設置。

95/01/17 06 : 35 笹山幸俊・神戸市長，部下の車で神戸市役所に到着。



95/01/17 06 : 35 「阪急伊丹駅倒壊，生き埋めあり」の情報が伊丹市の陸自第36

普通科連隊にもたらされる。要請を待たず独自判断で偵察隊を06:42に派遣。

95/01/17 06 : 45 兵庫県警他府県警に機動隊派遣を要請。

95/01/17 06 : 45 ダイエー本社，地震対策本部設置。

95/01/17 06 : 45 神戸市役所，新庁舎ロビーに災害対策本部を設置。電話設備な

し。見聞情報を収集。

95/01/17 07 : 00 村山富市首相，公邸で秘書官から地震についての報告を聞く。

95/01/17 07 : 00頃，野中自治相（国家公安委員長），警察庁から報告を受け取る。

95/01/17 07 : 00頃，五十嵐官房長官，議員宿舎でテレビや秘書官からの連絡によ

り地震のことを知る。

95/01/17 07 : 00頃，小沢国土庁長官，平常どおり，定例閣議出席のため国立市の

自宅を出る。

95/01/17 07 : 14 陸自・偵察ヘリ，八尾基地から隊長の独自判断で離陸。被災地

上空から状況を撮影（出動要請がなかったため，訓練名目で）。

95/01/17 07 : 30 貝原俊民・兵庫県知事，登庁。長谷川慶太郎『危機管理の鉄

則』は08:30登庁とする（同書末尾viページ。知事は「庁舎から東 3キロの距

離にある官舎で迎えの車を待っていた」とされる）。

95/01/17 07 : 35 陸自第36普通科連隊，連隊長の独自判断で， 42人の隊員を「近

傍災害派遣」として阪急伊丹駅へ出動させる。

95/01/17 07 : 50 石原官房副長官，川崎市の自宅を首相官邸へと出発。官房から

の特別の連絡は無かったという。

95/01/17 07 : 50 空自，防衛庁に指揮所を開設。

95/01/17 08 : 00 消防庁，災害対策連絡室を設置。 1時間後，災害対策本部に格

上げ。

95/01/17 8時すぎ，各テレビ局，ヘリによる現場生中継を開始。

95/01/17 08 : 10 陸自・中部方面総監部，兵庫県に対して電話で自衛隊の災害派

遣出動要請をするよう促す。兵庫県側は「災害状況は不明」と返答するのみ。

95/01/17 08 : 11 海自• 徳島松茂基地の偵察ヘリ，離陸。淡路島へ向かい，被害

状況を写真撮影。しかし，画像情報を東京に伝達する装置がなく，岩国基地へ

の空輸などを経て，情報は14時ごろ防衛庁に届いた。

95/01/17 08 : 20ごろ 在姫路の陸自第 3特科連隊が， NTTの電話回線を使って

県庁の防災係長と連絡をとる。「被害状況を知りたい」と聞いても，県側は

「災害対策本部をつくったばかりで被害状況はわからない」と答えるのみで，

出動要請をしなかったという。

災害派遣の条件としての「被害状況」の定義の仕方，要請方式などに問題が

あることを示唆するやりとりであった。

関
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

五
九

（
七
四
五
）

第3特科連隊は，これよりさき，県庁とのあいだの「防災無線」によって兵

庫県との連絡を試みたが通ぜず。県庁の衛星回線システムの発電機が地震で破

壊され，また緊急自家発電装置のバッテリー容量が小さく，すぐパンクしたた

めであった。

95/01/17 08 : 26 首相，官邸へ。

95/01/17 08 : 30 警察庁，警備局長を長とする災害警備本部を設置。近畿・中国

の応援機動隊員が先発。

95/01/17 08 : 30 海自，防衛庁に指揮所を開設。

95/01/17 08 : 30 陸自・八尾基地に偵察ヘリ帰着。「神戸で20箇所黒煙，淡路家

屋倒壊」などを陸自・中部総監部へ報告。

95/01/17 09 : 00 陸自・幕僚監部，防衛庁に作戦室を開設。非常勤務態勢を発令。

95/01/17 09 : 00 山花貞夫議員らの新民主連合グループ，社会党本部に会派離脱

届を提出。

95/01/17 09 : 20 月例経済報告関係閣僚会議。地震のことは議題とならず。五十

嵐官房長官が小沢国土庁長官に対して即時現地視察に出発を要請したが。国土

庁長官は「今日の予定がある」と逹巡したといわれる。

95/01/17 09 : 30 消防庁，現地連絡本部設置のため担当官を派遣。

95/01/17 09 : 40 笹山神戸市長，貝原兵庫県知事に自衛隊派遣を検討するよう電

話で要請。

95/01/17 10 : 00 貝原兵庫県知事，神戸市を担当する姫路駐屯の陸自第 3特科連

隊に派遣を要請。自治省・消防庁に対しても応援を要請。

95/01/17 10 : 00 第3特科連隊， 215人の隊員をただちに出動させる。 08:30す

でに出動可能の態勢にあった。しかし，渋滞のため，パトカーの先導があった

にもかかわらず50キロの距離を行くのに 3時間かかった。

95/01/17 10 : 00 消防庁が，大阪消防本部，東京消防庁，名古屋，広島の消防局

に対して応援を要請。また防災ヘリ 5機の派遣を決定。当初，消防庁も救助活

動を優先的に考えていたが，のち，消火活動が急務であると判断し， 12時に

なって全国の消防本部に消防車・救急車の応援を指令。

95/01/17 10 : 00 徳島から県警機動隊員が淡路島の被災現場に到着。

95/01/17 10 : 04 定例閣議開催。災害対策基本法にもとづき，国土庁に「平成 7

年 (1995年）兵庫県南部地震非常災害対策本部」（本部長：小沢潔国土庁長官）

の設置を決定。全閣僚から成る地震対策関係閣僚会議の設置を決定。

95/01/17 10 : 10 第3師団と中部方面総監部との防衛マイクロ回線を通しての最

初の連絡。第 3特科連隊につづいて第 3師団隷下の他の連隊も支援に出動へ。

95/01/17 10 : 15 閣議中，警察庁から「死者74人」の報告が届く。

95/01/17 10 : 15 姫路駐屯地から隊員150人が出動。



95/01/17 10 : 39 閣議終了。のち首相，河野副総理・外相，玉沢防衛庁長官，五

十嵐官房長官が残って対策会議。

95/01/17 11 : 00 防衛庁，災害対策本部を設置。

95/01/17 11 : 00 京都府警・機動隊員，兵庫県に到着。

95/01/17 11 : 05 村山首相，予定通り「21世紀地球環境懇話会」に出席。

95/01/17 11 : 15 国土庁，非常災害対策本部を設置。
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95/01/17 11 : 25 国土庁，非常災害対策本部の初会合を開く。

95/01/17 11 : 30 首相，河野外相および武村蔵相と会談。

95/01/17 11 : 30 姫路駐屯の陸自第 3特科連隊などから400人と車両50台が出発。

海自も呉から護衛艦，輸送艦が出発。

95/01/17 午前，イギリスの民間団体「国際救助隊 (IRC)」， 日本政府に対して救

助隊員の派遣を打診。日本政府は謝絶。のち21日にあらためて派遣を要請。 24

日，隊員が神戸に到着。 25日，実際に救助活動に入る。

95/01/17 12 : 00 警視庁のレスキュ一部隊など150人がヘリ 6機で出発。

95/01/17 12 : 06 千葉消防局のヘリが救助隊員 5人を乗せて出発。

95/01/17 12 : 07 政府与党首脳連絡会議。首相，「死者200人」の報告に驚愕。

95/01/17 12 : 30 消防庁長官，神戸を出発。

95/01/17 12 : 45 東京消防庁のレスキュ一部隊，ヘリで出発。

95/01/17 13 : 00 運輸省，国内航空 3社に臨時便運行を指示。

95/01/17 13 : 07 陸自第 2混成団（善通寺），被災地に向けて出発。

95/01/17 13 : 15 モンデール駐日アメリカ大使，河野洋平外相に震災救援を電話

で非公式に打診。

95/01/17 13 : 54 高松市．田辺市，大阪市から60人の消防隊員が救援に出発。

95/01/17 14 : 00 輸送艦「みうら」「さつま」，真水600トンなどを積んで横須賀

を出港。

関
法
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95/01/17 14 : 20 陸自• 第 7普通科連隊（福知山）約700人，救援のため神戸市 ゜に向かう。 七
95/01/17 14 : 30 在日スイス大使館．日本外務省に対して，捜索犬を使用する救 四

助隊派遣について打診。国土庁に連絡。国土庁は「いまは海外からの支援を受 -

け入れる態勢になっていない」と回答。

95/01/17 14 : 38 国土庁長官ら政府視察調査団，空自・輸送機で入間基地を出発。

95/01/17 14 : 45 各都道府県警からの応援部隊は2200人に達す。夕方には2500人。

95/01/17 15 : 00 護衛艦「みねぐも」「なつぐも」「とかち」，輸送艦「ゆら」な
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どが呉・横須賀両港から神戸へ向けて出港。翌日未明までに到着。

95/01/17 15 : 00 警察庁．死者500人突破と発表。

95/01/17 午後 防衛庁，消防庁に対して航空消火の許可と消火剤の引き渡しを求

める。これへの回答は遅れ，翌日18日午前8時になって，消防庁は「空からの

消火を断念する」と回答。

95/01/17 15 : 45 政府の非常災害対策本部が発足。

95/01/17 16 : 00 首相，阪神・淡路大震災対策についての緊急記者会見。「関東

大震災以来の最大の都市型災害」との認識を示す。しかし，新聞の扱いは小さ

く，朝日新聞01/17夕刊の場合，首相の「被害の状況に応じ，万全の対策を講

じてまいる所存であります」という声明と，災害対策本部の設置を報じたが，

ベタ組み扱い。見出しを除けば 1段20行にすぎなかった。

95/01/17 16 : 00 通産省，災害対策本部を設置。

95/01/17 16 : 20 国土庁長官ら．ヘリで被災地を上空から視察。

95/01/17 16 : 30 首相．シャリカシュピリ・アメリカ統合参謀本部議長，

デール大使らと会う。

95/01/17 16 : 52 首相，大田昌秀沖縄県知事と会う。

95/01/17 17 : 00 海上保安庁の巡視船，大阪から神戸に出動。淡路島への救援輸

送に当たる。

95/01/17 17: 00 フランス内務省の災害救助隊．出発準備完了。日本政府からの

派遣要請があったのは20日。到着は21日。

95/01/17 17: 00 陸自．総計1000人を人命救助に投入。防衛庁中央指揮所で被害

状況をまとめた初のリポートを作成。

95/01/17 17 : 30 ダイエーがチャーターした緊急輸送のフェリー，博多港を出港。

95/01/17 18 : 00 警察庁，死者1000人突破と発表。

95/01/17 18 : 00現在で．中部方面総監部は，直轄部隊．通信，ヘリ要員を含めて3300

人を動員。しかし，当日被災地に実際に到着したのは2000人。 3分の 2に達せず。

95/01/17 18 : 20 小沢国土庁長官ら．兵庫県庁に到着。

95/01/17 19 : 50 兵庫県知事．海自・呉地方総監部に災害派遣を要請。

95/01/17 20 : 00 陸自• 第7普通科連隊が神戸に到着，救援活動を開始。

95/01/18 03 : 00 防衛庁，自衛隊員 1万6000人の動員を決定。

95/01/18 03 : 30 兵庫県．食糧庁に対してコメ2300トンの輸送を要請。

95/01/18 早朝，ダイエーのフェリーが大阪港に到着。積載トラックが飲料水．カ

セットコンロなどを陸上輸送，正午ごろ神戸の店舗に到着。

95/01/18 06 : 00 陸自隊員2300人が救助活動に従事。

95/01/18 06 : 00 国道2号線と中国自動車道などを緊急輸送道路に指定。しかし．

渋滞は解消されず。
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95/01/18 07 : 12 神戸市東灘区東部第 2エ区の LPGタンク基地でガス漏れ発生。

周辺3万8000世帯に避難勧告。

95/01/18 08 : 00 海自・補給艦など 7隻，非常食10万食，飲料水620トンを積載

し，呉から神戸へ向けて出発。

95/01/18 08 : 02 首相，ホテルオークラで財界人との朝食会。「官邸主導で全力

をあげて取り組む」と述ぺる。

95/01/18 09 : 46 臨時閣議。施政方針演説を検討。

95/01/18 10 : 00 与党の院内総務会開会。国土庁情報に不満噴出。

95/01/18 10 : 15 在日米軍， 日本政府に対して食糧・毛布の贈与，医療支援，輸

送手段の提供などを提案。ベッド1000をもつ空母の派遣をも打診。日本政府は

即答を避け，検討すると答えるにとどまる。

95/01/18 10 : 57 防衛庁長官，閣議を中座して，被災地視察に向かう。

95/01/18 11 : 00 食糧庁，政府米3000トンの緊急輸送を決定。

95/01/18 11 : 40 首相，クリントン大統領と電話会談。大統領，支援を申し出る。

首相は「必要があればお願いしたい」と答える。 19日朝までに毛布 3万7000枚

を横田基地から輸送することをアメリカに要請。人的支援は要請せず。

95/01/18 11 : 40 海自•徳島航空隊，救援用の食糧 1 万3000食を神戸市の海自阪

神基地隊に輸送。

95/01/18 11 : 53 首相，「世界青年の船」乗船者と会う。

95/01/18 12 : 33 震災対策に関する 3党首会談。

95/01/18 13 : 00 警察庁，死者2000人突破と発表。

95/01/18 13 : 00 陸自5200人とヘリ 65機が救助活動・物資輸送に従事。

95/01/18 14 : 33 首相，報道各社の論説委員と懇談。

95/01/18 16 : 00 大阪・岡山などの食糧事務所から救援米を積んだトラックが出

発。

95/01/18 17 : 00 

95/01/18 17 : 12 

視察報告。

95/01/18 17 : 20 静岡県，応急危険度判定士25人の派遣を決定。

95/01/18 18 : 00 神戸市長田区の大火が自然鎮火に向う。焼失面積約100ヘク

タール。

95/01/18 18 : 00 国土庁，外務省にスイスの行方不明者捜索専門チームの派遣を

要請したいと連絡。外務省はスイス大使館に連絡。

95/01/18 18 : 00 全国環境衛生整備事業共同組合理事会からのバキュームカー30

台が神戸市に到着。仮設トイレのし尿処理応援。

95/01/18 18 : 31 官邸で，兵庫県南部地裳対策関係閣僚会議。首相，非常食・飲

首相，金泳三韓国大統領と電話会談。

小沢国土庁長官・野中自治相・玉沢防衛庁長官が，村山首相に
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料水・毛布の供給確保など 8項目を指示。

95/01/18 19 : 00 厚生省， 15項目の緊急対策を発表。

95/01/18 19 : 00 救助活動の自衛隊員9500人に。

95/01/18 21 : 00 兵庫県知事，空自に救援派遣を要請。

95/01/18 深夜，緊急輸送第 1陣のコメ460トンが神戸市内の米卸業者倉庫に到着。

95/01/18 関西汽船の「さんふらわあ」，「にしき」， NTTの復旧作業車・人員を，

大阪南港から神戸摩耶埠頭まで輸送。

95/01/18 境ガ浜マリン・アンド・クルーズの「サウンズ・オブ・セト」，境ガ浜

から神戸へ物資輸送。のち，淡路島津名港で被災者宿泊・入浴施設に。

95/01/31まで。

95/01/19 03 : 00 群馬県警の機動隊員70人，炊き出し可能のキチン車など車両 7

台で前橋市を出発。

95/01/19 03 : 05 死者3000人突破。

95/01/19 05 : 30 神奈川県警の機動隊員約400人， レスキュー車，投光車，キチ

ン車など車両45台に分乗して横浜市を出発。

95/01/19 06 : 30 国道 2号線の 1車線を緊急車両専用に指定。警官600人，白バ

イ57台を配備して規制。結果，緊急車両の目的地までの所要時間は 1時間半

ないし 2時間に短縮された。

95/01/19 08 : 00 兵庫県公安委員会，災害対策基本法にもとづき，国道 2号線な

どの一般車両通行禁止を布告。

95/01/19 10 : 57 首相，土井衆議院議長らとともに，羽田空港から自衛隊機で被

災地へ向う。

95/01/19 11 : 30 スイスの捜索専門チーム25人， 12匹の捜索犬をともなって被災

地に到着。行方不明者 1人を発見したがまもなく死亡。 17遺体を発見。

95/01/19 11 : 32 首相らが大阪空港に到着。

95/01/19 11 : 50 首相，政府専用ヘリで被災地を上空から視察。

95/01/19 昼頃 貝原兵庫県知事と笹山神戸市長，知事の要請で擬災後初めて会談。

場所は県庁会議室。県警本部長を交えて避難所・医療対策．がれき処理などに

ついて意見交換。時間は 2, 30分間。

95/01/19 12 : 30 海自・応援部隊，呉からヘリで神戸へ出発。

95/01/19 12 : 59 首相，神戸市の王子陸上競技場に到着。現地を視察して「想像

を絶する」と感想を述べる。

95/01/19 13 : 33 首相，神戸市立西市民病院を視察。

95/01/19 13 : 56 首相，神戸市立蓮池小学校を視察。

95/01/19 14 : 00 警察庁長官，定例記者会見で「救助活動を 1万人体制とする」

と発表。



95/01/19 14 : 15 運輸省，食糧などの救援物資を関西国際空港に集積して海路で

神戸港に運ぶ輸送体制をとると発表。

95/01/19 14 : 41 首相，神戸市役所を視察。

95/01/19 15 : 00 首相，兵庫県公館を訪れ，貝原兵庫県知事・笹山神戸市長と会

談。

95/01/19 15 : 00 

は反論。

95/01/19 15 : 03 貝原知事．首相に復旧支援の緊急要望書を手渡す。

95/01/19 15 : 40 首相．兵庫県庁で記者会見。復興のための新規立法の検討と補

正予算案編成の意向を示す。

95/01/19 16 : 00 警察庁，被災者に関する安否照会のフリーダイヤルを開設。

95/01/19 16 : 21 首相，陸自第3師団指揮所に到着。

95/01/19 16 : 57 首相，大阪空港に到着。

95/01/19 18 : 00 救助・給水活動の自衛隊員数が 1万3000人に達する。飲料水

2300トンを神戸市に陸揚げ。

95/01/19 18 : 30 首相，羽田空港着。

95/01/19 20 : 00 災害対策基本法にもとづき，神戸に入る国道2号線などの一般

車両通行禁止を決定。

95/01/19 20 : 02 首相，地震対策関係閣僚会議を格上げした緊急対策本部に出席

（初会合）。兵庫県に政府の現地対策本部を設置することを決定。

95/01/19 21 : 00 亀井運輸相，ヘリを使った緊急輸送体制の整備を幹部職員に指

示。

95/01/19 23 : 45 警察庁，死者4000人突破と発表。

95/01/19 徳島高速船の「マリンシャトル」．物資・人員を徳島から神戸新港第 2

突堤へ輸送。 01/22まで。

95/01/19 瀬戸内観光汽船の「ひなせ丸」．岡山日生港から西宮港へ物資・人員を

輸送。

95/01/19 両備汽船の「プリンセス・オリープ」, NHKの報道関係者を 1日3便，

大阪一神戸間輸送。 02/28まで。

95/01/19 海上保安庁の消防船「かいりゅう」，

災を消火。

95/01/19? 日本内航海運組合総連合会，救援物資の無科運送を決定。

95/01/19? 日本郵船，大阪商船三井船舶．川崎汽船，海外からの救援物資の無料輸

送を決定。

95/01/20 09 : 00 

95/01/20 10 : 00 

石原官房副長官，自衛隊出動の初動対応の遅れを批判。防衛庁

ポートアイランド北埠頭の倉庫火
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閣議。

玉沢防衛庁長官，初動対応の遅れなどの「反省点は今後に生か
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したい」と自衛隊法の見直しを示唆。

95/01/20 10 : 30 厚生省，災害対策本部を開いたが，医療機関の被災状況につい

ての情報不足を痛感。

95/01/20 午前，衆議院本会議での緊急質疑に対して，首相は「なにぶん初めての

経験でもあり，早朝の出来事なので，多少の混乱があった」と答弁。

95/01/20 12 : 00すぎ 首相，災害対策基本法第8章「災害緊急事態」にもとづく

「緊急災害対策本部」の早期設置を記者団に示唆したが，のち前言を取り消し，

「兵庫県南部地震緊急対策本部」（本部長：村山首相）が設置されることに

なった。

95/01/20 第132回国会開会。「地霙国会」といわれる。

95/01/20 13 : 00 活動中の自衛隊員が 1万6000人に達する。

95/01/20 13 : 30 小里貞利・北海道・沖縄開発庁長官を震災担当相に任命。小沢

潔・国土庁長官に北海道・沖縄開発庁長官を兼務させる。小沢長官は実質的に

震災担当を解任。

95/01/20 14 : 03 首相，国会で施政方針演説。

95/01/20 16 : 00 運輸省，鉄道施設耐震構造検討委員会を緊急設置し，高架橋な

どの耐震設計について検討を開始。

95/01/20 日本クルーズ客船の「おりえんと・びいなす」，救援救護関係者の臨時

宿泊船に。神戸新港第4突堤西側に停泊。 95/01/31まで。

95/01/20 両備運輸の「鄭和」号，関西電カ・近畿電力の復旧作業員の臨時宿泊船

に。神戸新港第 5突堤に停泊。 95/02/15まで。

95/01/20 関西汽船の「さんふらわあ」号，「にしき」号， NTTの復旧作業車・

人員を大阪南港から神戸摩耶埠頭まで輸送。物資積載トラックを大阪南港から

東播磨港へ輸送。

95/01/20 海上保安庁測量船「海洋」，明石海峡周辺海域の海底調査により，新た

な海底断層を確認。

95/01/21 16 : 06 首相，兵庫県南部地震緊急対策本部に出席。

95/01/21 両備運輸の「御座船備州」号，関西電カ・近畿電力の復旧作業員の臨時

宿泊船に。神戸新港第 5突堤に停泊。 95/02/15まで。

95/01/22 17 : 01 首相，兵庫県南部地震緊急対策本部に出席。政府は阪神・淡路

大震災の初期対応が混乱したことの反省を踏まえて，地震災害などの非常時に

権限を首相官邸に集中させる官邸機能強化の方策についての検討を開始。

95/01/22 被災地神戸市などに震災後はじめて雨が降り，土砂崩れやがけ崩れが相

次いだ。事前に48カ所，約6600人を対象に避難勧告がなされ，けが人などはな

かった。

95/01/22 夕方，フランス人医師ら 9人が神戸市に到着。日本の医師免許をもって



いないとの理由で神戸市当局は厚生省の指示を仰ぐ。翌日，午後，厚生省から

「緊急避難的行為として認め得るものと考える」との回答が届く。

95/01/22 海上保安庁の巡視船「みずほ」，医療関係者の臨時宿泊船に。

95/01/23 厚生省，現地対策本部を設置。

95/01/23 東京株式市場，海外投資家からの震災を材料とした売り注文殺到。平均

株価1000円急落。ほぼ1年ぶりに 1万8000円台を割り込む。

95/01/23 運輸省， JR西日本，阪神電鉄など鉄道11社の被害復旧費用の見込み額

が合計で4120億円に登ると発表。

95/01/23 18 : 45 警察庁，震災による死者5002人と発表。

95/01/23 練習船「銀河丸」「北斗丸」「海王丸」，順次，神戸沖に停泊して，被災

者に食事を提供。 95/01/31まで。

95/01/24 政府，被災者救済，復旧を財政的に支援するため，阪神・淡路大震災を

激甚災害に指定（災害対策基本法第97-99条）。

95/01/24 厚生省派遣の医療チーム第 1陣，被災地に到着。

95/01/24 加藤汽船ほか，「こんぴら 2」, 「りつりん 2」などを被災者入浴施設と

して開放。東神戸フェリー埠頭。 95/01/31まで。

95/01/25 国立大学協会，被災生徒のためにD日程入試実施を国立大学に求めるこ

とを決定。

95/01/25 首相，国土庁防災局，消防庁消防課を訪れ，職員を激励。

95/01/26 首相，兵庫県南部地震緊急対策本部に出席。政府，復興を一元的に進め

るための新たな組織設立の方針を決定。

95/01/27 政府，復興のための特別立法の検討作業に入る。

95/01/28 自衛隊と警察による行方不明者の一斉捜索。

95/01/30 政府，非常事態発生時の被害状況把握に当たる新組織を設置することを

決定。石原官房副長官が取りまとめ役。関係官庁のプロジェクト・チームが発

足 (31日）。首相官邸の情報機能の強化が中心。

95/01/30 JR山陽線が全通。震災後はじめて神戸市中心部に電車が乗り入れ。

95/01/30 ダイエー，当初予想の120億円の黒字から震災の影響で260億円の赤字に

転落という見通しを発表。

95/01/31 新日本海フェリーの「フェリーすずらん」，被災者の臨時宿泊船に。尼

崎西宮芦屋港に停泊。 95/02/28まで。

95/01/31 建設株中心に震災関連株，大商い。出来高 8億3866万株。
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1995年 2月

95/02/01 18 : 15 首相，

ンデール大使と会見。

ウイット連邦緊急事態管理庁 (FEMA)長官およびモ
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95/02/01 商船三井客船の「新さくら丸」，救援救難関係者の臨時宿泊船に。神戸

新港第 4突堤西側に停泊。 95/02/16まで。

95/02/01 新日本海フェリーの「ニューしらゆり」，救援救難関係者の臨時宿泊船

に。神戸新港第 4突堤西側に停泊。 95/02/28まで。

95/02/03 政府，震災で借地・借家を失った人の権利保護のため，「り災都市借地

借家臨時処理法」を兵庫県と大阪府の33市町村に適用する政令を閣議決定。

95/02/03 日本原発の使用済核燃料を再処理して残った廃棄物を積載した英国船

「パシフィック・ピンテール」が，フランスのシェルプール港を出航。

95/02/05 関西汽船の「くるしま 7」，被災者のための臨時宿泊船に。大阪港に停

泊。 95/03/04まで。

95/02/07 気象庁，阪神・淡路大震災で震度 7の地帯は，淡路北部，神戸市須磨区

から西宮市にかけて長さ約20キロ，幅約 1キロで帯状にひろがっていたと発表。

95/02/08 首相，兵庫県南部地霙緊急対策本部に出席。

95/02/08 コロンビア西部でマグニチュード6.4の地霙。死者38人。

95/02/10 政府，阪神・淡路大震災の復興計画について首相に進言する諮問機関

「阪神・淡路復興委員会」を設置する政令を閣議決定。委員は 7人。

95/02/10 住友ゴム，神戸工場を閉鎖すると発表。

95/02/13 阪急電鉄労組，阪神電鉄に続いて私鉄中央集団労使交渉（春闘方式）か

ら離脱することを決定。霙災対策を優先させるため。

95/02/13 日本クルーズ客船の「ニューゆうとぴあ」，大阪ガス復旧作業員の臨時

宿泊船に。神戸港に停泊。 95/03/02まで。

95/02/16 政府，阪神・淡路大震災の被害概算額を 9兆6000億円と発表。全国資産

額の0.8%に相当。

95/02/16 18 : 05 阪神・淡路復興委員会，初会合。辞令交付。委員長に下河辺

淳・東京海上研究所理事長を選出。同委員会の特別顧問には後藤田正晴・元副

総理と平岩外四・経団連名誉会長が就任 (17日）。

95/02/16 19 : 02 首相，兵庫県南部地震緊急対策本部に出席。

95/02/16 阪神・淡路大震災の被害を受けたスーパー最大手のダイエーは，九州，

首都圏，三重県の不採算店舗10を28日に閉鎖すると発表。

95/02/17 政府，阪神・淡路大震災の被災者救済や復興のため税の減免措置などを

定めた震災対策関連の 5法案を国会に提出。政府は，さらに，きたる24日の閣

議で，追加 5法案と 1兆223億円にのぼる平成 6年度補正予算案を決定し，国

会に提出する方針を確認した。

95/02/17 選抜高校野球臨時運営委員会，大会開催を決定。

95/02/22 中川大阪府知事，再出馬断念を府議会で表明。

95/02/24 石原信雄氏，官房副長官を辞任。東京都知事選挙に立候補のため。後任，



吉川・前厚生省事務次官。

95/02/25 阪神・淡路復興対策本部，第 1回会合

95/02/28 阪神・淡路復興委員会第 1次提言

提言 1.復興対策の計画

・復興10カ年計画を早急に

•学識経験者・住民の意見を尊重すること

・政府は復興事業予算の透明性および執行の弾力性を確保すること

提言 2. 最も緊急を要する住宅の復興

• 3カ年で10万戸を建設すること

・低所得の人々，職を失っている人々，高齢の要介護者，障害のある人々の入居

条件に特別の措置を講ずること

・輸入品など資材の低価格調達を行なうこと

•失業者に雁用機会を与えること

提言 3. がれきの除去・倒壊家屋の処理

•鉄・アルミは復興事業にリサイクルし，コンクリートは破砕し港湾整備に活用

すること

1995年3月

95/03/05 13 : 53 村山首相，神戸文化ホールでの阪神・淡路大震災犠牲者神戸市

合同慰霊祭に参列。のち市立御影小学校で被災者やボランティアを激励。仮設

住宅，がれき集積場，神戸港第 1突堤などを視察。

95/03/08 円高， 90円を突破。政府，緊急対策会議を開催， G7との協調市場介入

強化の方針を確認。

95/03/10 阪神・淡路復興委員会第 2次提言

提言 4. まちづくり

・地元の人々の理解と協力のもとに，土地区画，市街地再開発，住宅市街地総合

整備，都市防災不燃化促進等の都市計画事業を慎重かつ大胆に実施すること

•土地信託，建築協定，地主共同組合，協働まちづくりなど多様な方式を活用し

て地元の人々の協カ・話合いによる地区の協定によるまちづくりを

・パソコン通信・インターネット等を活用して地元の人々にまちづくり情報を積

極的に提供すること

•夏季を迎えるに当たり，被災市街地の生ごみ，

ずること

提言 5.神戸港の復興

・復興に時間と費用を要することにより神戸港の空洞化が懸念されるので，特別

整備事業を緊急に実施すること

し尿処理にきめ細かな措置を講
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•六甲アイランド沖合に延長1000メートルの仮設桟橋埠頭を数力月中に緊急整備

すること

•上海・長江流域経済圏と阪神経済圏の交易を図るための港区を設置し，中国人

街を想定する

95/03/11 首相，国連社会開発サミットに出席。阪神・淡路大震災にさいしての各

国の支援に感謝し，「アジア防災会議」の開催を提唱。

95/03/23 阪神・淡路復興委員会第 3次提言

提言 6.雇用確保

•起業家を支援して，経済復興に新しい局面を創出すること

•産学間の協力により国際的知識集約型の経済構造を構築すること

• 5万人程度に失業給付をする準備を整えること

提言 7.健康・医療・福祉サービスの正常化

• 100日をめどとして平常時における生活体制への移行を目指すこと

・被災によるこころの痛みに対処すること

•市民の栄養摂取を指導すること

95/03/26 警視庁，上九一色村のオウム教団関連施設を殺人予備罪容疑に切り替え

て捜索。

95/03/30 国松孝次・警察長官，自宅前で狙撃されて重傷。

95/03/31 円， 86円台に突入。

1995年4月

95/04/08 山陽新幹線,81日ぶりに全線復旧（高架橋が8箇所落下していた）。

95/04/09 東京都，大阪府に無党派知事誕生。青島幸男，横山ノック（山田勇）両

氏が当選。ともにタレント出身の前参議院議員。官僚OB候補らを大差で破る。

石原信雄候補（前官房副長官）は東京都知事選挙で落選。

95/04/14 警察，全国のオウム教団関係約120施設を殺人予備容疑などで捜索。

95/04/19 「サリン等による人身被害防止法」成立。 JR横浜駅周辺で，あいつい

で刺激臭。

95/04/19 アメリカ・オクラホマで爆破テロ。 60人以上が死亡。犯人は21日に逮捕。

95/04/25 核廃棄物輸送船「パシフィック・ピンテール」，青森県六ケ所村のむつ

小川原港に到着。木村守男・青森県知事は接岸を一時拒否。科学技術庁は「知

事の了解なくして青森県を最終処理地にできないし，またしない」との田中科

学技術庁長官名確認文書を知事に提出し，知事はこれを了承。 26日入港。

95/04/26 青島東京都知事，来年3月開催予定の都市博中止を決断。



1995年5月

95/05/15 地方分権推進法が成立。

95/05/15 中国，地下核実験。通算42回目。日本政府は正式抗議。

95/05/16 麻原彰晃オウム真理教代表，逮捕さる。

95/05/16 青島東京都知事宛の郵便物が爆発，開封した職貝が重傷。

関
法

第
95/05/19 平成 7年度第 1次補正予算成立。緊急円高対策，阪神・淡路大震災復 四

旧・復興対策，全国防災対策が柱。歳出総額は 2兆7261億円。 巻
七， 95/05/22 阪神・淡路復興委員会第 5次提言

提言 8.復興10カ年計画の基本的考え

・県，市，町がそれぞれに主体的に実現可能性のあるものとして策定する

95/05/22 建設省，長良川河口堰の本格運用開始を発表。

95/05/23 北海道空知地方でマグニチュード5.6の地簾。最大霙度 5。土木学会が

直下型地震を考慮した耐霙基準を設定することを提言。

95/05/25 火山噴火予知連絡会，長崎県雲仙・普賢岳の噴火活動がほぼ停止状態と

の統一見解を発表。

95/05/28 ロシア・サハリン北部でマグニチュード7.5の直下型地震。石池採掘の

町ネフチェゴルスクを中心に死者1026人，行方不明926人 (06/03ロシア非常事

態省発表）。

95/05/30 総務庁・労働力調査速報によると， 4月の完全失業率は3.2%で， 1953

年以来最悪。円高，阪神・淡路大震災の影響。

95/05/31 ロシア・サハリン北部地擬に関して，エリツィン大統領は日本の援助を

拒否と表明。

95/05/31 青島東京都知事，都市博の中止を正式決定。

1995年6月

95/06/02 兵庫県議選，神戸市議選が告示された。投・開票は11日。

95/06/06 麻原彰晃オウム真理教代表らを，地下鉄サリン事件にかかわる殺人・殺

人未遂罪などで起訴。

95/06/11 北村春江・芦屋市長，再選。

95/06/12 阪神・淡路復興委員会第 6次提言

提言 9.都市復興の基本的考え方

•都市防災のモデル事業として，ライフラインのネットワークを整備すること

・緑の回廊を整備すること

95/06/13 フランス政府，南太平洋・ムルロア環礁で核実験を 9月から再開と発表。

95/06/19 阪神・淡路復興委貝会第 7次提言

提言10. 交通・情報通信
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・神戸港の国際競争力回復を図るため，港湾料金の見直しを行なうこと

・情報通信ネットワークを構築し，マルチメデイア社会の基盤整備を促進するこ

と

・情報弱者（高齢者など）にとっての利便性の確保に努めること

95/06/21 羽田発函館行きの全日空機，ハイジャックされる。犯人，麻原・オウム

真理教代表の釈放を要求。

95/06/22 未明，ハイジャックされた全日空機に警官が突入，犯人を逮捕。

1995年 7月

95/07/03 東京証券市場，平均株価 1万4000円台。

95/07/04 新宿駅・茅場町駅で青酸発生装置を発見。

95/07/11 日銀，震災被災地の金融機関に総額5000億円の特別融資を決定したと発

表。

95/07/12 震災復旧での大手総合建設会社（ゼネコン）談合が発覚。阪神高速神戸

線・湾岸線の復旧工事入札をめぐって。

95/07/15 円安ドル高進む。 99円台。

95/07/16 東証平均株価 1万8000円台に回復。

95/07/18 中央防災会議，新しい防災基本計画を策定。

95/07/23 参議院選挙，投票率は過去最低の44.52%。村山内閣に厳しい評価。与

党，かろうじて改選過半数を確保。新進党は40議席を獲得，倍増。

1995年 8月

95/08/28 河野自民党総裁，次期総裁選に不出馬を表明。

七

（
七
五
七
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1995年9月

95/09/05 フランス，核実験を強行。

95/09/12 三菱地所，ロックフェラー・センターを手放す。

95/09/13 円，続落。 103円台に。

95/09/14 住専 8社の不良債権は 8兆4000億円。

95/09/19 神戸を本拠地とするオリックスがパシフィック・リーグで初優勝。

95/09/20 政府，事業規模総額14兆2200億円の経済対策を決定。

95/09/21 クリントン大統領，沖縄での米兵による小学生女子生徒に対する暴行事

件で遺憾の意を表明。

95/09/22 自民党第17代総裁に橋本龍太郎氏。

95/09/26 大和銀行，ニューヨーク支店の国債投資失敗で1100億円の損失を蒙った

と発表。



95/09/28 

95/09/29 

大田沖縄県知事，米軍用地の更新手続拒否を表明。

アメリカ政府，包括通商法スーパー301条の 2年間延長を発表。

那覇地検．米兵3人を婦女暴行致倦罪などで起訴。

1995年10月

95/10/10 阪神・淡路復興委員会第 8次提言（最終）

提言11.復興特定事業の選定と実施

・上海長江交易促進プロジェクト

・ヘルスケア・パーク・プロジェクト (WHO,woeを設置し，ヘルスケア・

パークを整備する）

•新産業構造形成プロジェクト

•阪神・淡路大簑災記念プロジェクト

95/10/18 奄美大島付近で震度 5の地震。

95/10/19 宝珠山昇防衛施設庁長官を更迭。

95/10/30 東京地検，オウム真理教に解散命令。教団，東京高裁に即時抗告。

1995年11月

95/11/16 A P EC大阪会議 (19日まで）。

95/11/27 大手銀行の不良債権， 23兆8000億円。

95/11/28 閣議，新防衛計画大綱を決定。防衛任務の他に，大規模災害への対応，

PKOへの参加を明記。

95/11/29 経済審議会が新6カ年計画を答申。

95/11/29 気象庁，来年度から震度等級を46年ぶりに変更。①体感でなく震度計を

使って震度を決める，②霙度 7を計測・速報する，③震度 5,6を強弱の 2段

階に分ける，など。

1995年12月

95/12/01 災害対策基本法および大規模地震対策特別措置法の改正法案，参議院で

可決，成立。災害対策基本法の主な改正点は次の 4点。

(1) 災害が著しく異常かつ激甚な場合は，災害緊急事態の布告をせずに，全閣僚

による緊急災害対策本部を設置できる。

(2) 災害現場では自衛官に警戒区域設定や土地・建物の一時使用などの権限を認

める。

(3) 県知事のもつ自衛隊出動要請権を市町村長にも事実上認める。

(4) 国会閉会中でも海外からの支援受け入れに必要な政令を制定できる。

95/12/08 高速増殖炉原型炉「もんじゅ」（敦賀市）で冷却用液体ナトリウムが漏

関
法
第
四
七
巻
第
五
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五
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れる。手動で原子炉を停止した。

95/12/08 改正宗教法人法成立。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

1996年1月

96/01/05 村山首相，退陣を表明。

96/01/11 橋本龍太郎内閣，発足。官房長官：梶山静六氏，副総理・蔵相久保亘氏，

経済企画庁長官：田中秀征氏。

96/01/16 社会党委員長に村山前首相再選。

96/01/17 阪神・淡路大震災から 1年。なお仮設住宅で約10万人が生活。

96/01/19 社会党，第64回定期大会で党名を社会民主党と改称。

七

（
七
五
九
）



第
5
回
（
一
月
二
六
日
）

3
 

2
 

ー
A 

政
府
対
応
組
織
と
立
法
措
置

政
府
対
応
組
織

非
常
災
害
対
策
本
部
等

第
1
回
（
一
月
一
七
日
）

政
府
調
査
団
の
派
遣
（
一
月
一
七
日
ー
一
八
日
）

第
2
回
（
一
月
一
八
日
）

第
3
回
（
一
月
二
三
日
）

地
震
対
策
関
係
閣
僚
会
議
（
一
月
一
八
日
）

緊
急
対
策
本
部
（
一
月
一
九
日
閣
議
決
定
に
よ
り
設
置
。
四
月
二
八
日
閣
議
決
定
に
よ
り
廃
止
）

第
1
回
（
一
月
一
九
日
）

第
2
回
（
一
月
ニ
―
日
）

第
3
回
（
一
月
二
二
日
）

第
4
回
（
一
月
二
四
日
）

第
6
回
（
一
月
二
九
日
）

第
7
回
（
二
月
二
日
）

第
8
回
（
二
月
八
日
）

第
9
回
（
二
月
一
七
日
）

資
料
2

財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
案

行
方
不
明
者
の
救
出
、
早
期
消
火
等
一
七
項
目
を
決
定

被
災
者
救
助
態
勢
の
整
備
、
医
療
物
資
・
医
者
の
確
保
な
ど
の
緊
急
対
策

現
地
対
策
本
部
の
設
置
、
医
療
、
食
料
、
緊
急
輸
送

住
宅
対
策
等
、
医
療
対
策
、
ト
イ
レ
、
ご
み
処
理
対
策

交
通
問
題
、
教
育
問
題

住
宅
対
策
、
物
価
対
策

住
宅
対
策
、
雇
用
対
策

応
急
仮
設
住
宅
等

住
宅
対
策
の
強
化
、
医
療
体
制
の
充
実

本
部
の
設
置
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
緊
急
輸
送
強
化

分
野
別
の
非
常
災
害
対
策
の
推
進

関
法
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国
土
庁
長
官
を
団
長
と
す
る
一
五
省
庁
で
構
成

被
害
の
把
握
、
行
方
不
明
者
の
救
出
、
早
期
応
急
復
旧
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第
1
回
会
合
（
一
月
三
一
日
）

7

災
害
即
応
体
制
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

第
2
回
会
合
（
一
月
三
0
日
）
地
元
か
ら
の
要
望
聴
取
、
意
見
交
換

第
1
回
会
合
（
一
月
二
七
日
）

6

復
興
対
策
緊
急
立
法
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

本
会
議
（
七
月
一
八
日
）

防
災
基
本
計
画
の
改
訂

第
2
回
会
合
（
二
月
―
―
―
日
）

今
後
の
検
討
の
進
め
方

災
害
緊
急
事
態
発
生
時
の
即
応
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

情
報
連
絡
体
制
の
整
備
に
関
す
る
当
面
の
措
置
に
つ
い
て

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

基
本
計
画
専
門
委
員
会
第
2
回
会
合
（
三
月
一
九
日
）
地
元
か
ら
の
意
見
聴
取

基
本
計
画
専
門
委
員
会
第
1
回
会
合
（
二
月
九
日
）

今
後
の
検
討
方
向

本
会
議
（
一
月
二
六
日
）
防
災
基
本
計
画
の
改
訂
に
つ
い
て

5
 
中
央
防
災
会
議

関
西
復
興
サ
ミ
ッ
ト
（
六
月
九
日
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
被
災
者
の
方
々
と
語
る
会
（
三
月
一
六
日
）

国
土
庁
内
に
小
里
大
臣
特
命
室
を
設
置
（
一
月
二
三
日
）

4
兵
庫
県
南
部
地
震
対
策
担
当
大
臣
（
小
里
大
臣
）

第
10
回
（
三
月
一
七
日
）

当
面
の
震
災
対
策

兵
庫
県
南
部
地
震
対
策
担
当
大
臣
の
任
命
（
一
月
二

0
日）

現
地
視
察
~
一
月
（
三
回
、
四
日
）
、
二
月
（
四
回
、
四
日
）
、
三
月
（
三
回
、
三
日
）
、
四
月
二0日

税
及
び
不
動
産
に
関
わ
る
震
災
関
連
法
律
及
び
住
宅
施
策
の
合
同
説
明
会
（
四
月
ニ
一
日
）

七
五
（
七
六



8
 第

9
回
会
合
（
六
月
一
九
日
）

第
8
回
会
合
（
六
月
＿
二
日
）

意
見
（
緊
急
を
要
す
る
三
課
題
他
~
興
住
宅
、
が
れ
き
、
神
戸
港
）

ヒ
ア
リ
ン
グ
（
四
月
一
七
日
）
提
言
に
対
す
る
取
組
状
況

提
言
（
復
興
計
画
、
住
宅
、
が
れ
き
）

第
1
回
会
合
（
二
月
一
六
日
）
特
定
課
題
選
定
（
復
興
計
画
、
住
宅
問
題
、
が
れ
き
対
策
）

，
 

第
3
回
会
合
（
二
月
一
七
日
）

阪
神
・
淡
路
復
興
対
策
本
部

第
1
回
会
合
（
二
月
二
五
日
）

第
2
回
会
合
（
三
月
七
日
）

第
3
回
会
合
（
四
月
二
八
日
）

第
4
回
会
合
（
七
月
二
八
日
）

第
5
回
会
合

(
1
0
月
一
＝
日
）

震
災
関
係
の
税
制
上
の
対
応
等

平
成
七
年
度
第
二
次
補
正
予
算
に
お
け
る
阪
神
・
淡
路
大
裳
災
復
興
関
連
事
業
経
費
に
つ
い
て

阪
神
・
淡
路
復
興
委
員
会
（
二
月
一

0
日
閣
議
決
定
、
二
月
一
五
日
公
布
）

第
2
回
会
合
（
二
月
二
四
日
）

第
3
回
会
合
（
二
月
二
八
日
）

第
4
回
会
合
（
三
月
一

0
日）

第
5
回
会
合
（
三
月
二
三
日
）

第
6
回
会
合
（
四
月
二
四
日
）

第
7
回
会
合
（
五
月
二
二
日
）

特
定
課
題
選
定
（
経
済
復
興
・
雇
用
、
神
戸
港
、
、
街
づ
く
り
方
策
）

神
戸
現
地
意
見
交
換

提
言
（
ま
ち
づ
く
り
方
策
、
神
戸
港
の
復
興
）
。
特
定
課
題
選
定
（
健
康
と
福
祉
）

提
言
（
経
済
復
興
・
雇
用
、
健
康
と
福
祉
）

提
言
（
復
興
一

0
箇
年
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方
）

提
言
（
都
市
復
興
）

提
言
（
総
合
交
通
・
情
報
通
信
体
系
）

阪
神
・
淡
路
地
域
の
復
興
に
向
け
て
の
取
組
方
針

復
旧
、
復
興
に
向
け
て
の
考
え
方
と
当
面
講
ず
ぺ
き
施
策

情
報
収
集
体
制
の
強
化
と
情
報
連
絡
体
制
の
当
面
の
措
置
に
つ
い
て

関
法
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B

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
関
連
す
る
立
法
措
置

防
災
問
題
懇
談
会

第
1
回
会
合
（
四
月
一

0
日）

第

2
回
会
合
（
四
月
二
七
日
）

第
3
回
会
合
（
五
月
三
一
日
）

第
5
回
会
合
（
七
月
―
―
一
日
）

第

6
回
会
合
（
九
月
八
日
）

提
言
提
出
（
九
月
―
一
日
）

第
4
回
会
合
（
六
月
一
五
日
）

第

14
回
会
合

(
1
0
月
三

0
日）

国
の
災
害
対
応
体
制
の
在
り
方

災
害
情
報
の
収
集
及
び
伝
達
体
制
の
在
り
方
、
消
防
・
救
急
・
警
察
・
医
療
・
自
衛
隊
等
に
係
る
緊
急
即
応
体
制

及
び
広
域
連
携
の
在
り
方
、
避
難
者
の
生
活
確
保
に
関
す
る
支
援
体
制
及
び
広
域
連
携
の
在
り
方

外
国
か
ら
の
支
援
申
し
出
に
対
す
る
対
応
の
在
り
方
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
物
資
援
助
等
民
間
協
力
の
活
用
と
行
政

の
支
援
、
防
災
基
盤
・
施
設
整
備
等
、
防
災
問
題
懇
談
会
提
言
案
骨
子
案

防
災
問
題
懇
談
会
提
言
案

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
二
月
二

0
日
公
布
）
、
災
害
被
害
者
に
対
す
る
租
税
の
減
免
、
徴
収
猶
予
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

検
討
項
目

今
後
の
進
め
方

10 

委
員
会
報
告
と
委
員
長
談
話

第

13
回
会
合

(
1
0
月一

0
日）

提
言
（
復
興
特
定
事
業
の
選
定
と
実
施
）

第

12
回
会
合
（
九
月
五
日
）
意
見
（
長
期
ピ
ジ
ョ
ン
等
に
つ
い
て
）

第
11
回
会
合
（
八
月
二
八
日
）
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
等
に
つ
い
て
意
見
交
換

第
10
回
会
合
（
七
月
一
八
日
）
意
見
（
復
興
一

0
箇
年
計
画
に
つ
い
て
）

ヒ
ア
リ
ン
グ
（
七
月
一

0
日
）
復
興
一

0
箇
年
計
画
に
つ
い
て

七
七
（
七
六
三
）



引
用
・
参
考
文
献

る
法
律
（
二
月
二

0
日
公
布
）
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
二
月
二

0
日
公
布
）
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
復
興
の
基
本
方
針
及
び
組
織
に
関
す
る
法
律
（
二
月
二
四
日
公
布
）
、
被
災
市
街
地
復
興
特
別
措
置
法
（
二
月
二
六
日
公
布
）
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
（
三
月
一
日
公
布
）
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
平

成
六
年
度
に
お
け
る
公
債
の
発
行
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
三
月
一
日
公
布
）
、
平
成
六
年
度
分
の
地
方
交
付
税
の
総
額
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律

（
三
月
一
日
公
布
）
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
伴
う
許
可
等
の
有
効
期
間
の
延
長
等
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
（
三
月
一
日
公
布
）
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

受
け
た
地
域
に
お
け
る
被
災
失
業
者
の
公
共
事
業
へ
の
就
労
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
三
月
一
日
公
布
）
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
伴
う
地
方
公
共

団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
期
日
等
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
三
月
一
三
日
公
布
）
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
伴
う
民
事
調
停
法
に
よ
る
調

停
の
申
立
て
の
手
数
料
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
三
月
一
七
日
公
布
）
、
阪
神
・
淡
路
大
霙
災
に
伴
う
法
人
の
破
産
宣
告
及
び
会
社
の
最
低
資
本
金
の
制

限
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
三
月
二
四
日
公
布
）
、
被
災
区
分
所
有
建
物
の
再
建
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
三
月
二
四
日
公
布
）
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
三
月
二
七
日
公
布
）
、
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
三
月
二
七
日
公
布
）
、
災
害
対
策
基
本
法
及
び
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
(
―
二
月
八
日
公
布
）
。

な
お
、
災
害
救
助
な
ど
の
緊
急
的
経
費
を
ま
か
な
う
た
め
の
平
成
六
年
度
第
二
次
補
正
予
算
は
、

ま
た
、
平
成
七
年
度
補
正
予
算
二
兆
七
二
六
一
億
円
の
う
ち
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
旧
復
興
関
連
経
費
は
一
兆
四
二
九
＿
―
-
億
円
、
防
災
強
化
の
た

め
の
緊
急
防
災
対
策
費
は
七
九

0
0
億
円
で
あ
っ
た
。
補
正
予
算
案
は
五
月
一
八
日
に
国
会
に
提
出
さ
れ
、
五
月
一
九
日
に
可
決
成
立
し
た
。

朝
雲
新
聞
社
編
集
総
局
編
『
平
成
七
年
版
防
衛
ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
』
、
朝
雲
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
。

朝
日
新
聞
「
論
壇
」
編
『
激
論
・
提
言
阪
神
大
震
災
』
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
。

二
月
二
八
日
に
成
立
し
た
。
予
算
額
は
一
兆
二
二
三
億
円
。

関
法
第
四
七
巻
第
五
号

一
九
九
五
年
二
月
二
七
日
に
国
会
に
提
出
さ
れ
、

七
八
（
七
六
四
）



阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

七
九
（
七
六
五
）

一九

ア
リ
ソ
ン
『
決
定
の

朝
日
新
聞
社
『
朝
日
の
阪
神
大
震
災
報
道
」
、
一
九
九
五
年
。

朝
日
新
聞
社
大
阪
本
社
経
済
部
編
『
大
震
災
の
企
業
防
衛
j

、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
。

阿
部
泰
隆
『
大
震
災
の
法
と
政
策
』
、
日
本
評
論
社
、
一
九
九
五
年
。

Allison, G
r
a
h
a
m
,
 Essence o
f
 Decision: 
E
x
p
l
a
i
n
i
n
g
 the C
u
b
a
n
 Missile Crisis, 
B
o
s
t
o
n
:
 Little, 
B
r
o
w
n
,
 1
9
7
1
.
 

本
質
I

キ
ュ
ー
バ
・
ミ
サ
イ
ル
危
機
の
分
析
ー
ー
、
』
、
宮
里
政
玄
訳
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
七
年
。

五
十
嵐
広
―
―
-
『
官
邸
の
螺
旋
階
段
—
ー
市
民
派
官
房
長
官
奮
闘
記
ー
ー
ー
』
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
七
年
。

石
橋
克
彦
『
大
地
動
乱
の
時
代
』
、
岩
波
新
書
、
一
九
九
四
年
。

N
H
K
取
材
班
編
『
ラ
イ
バ
ル
日
本
史
危
機
』
、
角
川
文
庫
、
一
九
九
六
年
。

小
川
和
久
「
検
証
危
機
管
理
体
制
~
衛
隊
の
出
動
は
な
ぜ
遅
れ
た
の
か

i

目
邸
の
無
知
と
決
断
力
の
欠
如
に
原
因
あ
り
」
『
公
明
』

九
五
年
三
月
号
、
一
六
ー
一
八
ペ
ー
ジ
。

小
川
和
久
『
L
A
（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）
危
機
管
理
』
、
集
英
社
、
一
九
九
五
年
。

小
里
貞
利
『
震
災
大
臣
特
命
室
震
度
七
と
闘
う
男
た
ち
の
記
録
』
、
読
売
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
。

Olson, R
i
c
h
a
r
d
 Stuart, 
T
h
e
 Politics o
f
 E
a
r
t
h
q
u
a
k
e
 Prediction, Princeton :
 Pr
i
n
c
e
o
n
 University Press, 1
9
8
9
.
 

『
科
学
』
第
六
六
巻
二
号
、
特
集
ー
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
防
災
、
一
九
九
六
年
二
月
。

活
断
層
研
究
会
編
『
新
編
日
本
の
活
断
層
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
。

河
田
恵
昭
「
減
災
を
め
ざ
す
危
機
管
理
と
兵
庫
モ
デ
ル
の
提
案
（
阪
神
大
震
災
と
神
戸
市
復
興
へ
の
提
言
〈
特
集
〉
）
『
都
市
政
策
』
第
七
九
号
、
一

九
九
五
年
四
月
、
二
六
ー
三
四
ペ
ー
ジ
。

河
田
恵
昭
「
環
境
改
善
が
危
機
管
理
の
第
一
歩
」
、
『
科
学
朝
日
』
、
一
九
九
六
年
二
月
号
、
一
―
-
|
-
―
三
ペ
ー
ジ
。

関
西
大
学
法
学
研
究
所
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
」
、
『
ノ
モ
ス
』
第
八
号
、
関
西
大
学
法
学
研
究
所
、
一
九
九
七
年
―
二
月

刊
行
予
定
。

建
築
行
政
協
会
兵
庫
県
支
部
編
『
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
建
築
行
政
等
の
記
録
』
、
建
築
行
政
協
会
兵
庫
県
支
部
、
一
九
九
七
年
。



神
戸
大
学
『
特
定
研
究
兵
庫
県
南
部
地
震
に
関
す
る
総
合
研
究
平
成
七
年
度
報
告
書
』
、
神
戸
大
学
、
一
九
九
六
年
。

神
戸
大
学
庶
務
部
庶
務
課
編
『
兵
庫
県
南
部
地
震
に
よ
る
震
災
の
記
録
』
、
神
戸
大
学
、
一
九
九
六
年
。

国
土
庁
『
平
成
八
年
度
防
災
白
書
』
。

C
o
m
f
o
r
t
,
 L
o
u
i
s
e
 
K. ed., 
M
a
n
a
g
i
n
g
 Disaster: Startegies a
n
d
 Policy Perspectives, D
u
r
h
a
m
 a
n
d
 L
o
n
d
o
n
,
 D
u
k
e
 University Press, 

1
9
8
8
.
 

佐
々
淳
行
『
危
機
管
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
』
、
全
3
巻、

P
H
P
文
庫
、
一
九
八
四
年
。

佐
々
淳
行
『
平
時
の
指
揮
官
・
有
事
の
指
揮
官
』
、
ク
レ
ス
ト
社
、
一
九
九
五
年
。

佐
々
淳
行
「
村
山
総
理
に
質
す
こ
れ
で
い
い
の
か
極
東
の
危
機
管
理
米
朝
合
意
と
村
山
外
交
、
お
よ
び
災
害
対
策
」
、
『
中
央
公
論
』
一
九
九

五
年
三
月
号
、
五
一
ー
六
九
ペ
ー
ジ
。

佐
々
淳
行
「
村
山
政
府
「
危
機
管
理
」
の
無
策
を
告
発
す
る
ー
も
う
黙
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
」
、
『
文
芸
春
秋
』
一
九
九
五
年
六
月
号
、
九
四
ー
一

0
三
ペ
ー
ジ
。

佐
々
淳
行
他
「
検
証
阪
神
大
震
災
危
機
管
理
な
き
日
本
」
、
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
一
九
九
五
年
二
月
ニ
―
日
号
、
三
四
ー
四
八
ペ
ー
ジ
。

佐
々
淳
行
『
危
機
管
理
宰
相
論
』
、
文
芸
春
秋
、
一
九
九
五
年
。

佐
藤
寛
子
『
佐
藤
寛
子
の
宰
相
夫
人
秘
録
』
、
朝
日
文
庫
、
一
九
八
五
年
。

下
河
辺
淳
「
阪
神
大
震
災
復
興
委
員
会
丸
秘
日
記
」
、
『
文
芸
春
秋
』
一
九
九
五
年
―
二
月
号
、
一
五
六
ー
一
六
四
ペ
ー
ジ
。

下
河
辺
淳
「
霙
災
復
興
委
員
長
が
語
る
神
戸
蘇
生
へ
の
思
想
」
、
山
根
一
真
『
メ
タ
ル
カ
ラ
ー
の
時
代
2
』
、
小
学
館
、
一
九
九
五
年
、
四
五
一
ー
四

六
三
ペ
ー
ジ
。

Janis, Irving L・, 
Victims o
f
 G
r
o
u
p
 Think, B
o
s
t
o
n
 "
 Ho
u
g
h
t
o
n
 Mifflin, 1
9
7
2
.
 

『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
臨
時
増
刊
、
特
集
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
法
と
対
策
」
一
九
九
五
年
六
月
二

0
日
号
。

消
防
庁
防
災
課
絹
『
逐
条
解
説
災
害
対
策
基
本
法
』
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
五
年
。

『
世
界
の
艦
船
』
一
九
九
五
年
四
月
号
（
「
海
上
自
衛
隊
ニ
ュ
ー
ス
」
、
「
海
上
保
安
庁
の
阪
神
大
震
災
救
援
活
動
」
、
「
阪
神
大
震
災
に
お
け
る
商
船

関
法
第
四
七
巻
第
五
号

八
0

(
七
六
六
）



阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
村
山
首
相
の
危
機
管
理
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

八

（
七
六
七
）

の
支
援
活
動
」
）
。

高
木
修
•
田
中
優
「
阪
神
大
震
災
に
お
け
る
避
難
者
と
援
助
活
動
」
、
『
関
西
大
学
社
会
学
部
紀
要
』
第
二
七
巻
第
一
号
、
一
九
九
五
年
九
月
、
三
一
―
―

ー
五
七
ペ
ー
ジ
。

高
木
修
・
玉
木
和
歌
子
「
阪
神
大
震
災
に
お
け
る
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

i害
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
と
そ
の
経
験
の
影
響
」
、
『
関
西
大
学
社
会
学
部

紀
要
』
第
二
八
巻
第
一
号
、
一
九
九
六
年
―
一
月
、
一
ー
六
ニ
ペ
ー
ジ
。

高
秀
秀
信
『
大
震
災
市
長
は
何
が
で
き
る
の
か
』
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
。

高

野

孟

『
G
O
E
Q
U
A
K
E
パ
ソ
コ
ン
ネ
ッ
ト
が
伝
え
た
阪
神
大
震
災
の
真
実
』
、
祥
伝
社
、
一
九
九
五
年
。

高
見
裕
一
『
官
邸
応
答
せ
よ
』
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
。

高
見
裕
一
『
官
災
・
民
災
こ
の
国
の
責
任
』
、
ほ
ん
の
本
、
一
九
九
五
年
。

田
中
庸
夫
『
神
戸
震
災
日
記
』
、
新
潮
文
庫
、
一
九
九
七
年
。

『
地
球
』
号
外
一
三
号
、
「
一
九
九
五
年
兵
庫
県
南
部
地
震
1

近
代
都
市
直
下
に
起
こ
っ
た
大
地
震
の
報
告
」
、
海
洋
出
版
、
一
九
九
五
年
。

東
京
都
編
『
一
九
九
四
年
ノ
ー
ス
リ
ッ
ジ
地
震
・
東
京
都
調
査
団
報
告
書
』
、
東
京
都
、
一
九
九
四
年
。

徳
岡
孝
夫
「
運
命
と
し
て
の
地
震
」
、
『
諸
君
！
』
一
九
九
五
年
三
月
号
、
四
八
ー
五
九
ペ
ー
ジ
。

二
階
俊
博
『
阪
神
大
震
災
の
現
場
か
ら
日
本
の
危
機
管
理
を
問
う
』
、
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社
、
一
九
九
五
年
。

日
本
行
政
学
会
編
『
比
較
の
中
の
行
政
と
行
政
観
、
災
害
と
行
政
』
、
『
年
報
行
政
研
究
』
第
三
二
号
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
七
年
。

日
本
住
宅
会
議
編
『
一
九
九
六
年
版
住
宅
白
書
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
す
ま
い
』
、
ド
メ
ス
出
版
、
一
九
九
六
年
。

野
田
正
彰
『
災
害
救
援
』
、
岩
波
新
書
、
一
九
九
五
年
。

野
田
宣
雄
「
「
例
外
状
態
」
に
お
け
る
国
家
」
、
『
諸
君
！
』
一
九
九
五
年
三
月
号
、
四

O
I四
七
ペ
ー
ジ
。

B
u
m
s
,
 J
a
m
e
s
 M
a
c
G
r
e
g
o
r
,
 Leadership, N
e
w
 Y
o
r
k
:
 H
a
r
p
e
r
 &
 Ro
w
,
 1
9
7
8
.
 

橋
本
龍
太
郎
『
政
権
奪
回
論
」
、
講
談
社
、
一
九
九
四
年
。

長
谷
川
慶
太
郎
『
危
機
管
理
の
鉄
則
』
、

P
H
P
研
究
所
、
一
九
九
五
年
。



P
・
ハ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
『
東
京
は
六
0
秒
で
崩
壊
す
る
』
、
竹
内
均
監
訳
・
赤
井
照
久
訳
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
九
一
年
。

羽
田
緩
子
『
首
相
公
邸
ー
ハ
タ
キ
た
た
い
て
六
四
日
ー
』
、
東
京
新
聞
出
版
局
、
一
九
九
六
年
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
関
西
学
院
報
告
書
絹
集
委
員
会
編
『
激
震
そ
の
と
き
大
学
人
は
』
、
関
西
学
院
、
一
九
九
六
年
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
被
災
地
の
人
々
を
応
援
す
る
市
民
の
会
『
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
、
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
、
一
九
九
六
年
。

藤
本
建
夫
•
森
田
三
郎
編
『
甲
南
大
学
の
阪
神
大
震
災
』
、
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
六
年
。

W
h
i
t
e
h
e
a
d
 `
 
A
r
n
o
l
d
 N・

》^̂
O
n
 Foresight," 
1931, in: 
A
d
v
e
n
t
u
r
e
s
 o
f
 Ideas, P
e
r
i
c
a
n
 B
o
o
k
s
,
 1948. 
市
井
三
郎
訳
「
予
見
に
つ
い
て
」
、

河
出
版
•
世
界
大
思
想
全
集
、
哲
学
・
文
芸
1
7、
一
九
九
五
年
、
所
収
。
W
h
i
t
e
h
e
a
d
,

"
T
h
e
 S
t
u
d
y
 of the Past," 1933, in :
 Essays in Sci ,
 

e
n
c
e
aミ
d
P
h
i
l
o
s
o
p
h
y
 `
 
R
i
d
e
r
 &
 Co., 1948. 
古
巾
井
三
郎
訳
「
過
去
の
研
究
」
、
同
上
所
収
。

H
o
d
g
k
i
n
s
o
n
,
 Peter E. a
n
d
 M
i
c
h
a
e
l
 Stewart, 
C
o
p
i
n
g
 w
i
t
h
 Catastrophe, N
e
w
 Y
o
r
k
 :
 Routledge, 1991. 

M
a
r
c
h
 ̀

 
J
a
m
e
s
 a
n
d
 R
o
g
e
r
 W
e
i
s
s
i
n
g
e
r
 ,
 Ba
y
r
o
n
,
 eds., 
A
m
b
i
g
u
i
t
y
 a
n
d
 C
o
m
m
a
n
d
:
 Organizational Perspectives o
n
 Military D
e
c
i
 ,
 

sion M
a
k
i
n
g
,
 N
e
w
 Y
o
r
k
 :
 Ha
r
p
e
r
 &
 R
o
w
,
 1986. 

マ
ー
チ
、
ワ
イ
シ
ン
ガ
ー
・
ベ
イ
ロ
ン
『
「
あ
い
ま
い
性
」
と
作
戦
指
揮
1

軍
事
組

織
に
お
け
る
意
思
決
定
ー
』
、
遠
田
雄
志
・
鎌
田
伸
一
・
秋
山
信
雄
訳
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
八
九
年
。

毎
日
新
聞
社
編
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
阪
神
大
震
災
全
記
録
」
、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
。

毎
日
新
聞
大
阪
本
社
／
毎
日
放
送
報
道
局
編
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
希
望
新
聞
ー
阪
神
大
震
災
と
報
道
』
、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
。

毎
日
放
送
著
・
今
井
一
監
修
『
阪
神
大
震
災
の
被
災
者
に
ラ
ジ
オ
放
送
は
何
が
で
き
た
か
j

、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
五
年
。

松
島
悠
佐
「
最
高
指
揮
官
が
明
か
す
自
衛
隊
出
動
の
真
実
」
、
『
文
芸
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